
 
 

令和３年第３回宇城市議会定例会 会期及び審議予定表 

会期１７日間 

月 日 曜 会議の種別 件     名 

９月１日 水 本会議 

○ 開会・開議 
○ 会議録署名議員の指名 
○ 会期の決定 
○ 諸報告 
○ 報告第１６号から認定第８号までの３０議案 

を一括上程・提案理由説明・詳細説明 
○ 陳情第１号、請願第２号及び発議第３号を上程 

【 散 会 】 

９月２日 木 本会議 
○ 開議 
○ 一般質問（大村、豊田、岡本、石川） 

【 延 会 】 

９月３日 金 本会議 
○ 開議 
○ 一般質問（五嶋、河野（正）、高橋、坂下） 

【 延 会 】 

９月４日 土 休 会 ○ 市の休日のため休会 

９月５日 日 休 会 ○ 市の休日のため休会 

９月６日 月 本会議 

○ 開議 
○ 一般質問（三角、中山） 
〇 報告第１６号から報告第２０号までの質疑 
〇 議案第５７号から議案第７３号までの質疑・ 
  委員会付託 
○ 認定第１号から認定第８号までの質疑・決算 
  審査特別委員会を設置し付託 
○ 陳情第１号、請願第２号の委員会付託 
○ 発議第３号の提案理由説明・質疑 

 【 散 会 】 
○ 第１回決算審査特別委員会 

【 散 会 】 

９月７日 火 休 会 ○ 議事整理 

９月８日 水 休 会 ○ 常任委員会（総務文教、建設経済、民生） 
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９月９日 木 休 会 ○ 議事整理 

９月１０日 金 休 会 ○ 決算審査分科会（総務文教、建設経済、民生） 

９月１１日 土 休 会 ○ 市の休日のため休会 

９月１２日 日 休 会 ○ 市の休日のため休会 

９月１３日 月 休 会 ○ 議事整理 

９月１４日 火 本会議 

○ 開議 
○ 議案第５７号から請願第２号までの委員長 
  報告・質疑・討論・採決 
○ 発議第３号の討論・採決 
○ 発議第４号の追加上程・提案理由説明・質疑・

討論・採決 
【 散 会 】 

９月１５日 水 休 会 ○ 議事整理 

９月１６日 木 休 会 ○ 議事整理 

９月１７日 金 本会議 

○ 第２回決算審査特別委員会 
【 閉 会 】 

○ 開議 
○ 認定第１号から認定第８号までの委員長報告・ 
  質疑・討論・採決 
○ 議案第７４号の追加上程・提案理由説明・ 

詳細説明・質疑・討論・採決 
【 閉 会 】 
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令和３年第３回宇城市議会定例会（第１号） 

 

令和３年９月１日（水） 

午前１０時００分 開議 

１ 議事日程 

日程第１         会議録署名議員の指名 

日程第２         会期の決定 

日程第３         諸報告 

日程第４  報告第１６号 令和２年度宇城市一般会計継続費精算報告について 

日程第５  報告第１７号 令和２年度三角町振興株式会社の経営状況の報告につい

て 

日程第６  報告第１８号 令和２年度不知火温泉有限会社の経営状況の報告につい

て 

日程第７  報告第１９号 令和２年度有限会社アグリパーク豊野の経営状況の報告

について 

日程第８  報告第２０号 令和２年度宇城市健全化判断比率及び公営企業会計資金

不足比率の報告について 

日程第９  議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 

日程第１０ 議案第５８号 令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

日程第１１ 議案第５９号 令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第１２ 議案第６０号 令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１３ 議案第６１号 令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号） 

日程第１４ 議案第６２号 令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１５ 議案第６３号 令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１６ 議案第６４号 令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 議案第６５号 宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１８ 議案第６６号 宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第１９ 議案第６７号 宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一
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部を改正する条例の制定について 

日程第２０ 議案第６８号 宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議案第６９号 宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２２ 議案第７０号 宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２３ 議案第７１号 工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事） 

日程第２４ 議案第７２号 宇城市過疎地域持続的発展計画策定について 

日程第２５ 議案第７３号 令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について 

日程第２６ 認定第１号  令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第２７ 認定第２号  令和２年度宇城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第２８ 認定第３号  令和２年度宇城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第２９ 認定第４号  令和２年度宇城市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第３０ 認定第５号  令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第３１ 認定第６号  令和２年度宇城市水道事業会計決算の認定について 

日程第３２ 認定第７号  令和２年度宇城市下水道事業会計決算の認定について 

日程第３３ 認定第８号  令和２年度宇城市民病院事業会計決算の認定について 

 

２ 本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

３ 出席議員は次のとおりである。（２１人） 

２番 永 木   誠 君            ３番 山 森 悦 嗣 君 

４番 三 角 隆 史 君            ５番 坂 下   勲 君 

６番 高 橋 佳 大 君            ７番 髙 本 敬 義 君 

８番 大 村   悟 君            ９番 福 永 貴 充 君 

１０番 溝 見 友 一 君           １１番 園 田 幸 雄 君 

１２番 五 嶋 映 司 君           １３番 福 田 良 二 君 

１４番 河 野 正 明 君           １５番 渡 邊 裕 生 君 
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１６番 河 野 一 郎 君           １７番 長 谷 誠 一 君 

１８番 入 江   学 君           １９番 豊 田 紀代美 君 

２０番 中 山 弘 幸 君           ２１番 石 川 洋 一 君 

２２番 岡 本 泰 章 君 

 

４ 欠席議員はなし 

 

５ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  小 川 康 明 君   書    記  桑 田 祥 一 君 

 

６ 説明のため出席した者の職氏名 

 市    長  守 田 憲 史 君   副 市 長  浅 井 正 文 君 

 教 育 長  平 岡 和 徳 君   総 務 部 長  天 川 竜 治 君 

 企 画 部 長  西 岡 澄 浩 君   市民環境部長  杉 浦 正 秀 君 

 健康福祉部長  岩 井   智 君   経 済 部 長  黒 﨑 達 也 君 

 土 木 部 長  梅 本 正 直 君   教 育 部 長  豊 住   章 君 

 総 務部次長  元 田 智 士 君   企 画部次長  坂 本 優 子 君 

 市民環境部次長  森 下 功 治 君   健康福祉部次長  植 野   修 君 

 経 済部次長  浦 田 敬 介 君   土 木部次長  平 木 恵 一 君 

 教 育部次長  井 住 寿 宏 君   三 角支所長  梅 田 徳 久 君 

 不知火支所長  岩 竹 泰 治 君   小 川支所長  木 下 義 明 君 

 豊 野支所長  赤 星   徹 君   市民病院事務長  坂 井 明 人 君 

 上下水道局長  木見田 洋 一 君   会 計管理者  井 澤 ふさ子 君 

 監査委員事務局長  松 川 弘 幸 君   農業委員会事務局長  白 木 太実男 君 

 財 政 課 長  米 田 年 宏 君 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） ただいまから、令和３年第３回宇城市議会定例会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（園田幸雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定によって、１６番、河野

一郎君及び１９番、豊田紀代美さんの２人を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（園田幸雄君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日９月１日から９月１７日までの１７日間

にしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月１７日

までの１７日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸報告 

○議長（園田幸雄君） 日程第３、諸報告を行います。 

議長の諸般の報告として、まず、８月１７日において、第３回熊本天草幹線高規

格道路整備特別委員会が開催され、委員長に石川洋一君、副委員長に豊田紀代美さ

んがそれぞれ互選されました。 

次に、お手元に配布しておりますとおり、１ページから６ページに、監査委員か

ら宇城市の例月現金出納検査の結果に関する報告書について、令和３年５月分から

７月分までが提出されております。 

次に、陳情書等について申し上げます。先の第１０回議会運営委員会において、

机上配布と決定しました４件の陳情書等については、配布しております陳情書等一

覧のとおりであります。 

以上で、議長の諸般の報告を終わります。 

次に、市長から行政報告の申出がありますので、これを許します。 

○市長（守田憲史君） 発言のお許しをいただきましたので、行政報告をいたします。 

はじめに、市内における新型コロナウイルス感染症の動向について報告します。 

市内において感染が確認された件数は、８月２７日現在で累計３６２件であり、
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先週１週間で４５件の増加となっております。 

蔓延防止等重点措置は９月１２日まで適用されますが、感染者の高止まりの状況

は本市においても例外ではなく、予断を許さない状況です。引き続き国県と連携し

たコロナ対策を継続してまいります。 

次に、新型コロナウイルスワクチン接種の実績を報告します。 

２回目の接種が終わっている割合は、６５歳以上で９０.１％、６４歳以下で３

２.６％、全体で５５.６％となっております。 

今後も、広報紙やホームページ等でワクチン接種に関する情報を発信してまいり

ます。 

次に、熊本ヴォルターズのプレシーズンゲームについて報告します。 

ウイングまつばせメインアリーナの大規模改修の終了に伴うオープニングイベン

トとして、熊本バスケットボール株式会社に打診しておりましたプレシーズンゲー

ムについて、９月１１日土曜日及び１２日日曜日の開催が決定しました。 

対戦相手は愛媛オレンジバイキングスで、通常２,０００人程度収容できるメイ

ンアリーナですが、感染防止対策のため８５７席として両日開催されます。 

プロバスケットの試合が宇城市で開催されることは初めてだと記憶しております

ので、盛会に開催されますことを期待しております。 

先の報道でもありましたとおり、宇城市はヴォルターズホームアリーナ建設の候

補地として名乗りを上げています。その弾みとなればと思っております。 

次に、松橋中学校女子ハンドボール部と柔道部の中体連全国大会出場について報

告します。 

６月下旬に行われました宇城中学校体育大会の結果、松橋中学校の女子ハンドボ

ール部が準優勝、同中学校柔道部男子６０キロ級個人が優勝し、勝ち上がっており

ます。７月中旬から下旬に開催された熊本県中学校体育大会ではそれぞれ優勝、８

月上旬に開催された九州中学校体育大会では３位の成績だったことから、両者とも

８月下旬に開催された全国中学校体育大会に出場することとなりました。 

女子ハンドボールは埼玉県で開催され、結果は１回戦で涙をのんでおります。一

方、柔道は群馬県で開催されましたが、８月２０日から群馬県にも緊急事態宣言が

適用されたため、感染拡大防止のため棄権しております。 

全国大会に出場できる権利を得ること自体、並大抵の努力では成し得ませんので、

これまでの選手の皆さんの健闘を称えたいと思います。 

以上、行政報告といたします。 

○議長（園田幸雄君） 市長の行政報告が終わりました。 

これで、諸報告を終わります。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４  報告第１６号 令和２年度宇城市一般会計継続費精算報告について 

日程第５  報告第１７号 令和２年度三角町振興株式会社の経営状況の報告につい

て 

日程第６  報告第１８号 令和２年度不知火温泉有限会社の経営状況の報告につい

て 

日程第７  報告第１９号 令和２年度有限会社アグリパーク豊野の経営状況の報告

について 

日程第８  報告第２０号 令和２年度宇城市健全化判断比率及び公営企業会計資金

不足比率の報告について 

日程第９  議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 

日程第１０ 議案第５８号 令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

日程第１１ 議案第５９号 令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第１２ 議案第６０号 令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１３ 議案第６１号 令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号） 

日程第１４ 議案第６２号 令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１５ 議案第６３号 令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１６ 議案第６４号 令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 議案第６５号 宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１８ 議案第６６号 宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第１９ 議案第６７号 宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第２０ 議案第６８号 宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議案第６９号 宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２２ 議案第７０号 宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２３ 議案第７１号 工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事） 
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日程第２４ 議案第７２号 宇城市過疎地域持続的発展計画策定について 

日程第２５ 議案第７３号 令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について 

日程第２６ 認定第１号  令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第２７ 認定第２号  令和２年度宇城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第２８ 認定第３号  令和２年度宇城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第２９ 認定第４号  令和２年度宇城市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第３０ 認定第５号  令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第３１ 認定第６号  令和２年度宇城市水道事業会計決算の認定について 

日程第３２ 認定第７号  令和２年度宇城市下水道事業会計決算の認定について 

日程第３３ 認定第８号  令和２年度宇城市民病院事業会計決算の認定について 

○議長（園田幸雄君） 日程第４、報告第１６号令和２年度宇城市一般会計継続費精算

報告についてから、日程第３３、認定第８号令和２年度宇城市民病院事業会計決算

の認定についてまでを一括議題とします。 

市長から一括して提案理由の説明を求めます。 

○市長（守田憲史君） 本日から、令和３年第３回市議会定例会では大変お世話になり

ます。 

今回提出しますのは、報告案件として、令和２年度宇城市一般会計継続費精算報

告の報告など５件。予算案件として、令和３年度宇城市一般会計補正予算など８件。

条例案件として、宇城市個人情報保護条例の一部改正など６件。その他案件として、

小川中学校改築工事の請負契約締結など３件。認定案件として、令和２年度宇城市

一般会計歳入歳出決算の認定など８件です。合わせて３０件をお願いするものでご

ざいます。詳細につきましては、それぞれ関係部局長が説明いたします。 

これらの案件につきまして、よろしく御審議いただきますようお願い申し上げま

して、提案理由の説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 提案理由の説明が終わりました。 

これから、議案ごとに詳細説明を求めます。 

まず、報告第１６号令和２年度宇城市一般会計継続費精算報告についての詳細説

明を求めます。 

○総務部長（天川竜治君） 議案集６ページをお願いいたします。報告第１６号令和２
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年度宇城市一般会計継続費精算報告について説明します。 

本報告は、継続費の予算として、これまで議決をいただきました３つの事業につ

いて、令和２年度をもって事業が完了し、継続年度を終了しましたので、継続費精

算報告書を調製し、報告するものです。 

議案集７ページをお願いします。 

平成３１年３月の当初予算で議決を得た黒崎内潟線戸馳大橋架替事業（橋りょう

撤去工）については、年割額の合計が５億円、実績の支出済額は３億８,４００円

余。特定財源は、国の道路更新防災等対策事業補助金と過疎対策事業債、その他は

解体資材の売却収入になります。 

平成３０年１２月の補正予算の議決後に、令和２年２月の補正予算で変更の議決

を得た松橋中学校屋内運動場建築事業については、年割額の合計が８億４,９００

万円余、実績の支出済額は７億７,２００万円余。特定財源は、国の学校施設環境

改善交付金と合併特例事業債になります。 

平成３０年１２月の補正予算で議決を得た学校給食センター建築事業については、

年割額の合計が２２億２,０００万円、実績の支出済額は２１億３,０００万円余。

特定財源は、国の学校施設環境改善交付金と合併特例事業債になります。 

以上で、詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 報告第１６号の詳細説明が終わりました。 

次に、報告第１７号令和２年度三角町振興株式会社の経営状況の報告についてか

ら、報告第１９号令和２年度有限会社アグリパーク豊野の経営状況の報告について

までの詳細説明を求めます。 

○経済部長（黒﨑達也君） この経営状況報告は、地方自治法第２４３条の３第２項の

規定に基づき報告するものです。 

宇城市が出資しております、三角町振興株式会社、不知火温泉有限会社、有限会

社アグリパーク豊野の３件の経営状況報告をいたします。 

報告第１７号令和２年度三角町振興株式会社の経営状況について、議案集は８ペ

ージになります。別冊の令和２年度三角町振興株式会社の経営状況報告書で説明い

たします。 

１ページをお願いいたします。比較貸借対照表の当期について説明いたします。 

資産の部は、流動資産４７１万８,７５１円と固定資産８７万５,８１２円の合計

で５５９万４,５６３円となり、前期比で約２６８万円増加しております。 

負債の部は、流動負債１１１万７,９３４円と固定負債１３３万６,５５０円の合

計で２４５万４,４８４円となり、前期比で約３４２万円減少しております。 

純資産の部は、資本金は１,５７０万円で、それに利益剰余金と自己株式を合わ
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せた純資産合計が３１４万７９円となっております。 

次に２ページの比較損益計算書を説明いたします。 

売上総利益が１,６０９万７,６２０円で、これから販売費及び一般管理費１,４

７５万５,２３７円を控除した営業利益は１３４万２,３８３円となり、当期純利益

は６０９万３,４２３円になります。 

次に、３ページの比較販売費及び一般管理費について説明いたします。 

販売費及び一般管理費は１,４７５万５,２３７円で、前期比としては約２２万円

増加しております。増加した理由は、給与手当や賃借料、貸倒損失等が全体的には

減少しているものの、租税公課や修繕費、浄化槽維持費が増加しているためです。 

９ページからは、令和３年度の事業計画及び予算を添付しております。 

以上で、三角町振興株式会社の経営状況の報告を終わります。 

次に、報告第１８号令和２年度不知火温泉有限会社の経営状況について、議案集

９ページとなります。別冊の令和２年度不知火温泉有限会社の経営状況報告書で説

明いたします。 

不知火温泉有限会社は、新型コロナウイルスの影響による経営不振に伴い、令和

３年１月１３日に事業停止、１月２０日に裁判所へ破産申立申請を行い、１月２２

日に破産手続が開始されております。そのため、今回報告する経営状況については、

令和２年４月１日から令和３年１月２２日までのものとなります。 

１ページをお願いいたします。比較貸借対照表の当期について説明いたします。 

資産の部は、流動資産１,９５８万７,７６２円と固定資産２,１５８万１,２４０

円の合計で４,１１６万９,００２円となり、前期比で約１,１３７万円減少してお

ります。 

負債の部は、流動負債１,２２６万３,４０６円となり、前期比で約１,４３８万

円減少しております。 

純資産の部は、資本金が３,３００万円で、それに利益剰余金マイナス３,４０９

万４,４０４円を合わせた純資産合計がマイナス１０９万４,４０４円となっており

ます。 

次に、２ページの比較損益計算書を説明いたします。 

純売上高１億９７９万３,６２１円から売上原価８,２７５万８,０９４円を差し

引いた売上総利益は２,７０３万５,５２７円となり、これから販売費及び一般管理

費６,０３５万７,２６５円を控除した営業利益はマイナス３,３３２万１,７３８円、

当期純利益はマイナス２,６９８万７,９５３円になります。 

売上高減少の主な理由は、令和３年１月１３日に事業を停止したことに加え、令

和２年４月に新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、温泉館、レストランを休館



－ 12 － 

したこと、それに併せて来客数が減少し、物産館の売上げも減少したためです。 

次に、３ページの比較販売費及び一般管理費について説明いたします。 

販売費及び一般管理費は６,０３５万７,２６５円で、前期比で約７,０５２万円

の減少となっております。 

以上で、不知火温泉有限会社の経営状況報告を終わります。 

続きまして、報告第１９号令和２年度有限会社アグリパーク豊野の経営状況につ

いて、議案集１０ページとなります。別冊の令和２年度有限会社アグリパーク豊野

の経営状況報告書で説明いたします。 

１ページをお願いいたします。比較貸借対照表の当期を説明いたします。 

資産の部は、流動資産６,７５８万５,３３５円と固定資産１,２９８万３,８４３

円の合計で８,０５６万９,１７８円となり、前期比で約２,４４３万円増加してお

ります。 

負債の部は２,８２９万３,８０３円となり、前期比で約１,５５０万円増加して

おります。主な増加理由は、買掛金が約９００万円、未払金が２１６万円、未払法

人税等が約２５６万円増加したためです。 

純資産の部は、資本金は１,３７０万円で、それに利益剰余金を合わせた純資産

合計が５,２２７万５,３７５円と前期より８９３万１,７３９円増加し、経営状況

は好調と言えます。 

次に、２ページの比較損益計算書を説明いたします。 

純売上高４億１２９万３,１６１円から売上原価３億２,０５１万５５２円を差し

引いた売上総利益は８,０７８万２,７０９円となります。これから販売費及び一般

管理費６,９１４万５,３８５円を控除した営業利益は１,１６３万７,３２４円とな

り、当期純利益は８９３万１,７３９円になります。売上高増加の主な理由は、物

産館と青空市場を合わせたアグリパーク豊野の売上げが３,９９７万３,９１８円増

加したことに加え、令和３年２月から運営している道の駅不知火物産館の売上げが

約２か月で２,５３１万５,７２６円となったためです。 

次に、３ページの比較販売費及び一般管理費について説明いたします。 

販売費及び一般管理費は６,９１４万５,３８５円で、前期比で約９２５万円増加

しております。主な増加理由は、不知火物産館の運営開始に伴い給与手当等が増加

したこと、前期まで仕入高に計上していた運賃を分離して新たに５３２万８,２５

２円計上したためです。 

８ページからは、令和３年度の事業計画及び予算を添付しております。 

以上、有限会社アグリパーク豊野の経営状況報告を終わります。 

これで、第３セクター３社の経営状況報告を終わります。 
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○議長（園田幸雄君） 報告第１７号から報告第１９号までの詳細説明が終わりました。 

次に、報告第２０号令和２年度宇城市健全化判断比率及び公営企業会計資金不足

比率の報告について及び議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号）

の詳細説明を求めます。 

○総務部長（天川竜治君） 議案集１１ページをお願いします。報告第２０号令和２年

度宇城市健全化判断比率及び公営企業会計資金不足比率の報告について説明します。 

この報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第

２２条の規定に基づき、監査委員の意見を付して報告するものです。 

まず、表１の令和２年度宇城市健全化判断比率について説明します。 

１番目の実質赤字比率は、普通会計の赤字比率を示しています。 

２番目の連結実質赤字比率は、宇城市の全会計を対象にした赤字比率を示してい

ます。この２つの判断比率は、いずれも黒字のため横線としています。 

３番目の実質公債費比率は、宇城市の全会計に加え、広域連合や一部事務組合等

を対象とし、実質的に返済若しくは負担した公債費比率になります。令和２年度は

８.７％です。早期健全化基準として定められている２５％、財政再生基準の３

５％を大きく下回っています。参考として、令和元年度は８.９％でしたので、前

年度比で０.２％下がっています。 

４番目の将来負担比率は、宇城市の全会計に加え広域連合や一部事務組合、さら

に地方公社や第３セクターを対象範囲として、市債残高、債務負担行為残高、退職

金見込額などの将来的な負担見込額を、標準財政規模等で除して得た比率で表すも

のです。令和２年度は１５.１％です。早期健全化基準として定められている３５

０％を大きく下回っています。参考として、令和元年度は２.０％でしたので、前

年度比で１３.１％上がりましたが、県内１４市の順位としては、前年度６位から

５位になったところです。 

以上のとおり、宇城市の健全化判断比率は、いずれも早期健全化基準以下の数値

となっており健全な状態に位置しています。 

表２の令和２年度宇城市公営企業会計資金不足比率につきましては、３つの公営

企業会計ともに資金不足はありませんので横線としています。 

以上で、詳細説明を終わります。 

続きまして、議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号）につい

て説明します。別冊で配布しております令和３年度宇城市各会計補正予算書１ペー

ジをお願いします。 

まず初めに、予算の総額について説明します。 

第１条、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億７,８２８万１千円を追加し、歳入
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歳出予算の総額をそれぞれ３４５億２８９万６千円としています。補正の内容につ

いては、普通交付税や前年度決算剰余金に係る繰越金などの収入の増額見込み、人

事異動等に伴う人件費の調整や７月梅雨前線による災害復旧など、新たに発生した

財政需要に対し早急な予算対応を行うものです。 

２ページをお願いします。主な歳入費目では、款１１地方交付税で６億５,００

０万円余の追加、款１６県支出金、項２県補助金で１億７,８００万円余の追加、

款１９繰入金、項２基金繰入金で７億９,２００万円余の減額、款２０繰越金で１

億２,９００万円余の追加、款２１諸収入、項６雑入で１億６,４００万円余を追加

しています。 

３ページをお願いします。主な歳出費目では、款３民生費で１億３,２００万円

余の追加、款５農林水産業費で１億８,４００万円余を追加しています。 

４ページに移ります。款７土木費で１億４,７００万円余の減額、款９教育費で

７,２００万円余を追加しています。 

５ページをお願いします。第２表、繰越明許費補正です。款７土木費で、道路維

持単独事業、河川維持事業の２件を追加しています。 

６ページをお願いします。第３表、地方債補正です。１追加で、農林水産業施設

災害復旧事業費を１件追加し、２変更で、社会教育施設整備事業費ほか３件につい

て紙面のとおり変更しています。 

続いて、歳出の主なものとその特定財源について説明します。 

１３ページをお願いします。款１議会費、項１議会費、目１議会費のうち節１１

役務費から節１７備品購入費において、議会システムの構築費などをそれぞれ追加

しています。議会のペーパーレス導入経費になります。 

２１ページをお願いします。款３民生費、項８災害救助費、目１災害救助費、節

１２委託料で６００万円、節１４工事請負費で５,５００万円を追加しています。

小川町と豊野町の応急仮設住宅の土地原状回復事業になります。財源は、県の災害

救助費負担金で全て賄われます。 

２３ページをお願いします。款５農林水産業費、項１農業費、目２農業総務費、

節１８負担金補助及び交付金で、６次産業化市場規模拡大対策整備事業補助金１億

５,６００万円余を追加しています。農林水産物や食品等が、輸出先の認定・認証

の規制対応に必要な設備投資等を支援する県１０分の１０の事業になります。 

同じく、目３農業振興費で１,１２９万２千円を補正しています。このうち、次

代につながる熊本の果樹強化対策事業補助金４１３万２千円は、樹園地の集積に伴

う園地整備や貯蔵環境の改善を支援する事業になります。財源は、県補助金が２分

の１から１０分の１０を見込んでいます。 
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同じく、経営継承・発展等支援事業補助金７００万円を追加しています。後継者

の経営継承や発展を目的に、地域の農地利用等を担う経営体を確保する事業になり

ます。財源は、諸収入で他団体補助交付金３５０万円を計上しています。 

２７ページをお願いします。款７土木費、項５都市計画費、目２下水道費、節２

３投資及び出資金で、下水道事業会計出資金１億７,９００万円余を減額していま

す。令和２年度国補正予算での事業前倒しによる減額、下水道企業債での借入れに

変更したことによる減額などが主な理由になります。 

３０ページをお願いします。款９教育費、項４社会教育費、目５図書館費、節１

４工事請負費で、中央図書館等外構工事費３,９０２万７千円を追加しています。

中央図書館等の中規模改修工事に合わせた駐車場の舗装や外灯、サインなどの改修

工事になります。財源は、公共施設等適正管理推進事業債を予定しています。 

３３ページをお願いします。款１０災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、

目１農業用施設災害復旧費で３００万円を補正しています。令和３年５月の梅雨前

線豪雨により被災した農地の災害復旧工事になります。財源は、県補助金が５割、

受益者負担が３割、残りの２割を市債で賄う予定です。 

同じく、項２公共土木施設災害復旧費、目１公共土木施設災害復旧費で７００万

円を補正しています。令和３年７月の梅雨前線豪雨により被災した市道２路線の災

害復旧工事になります。財源は国庫負担金が６６.７％、残りを市債で賄う予定で

す。 

また、今回の補正予算においては、各費目で人事異動等に伴う人件費の調整も行

っていますので申し添えます。 

以上で、歳出予算の説明を終わります。 

続いて、歳入予算の説明をいたします。特定財源については、歳出予算の説明の

中で説明していますので、一般財源の主なものを中心に説明します。 

９ページをお願いします。款１１地方交付税、項１地方交付税、目１地方交付税

で６億５,０００万円余を補正しています。普通交付税の交付額決定に基づく増額

になります。増額の主な要因は、基準財政需要額において、地域デジタル社会推進

費の新設に伴う増加、災害復旧費の元利償還額の増加、国の普通交付税配分額の伸

びなどになります。 

１１ページをお願いします。款１８寄附金、項１寄附金、目１指定寄附金で、中

学校費寄附金１,０００万円を追加しています。小川中学校建替事業に対する寄附

になります。 

款１９繰入金、項２基金繰入金、目１財政調整基金繰入金で７億９,３００万円

余を減額しています。普通交付税や各特別会計からの決算剰余金の繰入れなどによ
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り、財源調整を行っています。 

続いて、款２０繰越金、項１繰越金、目１繰越金で、前年度繰越金１億２,９０

０万円余を補正しています。 

１２ページに移ります。款２１諸収入、項６雑入、目５雑入で、宇城広域連合過

年度精算返納金１億５,９００万円余を追加しています。令和２年度の決算剰余金

の返還になります。 

以上で、詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 報告第２０号及び議案第５７号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第５８号令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

及び議案第５９号令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の

詳細説明を求めます。 

○市民環境部長（杉浦正秀君） 補正予算書の１０１ページをお願いいたします。議案

第５８号令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、詳

細説明を申し上げます。 

今回の補正は、第１条、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２,９０９万１千円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８１億１,３７２万４千円とするものです。 

まず、歳入を説明しますので１０６ページをお願いいたします。 

款５繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金５１５万３千円の減額は、

職員給与費等人事異動に伴う人件費の繰入金の減額でございます。 

款６繰越金、項１繰越金、目１繰越金３,４２４万４千円の増額は、令和２年度

決算による繰越金でございます。 

続きまして、歳出を説明しますので１０７ページをお願いします。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費５１５万３千円の減額は、歳入で

も御説明しました職員給与費等人事異動に伴う人件費の減額でございます。 

款６基金積立金、項１基金積立金、目１財政調整基金積立金１,４０７万４千円

の増額は、令和２年度決算額の確定に伴い基金積立を行うものです。 

款８諸支出金、項２繰出金、目１一般会計繰出金２,０１７万円の増額は、令和

２年度決算額の確定に伴い、実績に合わせ一般会計からの操出金を戻すものです。 

以上で、議案第５８号の詳細説明を終わります。 

続きまして、補正予算書の２０１ページをお願いします。議案第５９号令和３年

度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、詳細説明します。 

今回の補正は、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３６０万８

千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９億１,８２２万２千円とするもの

です。 



－ 17 － 

まず、歳入を説明しますので、２０６ページをお願いします。 

款４繰入金、項１一般会計繰入金、目２事務費繰入金６６１万８千円の増額は、

人事異動に伴い人件費を一般会計より繰り入れるための増額でございます。 

款５繰越金、項１繰越金６９９万円の増額は、令和２年度決算による繰越金です。 

続きまして、歳出を御説明しますので２０７ページをお願いします。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費６６１万８千円の増額は、歳入で

も御説明しました職員人事異動に伴う人件費の増額でございます。 

款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金２１１

万６千円の増額は、令和２年度分の宇城市の保険料等負担金が確定しましたので、

前年度精算金として後期高齢者医療広域連合に納付するものです。 

款４諸支出金、項２繰出金、目１他会計繰出金４８７万４千円は、先ほど歳入で

説明しました繰越金６９９万円から、前年度精算金２１１万６千円を差し引いた金

額を一般会計に繰り出すものです。 

以上で、議案第５９号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第５８号及び議案第５９号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第６０号令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号）の詳

細説明を求めます。 

○健康福祉部長（岩井 智君） 補正予算書の３０１ページをお願いいたします。議案

第６０号令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号）について、詳細説

明を申し上げます。 

今回の補正は、第１条、歳入歳出予算の補正で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ

４億２９８万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７２億９,１１６万

６千円とするものです。 

３０７ページをお願いいたします。歳出の主なものから説明します。 

款４基金積立金、項１基金積立金、目１介護給付費準備基金積立金の２億４,３

４７万４千円の増額は、前年度繰越額確定に伴う元金積立金です。 

同ページの款６諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目２償還金の１億１,６

２２万９千円の増額は、過年度国庫支出金等の返還金で、前年度実績による国県及

び支払基金への精算返還金です。 

３０８ページの項２繰出金、目１一般会計操出金の４,２１０万１千円の増額は、

前年度の介護給付費と事務費の実績を精算し、一般会計へ繰り出すものです。 

次に、歳入の主なものについて説明します。３０６ページをお願いいたします。 

款９繰越金、項１繰越金、目１繰越金で３億７,２１９万６千円を前年度繰越金

として増額しています。 
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以上で、議案第６０号の説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第６０号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第６１号令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号）の詳細

説明を求めます。 

○教育部長（豊住 章君） 補正予算書の４０１ページをお願いいたします。議案第６

１号令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号）について説明します。 

第１条、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１５３万２千円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１,８０２万３千円とするものです。 

４０３ページをお願いします。前年度繰越金１５３万２千円を育英事業費奨学基

金に積み立てるものです。 

以上で、議案第６１号の説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第６１号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第６２号令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号）及び議案

第６３号令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号）の詳細説明を求めま

す。 

○上下水道局長（木見田洋一君） 議案第６２号令和３年度宇城市水道事業会計補正予

算（第２号）について詳細説明いたします。別冊の宇城市各会計補正予算書５０１

ページをお願いいたします。 

まず初めに、予算の総額について説明します。 

第２条、収益的収入及び支出で、収入におきましては、第１款水道事業収益の既

決予定額から補正予定額２４万円を減額し、収入予定額を１１億８,４９４万３千

円としています。支出では、第１款水道事業費用の既決予定額から補正予定額２２

１万５千円を減額し、支出予定額を１４億１,２７６万円としています。収入・支

出ともに、人事異動に伴います人件費等の調整を行っております。 

第３条、資本的収入及び支出です。５０２ページに移ります。収入の第１款資本

的収入においては補正額の増減はありませんが、第１項企業債で２,５００万円の

減額、第３項出資金において２,５００万円の増額と、同額での予算組替えを行っ

ております。これは、令和３年度から新たに過疎地域として認定された豊野地区に

おいて実施します配水管布設替工事に係る財源の予算組替えとなります。 

第４条、企業債では、変更で、建設改良事業の起債限度額について紙面のとおり

減額いたしております。 

次に、５０３ページをお願いいたします。第５条、議会の議決を経なければ流用

することのできない経費です。人事異動等に伴う人件費の減額に伴い、職員給与費

として補正予定額２０６万９千円を減額しております。 
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第６条、他会計からの補助金につきましては、今回補正の財源組替え等に伴いま

して紙面のとおり増額変更を行っております。 

以上で、議案第６２号の詳細説明を終わります。 

続いて、議案第６３号令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号）につ

いて詳細説明を行います。資料は同じく補正予算書の６０１ページをお願いいたし

ます。 

まず初めに、予算の総額について説明いたします。 

第２条、収益的収入及び支出で、収入におきましては、第１款下水道事業収益の

既決予定額から補正予定額２９９万１千円を減額しまして、収入予定額を１２億３，

９８３万４千円としています。支出では、第１款下水道事業費用の既決予定額から

補正予定額１,３６５万８千円を減額し、支出予定額を１４億６,０２２万５千円と

いたしています。水道事業会計と同様に、収入・支出ともに人事異動に伴う人件費

等の調整となります。 

６０２ページに移ります。第３条、資本的収入及び支出です。収入におきまして

は、第１款資本的収入で既決予定額から補正予定額５,３３８万２千円を減額し、

収入予定額を７億１,１７２万６千円としています。支出では、第１款資本的支出

で既決予定額から補正予定額５,７５８万９千円を減額し、支出予定額を１２億１,

６９１万８千円といたしております。前年度の国補正予算の方で予算対応を行いま

した建設改良費の減額及びその事業財源等の予算組替えが主な補正理由となります。 

次に、第４条、企業債です。６０３ページに移ります。変更で、公共下水道の起

債限度額につきまして財源の組替えに伴い、紙面のとおり増額いたしています。 

また、第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、また第６

条では他会計からの補助金、そして第７条では利益剰余金の処分として、今回の補

正予算に伴いまして、別途各項目の増減を明らかにいたしております。 

以上で、議案第６３号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第６２号及び議案第６３号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第６４号令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号）の詳細

説明を求めます。 

○市民病院事務長（坂井明人君） 議案第６４号令和３年度宇城市民病院事業会計補正

予算（第１号）について、詳細説明を申し上げます。資料は、別冊の令和３年度宇

城市各会計補正予算書７０１ページをお願いします。 

まず初めに、予算の総額について説明します。 

第２条、収益的収入及び支出で、収入においては、第１款病院事業収益の既決予

定額から補正予定額２５０万円増額し、病院事業収益総額を４億２,５４０万９千
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円としています。支出では、第１款病院事業費用の既決予定額から１,３３０万２

千円減額し、病院事業費用総額を５億２,４５０万円としています。 

第３条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費で、職員給与費を

１,３３６万円減額し３億４,９６９万９千円としています。 

７０７ページをお願いいたします。款１病院事業収益、項２医業外収益、目４補

助金、節１国庫補助金で、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提供体制

確保支援補助金の２５０万円になります。 

７０８ページをお願いします。款１病院事業費用、項２医業費用、目１給与費で、

既決予定額から１,３３６万円減額し３億４,９６９万９千円とするもので、職員の

人事異動に伴う人件費等の調整によるものです。 

７０９ページをお願いします。項２医業外費用、目１支払利息及び企業債取扱諸

費で、既決予定額５万１千円に５万８千円増額し１０万９千円とするもので、企業

債支払利息になります。 

以上で、議案第６４号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第６４号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第６５号宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定

個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について及び議案第６６

号宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定についての詳細説明を求め

ます。 

○総務部長（天川竜治君） 議案集１２ページ、説明資料は２ページをお願いします。 

令和３年５月に公布されたデジタル改革関連法において、同年９月１日に施行さ

れる規定による行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律の一部改正に伴い、条例の一部改正を行うものです。 

改正内容は２点で、１点目は、情報提供等記録の提供先への通知先を総務大臣か

ら内閣総理大臣へ改正し、２点目は、引用条文の繰下げ対応を行うものです。 

以上で説明を終わります。 

続きまして議案集１４ページ、説明資料は４ページをお願いします。議案第６６

号宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について説明します。 

宇城市民病院は、従来からの厳しい経営状況に加え、診療報酬の引下げや人口減

少による医療需要の減少、加えて医師不足などの医療を取り巻く環境は将来を見通

せない状況にあります。 

このような中、これまでの経営状況を調査し、今後の公立病院としての方針を審

査・検討するため、外部委員を加えた附属機関を新たに設置する必要が生じたため、
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条例の改正を行うものです。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第６５号及び議案第６６号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第６７号宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一部を

改正する条例の制定について及び議案第６８号宇城市行政手続等における情報通信

の技術の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定についての詳細説明を求め

ます。 

○企画部長（西岡澄浩君） 議案第６７号宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促

進条例の一部を改正する条例の制定について、詳細説明をいたします。議案集は１

５ページ、説明資料は５ページと６ページです。 

今回の改正内容につきましては、過疎地域自立促進特別措置法が令和３年３月３

１日で失効し、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が同年４月１日に

施行されたことに伴い、宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一部

を改正する必要が生じたため、改正を行うものです。 

資料集の５ページが、宇城市税特別措置条例の第２条第１号の新旧対照表、資料

集の６ページが、宇城市企業振興促進条例の第３条第１項第１号の新旧対照表です。

それぞれ過疎地域自立促進特別措置法第３１条を過疎地域の持続的発展の支援に関

する特別措置法第２４条に改めるものです。 

次に、議案第６８号宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条

例の一部を改正する条例の制定について説明します。議案集は１７ページから２１

ページ、説明資料は７ページから１３ページです。 

社会全体のデジタル化に向け、令和元年５月３１日に行政手続オンライン化法の

改正法、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに

行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利

用に関する法律等の一部を改正する法律、略してデジタル手続法が公布されました。 

これに伴い、市においても行政手続等のオンライン化原則の実現に向けた条例の

整備が必要となりましたので、本条例について、オンライン化のために必要な事項

及び情報システムの整備に関する事項などについて整理し、併せて条例の名称を、

宇城市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例に改めるものです。 

今回の改正により、市の行政手続及び本人確認について、内閣府が提供する行政

手続をオンラインで行うインターネットサイトぴったりサービスを利用したオンラ

イン化や、手続きに係る手数料の納付がオンラインでできるキャッシュレス化の推

進が可能となります。 

以上で、議案第６７号及び議案第６８号の詳細説明を終わります。 
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○議長（園田幸雄君） 議案第６７号及び議案第６８号の詳細説明が終わりました。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、議案第６９号宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定についての詳細説明を求めます。 

○経済部長（黒﨑達也君） 議案第６９号宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定について説明します。議案集２２ペー

ジ、説明資料集１４ページです。 

土地改良事業に係る換地業務の円滑な遂行を図り、換地計画を公正かつ適切に実

施するため、換地工区ごとに土地改良事業換地委員を設置しておりますが、換地業

務に関する活動は、換地に必要な基準、調査、権利者関係の調整及び一時利用地の

指定、換地原案の作成等多岐にわたるため、実働に応じた報酬額をより明確にする

ために今回改正するものです。 

換地業務に従事した時間が４時間以下の場合においては、２分の１の額とする旨

を別表第１（第２条関係）として備考へ追加するものです。 

以上で、議案第６９号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第６９号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第７０号宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について及び

議案第７１号工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事）の詳細説明を求

めます。 

○教育部長（豊住 章君） 議案集２３ページ、説明資料集１５ページをお願いします。

議案第７０号宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について説明します。 

経済的支援を必要とする学生に必要な資金を貸し付けるため、入学前に一時金を

貸し付ける入学支度金制度の新設と併給禁止要件を廃止する改正を行うものです。 

入学支度金制度は、入学金や教科書代の支払いなど入学前に必要となる経費の支

払いに充ててもらう目的で、高校生等に２０万円、短大生・大学生等に４０万円を

貸し付ける制度です。 

以上で、説明を終わります。 

続きまして、議案集２５ページ、説明資料集１８ページをお願いします。議案第

７１号工事請負契約の締結について説明します。 
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今回の小川中学校改築工事に係る工事請負契約の締結は、令和３年８月１７日に

契約の相手方と仮契約を締結しています。 

契約の内容は、工事名、小川中学校改築工事。工事場所、宇城市小川町南部田２

８７番地２。契約金額、３１億２,４００万円税込です。契約の相手方、住所、熊

本県八代市迎町２丁目９号１０番地。商号又は名称、和久田建設・髙橋建設・実栄

企業建設工事共同企業体。代表者氏名、代表取締役、和久田数臣。 

本工事は、令和３年度から令和５年度の継続費工事として、小川中学校の校舎や

体育館等を建設するものです。工事設計金額が５,０００万円を超えるため、熊本

県内に主たる営業所または支店若しくは営業所を有する建築工事の総合評定値が、

１,１００点以上の業者を代表構成員とした３者ＪＶを資格要件とし、条件付一般

競争入札において実施しました。その結果、２者の応札があり、８月１６日の指名

審査会において落札者を決定し、仮契約を締結したところです。 

工事概要につきましては、建築工事一式、電気設備工事一式、機械設備工事一式、

昇降機設備工事一式となります。構造及び規模については、鉄筋コンクリート造地

上３階建、延べ床面積９,６７６.３３平方メートルです。工期は、令和５年８月３

１日までとしています。 

以上で、詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第７０号及び議案第７１号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第７２号宇城市過疎地域持続的発展計画策定についての詳細説明を求

めます。 

○企画部長（西岡澄浩君） 議案第７２号宇城市過疎地域持続的発展計画策定について、

詳細説明いたします。議案集は２６ページ、説明資料は、別冊の宇城市過疎地域持

続的発展計画です。 

過疎地域の総合的かつ計画的な対策を実施するための新たな法律、過疎地域の持

続的発展の支援に関する特別措置法が、令和３年度から令和１２年度までの時限立

法として制定、令和３年４月１日から施行されました。これに伴い、県の過疎地域

持続的発展方針に基づき市の新たな計画を策定します。 

計画期間は、令和３年度から令和７年度までの５か年。新たに豊野地域が一部過

疎に含まれたことから、三角地域と豊野地域が計画の対象となります。 

計画書の内容について、要点のみ説明いたします。 

計画書の３ページをお開きください。最初に基本的な事項として、宇城市の概況

と三角・豊野地域の概要を記述しています。 

５ページから９ページの人口及び産業の推移と動向については、市全域と三角・

豊野地域の人口の推移と見通し、産業別人口の動向について。次の９ページから市
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町村行財政の状況として、行財政計画における課題について記述しています。 

１３ページでは、計画書の前段で整理した課題を受けて、地域の持続的発展の基

本方針と基本目標を定めています。第２期宇城市まち・ひと・しごと創生総合戦略

の基本理念である、人々がこの地域で生まれ育ち、市の優れた子育て支援や教育を

受けて、生涯にわたり健康に過ごしながら、地域社会で活躍・貢献し、次世代を育

むことを基本方針として定め、市の人口ビジョンの将来展望を基に、令和７年度の

基本目標を人口で三角地域が６,３８３人、豊野地域が３,７０１人と設定していま

す。また、本計画に計画の達成状況の評価に関する事項を設け、最終評価の結果は

市議会に報告を行うこととしています。 

次の１５ページから５１ページまでは、地域の持続的発展のために取り組むべき

施策について、施策区分ごとに現況と問題点を明らかにし、その対策と計画につい

て記述しています。 

今回の持続的発展計画では、過疎地域の持続的発展に必要な施策として、新たに

移住・定住・地域間交流の促進、人材育成、地域における情報化、交通手段の確保、

子育て環境の確保、再生可能エネルギーの利用促進の５つの施策区分を加え、計画

を策定します。 

なお、各施策区分におけるソフト事業については、過疎地域持続的発展特別事業

として、巻末の５２ページから５４ページに再掲しています。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第７２号の詳細説明が終わりました。 

次に、議案第７３号令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついての詳細説明を求めます。 

○上下水道局長（木見田洋一君） 議案第７３号令和２年度宇城市下水道事業会計未処

分利益剰余金の処分について、詳細説明をいたします。議案集は２７ページ及び２

８ページをお願いいたします。 

公営企業会計におきましては、決算の認定に際しまして、資本的収入が資本的支

出に対して不足する額を補塡する場合は、損益勘定留保資金などの補塡財源を用い

ることになりますが、補塡財源のうち未処分利益剰余金につきましては、議会にお

ける処分の議決を行わずに、直接補塡財源として使用することはできないこととな

っております。 

このため、２８ページに別紙として添付の剰余金処分計算書に記載しております

とおり、当年度末未処分利益剰余金のうち１億６２４万８,８７１円について、企

業債の償還財源に充てるため、減債積立金として特定の目的を持たせた上で処分し

補塡を行う必要があるため、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づきまして



－ 25 － 

議会の議決を求めるものです。 

以上で、議案第７３号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 議案第７３号の詳細説明が終わりました。 

次に、認定第１号令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定について、各部

の所管に関する詳細説明を求めます。 

○総務部長（天川竜治君） 認定第１号令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定

について説明します。 

まず、歳入歳出決算の実質収支について説明します。令和２年度宇城市歳入歳出

決算書の１６ページをお願いします。 

実質収支に関する調書です。表の上段から、１歳入総額は４６１億９,８９２万

８千円、歳出総額は４４９億５,０８１万５千円、３歳入歳出差引額は１２億４,８

１１万３千円、４翌年度へ繰越すべき財源は合計で３億８,９０９万４千円、３の

歳入歳出差引額から、４の翌年度へ繰越すべき財源を差し引いた５実質収支額は、

８億５,９０１万９千円となります。６実質収支のうち、地方自治法第２３３条の

２の規定による基金繰入額は４億３,０００万円としております。 

続きまして、総務部所管の概要を説明します。１７ページ以降の一般会計歳入歳

出決算事項別明細に沿って、主なものについて説明をします。 

まず、歳入を説明します。 

１８ページ、１９ページをお願いします。ページの下段になります、款２地方譲

与税です。収入済額が３億１,０１９万２,９４４円で、前年度比２５９万２,５２

５円、０.８％の増です。 

２０ページ、２１ページをお願いします。款４配当割交付金です。１,４９２万

２千円で、前年度比２０２万６千円、１５.７％の増です。 

款５株式等譲渡所得割交付金です。１,４６１万５千円で、前年度比６００万円、

６９.６％の増になります。 

款６地方消費税交付金です。１２億６,７２０万７千円で、前年度比２億３,２２

１万４千円、２２.４％の増です。 

２２ページ、２３ページに移ります。款７ゴルフ場利用税交付金です。３,１５

３万８,５２４円で、前年度比マイナス３８３万７,７３２円、１０.８％の減にな

ります。 

款８環境性能割交付金です。２,０９６万８千円で、前年度比１,１５６万３千円、

１２２.９％の増となります。本交付金は、令和元年１０月に自動車取得税の廃止

に伴い、新たに創設された交付金になるため、令和２年度は前年度比で大幅に伸び

ています。 
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款９地方特例交付金です。５,３５８万６千円で、前年度比マイナス４,７０４万

９千円、４６.８％の減です。令和元年度のみ交付された子ども・子育て支援臨時

交付金の減少が主な要因です。 

款１０地方交付税です。９９億８,７８４万１千円で、前年度比３億９,５２６万

１千円、４.１％の増となります。地方交付税の内訳については、普通交付税が９

０億８,０２７万１千円、特別交付税が９億７５７万円となります。 

続いて３２ページ、３３ページの下段をお願いします。款１４国庫支出金、項２

国庫補助金、目１総務費国庫補助金です。収入済額７３億８,９５３万１,１７５円

で、前年度比７３億３１万３,２６５円の増となります。 

３４ページ、３５ページの上段に移ります。増加の要因のうち総務部所管は、特

別定額給付金給付事業費補助金５８億８,８８３万９,４７５円になります。 

続いて５２ページ、５３ページをお願いします。款１８繰入金です。１０億２,

０９９万９,７４２円で、前年度比６億２,９０９万５,９２４円、１６０％の増で

す。増加の要因は、項２基金繰入金が９億８,１０９万７千円で、前年度比６億７,

４４４万８,５２３円の増加が主な要因です。 

５４ページ、５５ページをお願いします。款１９繰越金です。８億４,１０６万

８００円で、前年度比マイナス１億５,０４４万８,０８８円、１５.２％の減とな

ります。 

６４ページ、６５ページをお願いします。款２１市債です。市債全体の収入済額

は７４億７,７７０万円で、前年度比１２億４,４５０万円、２０％の増になります。

増加の要因は、本庁舎大規模改修事業などで総務債が４億３,１９０万円の増加、

学校給食施設整備事業などで教育債が９億３,３７０万円の増加などになります。 

続いて、歳出の主なものについて説明いたします。 

７４ページ、７５ページをお願いします。款２総務費、項１総務管理費の支出済

額９７億５,４３７万２,３９０円のうち、総務部所管の支出済額は８４億３,２５

８万５,３５９円で、前年度比６４億３,８９７万１,１１７円の増になります。増

加の主な要因としましては、令和２年度の特別定額給付金事業費５８億８,８８３

万９,４７５円、それから本庁舎大規模改修の継続費事業で令和２年度の事業費４

億９,１６５万１９３円などになります。 

続いて２３４ページ、２３５ページをお願いします。款８消防費の支出済額は３

６億６,１２８万３,１３８円で、前年度比１１億２,１５９万２,７１１円、４４.

２％の増となります。 

２４０ページから２４５ページにかけてお願いします。款８消防費の増加の要因

としましては、目４災害対策費において、現年度分、繰越明許及び事故繰越の合計
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が２５億９,３９４万７,１７３円で、前年度比１０億１,７７８万８,６１４円、６

４.６％の増加が主な要因となります。防災拠点センターや防災行政無線の整備費

などによるものです。 

３１８ページ、３１９ページをお願いします。款１１公債費です。支出済額３９

億８,１６２万７,７８８円で、前年度に比べ４億１,６５４万７,７０４円、１１.

７％の増になります。増加の要因といたしましては、平成２９年度に借り入れた熊

本地震における災害廃棄物処理事業の起債借入れ３８億６,８８０万円の元金償還

が令和２年度から始まったことが主な要因です。 

以上で、総務部所管の歳入歳出決算の説明を終わります。 

○企画部長（西岡澄浩君） 企画部所管の決算について説明いたします。 

まず、歳入決算につきまして、決算書の５２、５３ページをお願いします。 

款１７寄附金、項１寄附金、目１指定寄附金、節１総務費寄附金のうち、備考欄

のふるさと応援寄附金５億８,７９０万８千円です。前年度に比べ約６,８００万円

の増となっております。 

次に、歳出の決算になります。決算書は７４、７５ページをお願いいたします。 

款２総務費、項１総務管理費の支出済額９７億５,４３７万２,３９０円のうち、

企画部所管の支出につきましては、職員人件費を除いて９億３,２１８万３,５８３

円となっております。主な科目としては、８８ページの目６企画費、それから９８

ページの目１０広聴広報費、１００ページの目１１情報システム運営費、１２０ペ

ージの項５統計調査費です。 

主な決算額を説明いたします。 

９１ページをお願いいたします。目６企画費では、備考欄の下から２段目、ふる

さと納税事務一括代行業務委託料３億３８４０万４,４２３円。それから９５ペー

ジをお願いいたします。上から２段目、ふるさと応援寄附金の基金積立に係る地域

振興基金、元金積立金の２億５４６万１８８円を支出しております。 

同じく企画費で、９３ページをお願いいたします。節１８負担金補助及び交付金

の補助金で、下から２段目、路線バスを運行するバス会社に対し、赤字を補塡する

バス運行対策費補助金として１億１,２２７万１,２０８円を支出しております。 

次に、目１１情報システム運営費になります。１０１ページをお願いいたします。

使用料及び賃借料で、情報システム関係の使用料として９,１６６万７,７９５円を

支出しております。 

以上で、企画部所管の決算についての詳細説明を終わります。 

○市民環境部長（杉浦正秀君） 市民環境部所管について説明いたします。 

まず、歳入から説明します。２ページから３ページをお願いいたします。 
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款１市税です。収入済額が６０億６,００８万９１７円で、前年度に比べ７,１９

３万７,８１４円の減、前年度比マイナス１.１７％になりました。 

内訳は、市民税が２４億８,３７７万２,７９２円で、前年度比２,２０６万１,７

７１円の減、固定資産税が２９億５,３４４万１,２２３円で、前年度比４,６１８

万９,４４３円の減となりました。 

その他、軽自動車税が２億２,４６０万５,００３円で、前年度比１,０８４万９,

７０６円の増、市たばこ税が３億９,８２６万１,８９９円で、前年度比１,４５３

万６,３０６円の減となっております。 

市税全体の収入未済額は２億１,６９６万１,７１０円で、前年度に比べ２,４２

７万６,７３３円の増となっています。 

収納率は、現年度分が９８.５％、滞納繰越分が２７.３％、合計で９６.１４％、

前年度収納率を０.４１ポイント下回りました。 

続きまして、歳出を説明します。 

１０６、１０７ページをお願いいたします。款２総務費、項１総務管理費、目１

６社会保障・税番号制度対策費、支出済額３,３５２万４,７９１円です。これは、

マイナンバーカードの作成・交付等に係るものです。 

１１８、１１９ページをお願いします。項３戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民

基本台帳費、節１２委託料のうち窓口業務委託料、支出済額４,５５４万１３２円

は、本庁、支所における各種証明書発行に係る窓口業務の委託料です。 

１２８、１２９ページをお願いします。款３民生費、項１社会福祉費、目３国民

健康保険費、節２７操出金５億４,１１０万３４０円は、国民健康保険特別会計へ

の法定内操出金です。 

１７０、１７１ページをお願いします。款４衛生費、項２環境衛生費、目１環境

衛生総務費、節１８負担金補助及び交付金、支出済額７,８８９万７千円、続きま

して１７２、１７３ページをお願いします。項３清掃費、目１清掃総務費、節１８

負担金及び交付金、支出済額５億１,６６７万８,８９７円は、主に宇城広域連合の

事業費負担金です。 

以上で、市民環境部所管の説明を終わります。 

○健康福祉部長（岩井 智君） 健康福祉部所管の歳出の主なものについて説明いたし

ます。 

１０６、１０７ページをお願いいたします。款２総務費、項１総務管理費、目１

７熊本地震復興基金事業費、１０９ページに移りまして、節１６公有財産購入費４,

４９１万７,２００円は、小川応急仮設住宅用地６,６０４平方メートルの土地購入

費であります。 



－ 29 － 

１２４、１２５ページをお願いいたします。款３民生費です。総額１１０億６,

８５１万５,６４５円の支出で、前年度より約２億５,５００万円の増となっていま

す。 

それでは、健康福祉部所管について項目別に説明します。 

項１社会福祉費７億６,１５２万１,１８３円のうち、健康福祉部所管分は２億２,

０４２万８４３円です。社会福祉職員人件費、生活困窮者自立支援事業、新型コロ

ナウイルス対策住居確保給付金、民生委員児童委員協議会補助、社会福祉協議会運

営補助などの経費が主なものです。 

１３０ページになります。項２障害者福祉費２２億５,５３３万７,０１７円です。

主なものは１３５ページ、節１９扶助費２０億７,８７９万３,３８６円、障害福祉

サービス等事業費と児童発達支援事業費などです。 

同ページで、項３老人福祉費の２４億５,２９８万４,５８７円のうち健康福祉部

所管は１２億６,７４３万２,８００円です。主なものは、１３７ページ、目３介護

保険費、節２７繰出金、介護保険特別会計への繰出金１０億５,９４５万４,１００

円などであります。 

１３８ページ、項４児童福祉費４３億３,９９５万３,９７１円で、主なものは１

４１ページ、目１児童福祉総務費、節１８負担金補助及び交付金、保育所等整備事

業補助金１億６,２０９万円、目２児童手当費、節１９扶助費、児童手当９億９８

９万円、目３子ども・子育て支援費、１４５ページの節１８負担金補助及び交付金

２４億２,１１７万２,９２９円で、私立保育園運営費負担金及び認定こども園施設

型給付費負担金が主なものです。 

１５０ページ、項５母子福祉費４億８７５万４,９６８円で、主なものは１５３

ページ、節１９扶助費、児童扶養手当２億７,１９８万１,１７０円などです。 

項６生活保護費８億１,６５４万６,３７１円、主なものは１５７ページ、節１９

扶助費７億５,６７１万６,２４９円です。 

１５８ページ、項８災害救助費２,７９４万８,８８５円で、主なものは、節１２

委託料、地域支え合い事業委託料１,５３０万１,２３５円となります。 

同ページ、款４衛生費、項１保健衛生費１２億２２３万６,３０１円のうち、健

康福祉部分については７億２,６８５万５,３０１円です。主なものは１６３ページ、

目２予防費の節１２委託料、予防接種業務委託料などで１億６,８４４万４,９５３

円、１６５ページ、目３母子衛生費の節１９扶助費、こども医療扶助など１億３,

０５６万５６２円、目４健康増進事業費、節１２委託料、各種健診業務委託料６,

０６８万２,９５９円などとなりました。 

以上で、健康福祉部所管の説明を終わります。 
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○経済部長（黒﨑達也君） 経済部所管の令和２年度決算について説明いたします。 

１７２、１７３ページをお願いします。款５農林水産業費、支出済額１２億８,

７６７万３,７１３円です。これは農業委員会所管分を含めた金額となります。 

１７８、１７９ページをお開きください。主なものとしては、まず項１農業費、

目３農業振興費、節１８負担金補助及び交付金、支出済額１億２７万６,２３１円

です。これは、備考欄の農業次世代人材投資事業補助金６,０２５万３,４７６円な

どです。 

１８４、１８５ページをお願いします。目８農地総務費、節１８負担金補助及び

交付金、支出済額１億７,６２１万１,０４４円で、主なものは、備考欄の多面的機

能支払事業補助金１億６,４０８万８,２４４円です。 

１８６、１８７ページをお願いします。目９農業施設維持管理費、節１４工事請

負費、支出済額５,９４３万６,６６４円で、主なものは、備考欄の用排水施設維持

管理適正化工事費４,３１３万８,３０１円などです。 

続いて同ページ下段になります。目９農業施設維持管理費（繰越明許）、節１４

工事請負費（繰越明許）、支出済額６,８６７万２２０円は、農業用水利施設安全

対策工事費です。 

１９０、１９１ページをお開きください。目１３ほ場整備事業費、節１８負担金

補助及び交付金、支出済額３,８１３万円で、主なものは、県営畑地帯総合整備事

業負担金３,８０２万円です。 

次にその下段になります。目１４湛水防除事業費、節１４工事請負費、支出済額

５,２６４万４,７２０円で、これは排水機場維持管理適正化工事費３,１３８万９,

５６２円と団体営農業農村整備工事費２,１２５万５,１５８円です。 

さらにその下段になります。節１８負担金補助及び交付金、支出済額７,３４３

万３,６３３円で、主なものは、備考欄にあります排水機場適正化事業拠出金１,３

６９万６,３２０円や、次の１９３ページの上段にあります県営湛水防除事業負担

金５,４６０万円などです。 

１９２、１９３ページの中段になります。項２林業費、目１林業総務費、節１２

委託料、支出済額３,５９４万４千円は、有害鳥獣駆除業務委託料になります。 

１９６、１９７ページをお願いします。項３水産業費、目３漁港管理費、節１２

委託料、支出済額７,５６２万５,０４３円で、主なものは、備考欄にあります大規

模漂着流木等撤去回収業務委託料３,１６２万９５２円や大規模漂着流木等処分業

務委託料４,２５５万６,９９１円などです。 

１９８、１９９ページをお開きください。目４漁港改良費（繰越明許）、節１４

工事請負費（繰越明許）、支出済額５,０９３万８,３２２円は、水産物供給基盤機
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能保全事業工事費です。 

次にその下段になります。款６商工費、支出済額２６億９,３３５万７,９０２円

です。２００ページ、２０１ページをお願いします。主なものは、項１商工費、目

３商工振興費、節１２委託料、支出済額２１億９,３９６万９,６７０円で、主なも

のは、プレミアム付商品券業務委託料２１億９,１２５万８,９１０円です。 

次に、同ページ最下段になります。節１８負担金補助及び交付金、支出済額１億

９,８３５万５,１２６円です。２０２、２０３ページをお願いします。これは、備

考欄の新型コロナウイルス対策中小企業特別融資資金利子補給補助金３,２４１万

３,７２４円や、事業持続化対策特別支援金８,２９０万円、飲食店コロナ感染防止

対策支援金４,２６０万円などになります。 

２０８、２０９ページをお開きください。目４観光費（事故繰越）、節１４工事

請負費（事故繰越）、支出済額２,７３３万３,９３６円で、これは、金桁温泉施設

建設工事費です。 

３１２、３１３ページをお願いします。下段になります。款１０災害復旧費、項

１農林水産施設災害復旧費、支出済額７,７３５万５,７６４円、繰越明許費５億１,

０３５万２千円です。次ページの３１４、３１５ページをお願いします。主なもの

としましては、まず目１農業用施設災害復旧費、節１２委託料、支出済額２,６９

３万２,０３０円で、これは測量設計業務委託料などになります。 

次に、節１４工事請負費、支出済額２,６０９万９,２８４円で、これは農業用施

設災害復旧工事費になります。なお、繰越明許費は４億９,４３０万円になります。 

以上で、経済部所管の説明を終わります。 

○土木部長（梅本正直君） 土木部所管の説明をいたします。 

決算書の２０８、２０９ページをお願いします。款７土木費です。支出済額３９

億９,６９５万６,２６７円で、前年度に比べ２０億６,８６２万２,４８３円の減と

なっております。主な理由としましては、災害公営住宅の建設が令和元年度中に完

成しまして令和２年度の施工がなかったためです。 

支出の主なものですが、２１６、２１７ページをお願いします。項２道路橋りょ

う費、目３道路新設改良費、支出済額６億１,５７３万６,３２８円と、２１８ペー

ジ、２１９ページの目３道路新設改良費（繰越明許）の支出済額８億９,５７０万

９,５１６円で、合計が１５億１,１４４万５,８４４円で、前年度に比べ３億８,１

２２万５,４９７円の減となっています。主なものは、上段の節１４工事請負費４

億９,６４９万８,１１８円と最下段の節１４工事請負費繰越明許分の７億４,２５

３万６，５７０円で合計の１２億３,９０３万４,６８８円です。これらの主な内容

につきましては、黒崎内潟線戸馳大橋架替工事や、松橋駅西線、長崎久具線などの
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道路改良工事などです。 

２２６、２２７ページをお願いします。項５都市計画費、目３駅周辺開発推進事

業費、支出済額が１億５,７７３万９,８８６円と、２２８、２２９ページの目３駅

周辺開発推進事業費（繰越明許）の支出済額７,３４７万６,１６５円の主なものに

つきましては、中段の節１４工事請負費５,８８６万５千円と下段の節１４工事請

負費（繰越明許）の７,０５８万３,１６５円で、松橋駅西側及び東側の整備に係る

費用でございます。 

３１４、３１５ページをお願いします。款１０災害復旧費、項２公共土木施設災

害復旧費の支出済額１億６,１３５万３９２円で、主なものは３１６、３１７ペー

ジの上段にあります節１４工事請負費４,６０６万８,６７３円、中段の節１４工事

請負費（繰越明許）７８６万４６７円、その下段にあります節１４工事請負費（事

故繰越）３,５２７万１,４１４円で、これらの内容につきましては、救の浦川や桂

原川などの災害復旧工事です。 

以上で、説明を終わります。 

○教育部長（豊住 章君） 決算書の２４４ページ、２４５ページをお願いいたします。

教育部所管につきまして説明をいたします。 

款９教育費の支出済額は、総額５３億５,７７０万４,２７４円で、前年度より１

２億５,０８５万円余の増です。主な要因は、松橋中学校屋内運動場及び武道場の

建設、松橋総合体育文化センター大規模改修第２期工事、学校給食センター建築工

事等によるものです。 

歳出の主なものを説明します。 

項１教育総務費で、支出済額５億４,６９４万６,８８６円です。主なものは、２

４８ページ、２４９ページをお願いします。目３教育振興費、節１２委託料で備考

欄ＩＣＴ支援包括提携事業委託料。２５１ページの備考欄になりますが、事務機器

等賃借料として中学生１人１台のタブレット配備になります。同じく、備考欄の機

械器具購入費として、小学校タブレット用充電保管庫購入などになります。 

同じく２５１ページ、項２小学校費では、支出済額６億８,０８０万２２０円に

なります。２５３ページをお願いします。主なものは、目１学校管理費で備考欄の

一番上になりますが、特別支援教育支援員報酬、２５７ページの節１４工事請負費

で不知火小学校校舎改築工事などになります。 

２５８、２５９ページをお願いいたします。項３中学校費では１２億８,１９７

万３,４８０円です。２６３ページをお願いします。主なものは、備考欄の測量設

計業務委託料で小川中学校実施設計業務委託料、節１４工事請負費で松橋中学校武

道場改築工事。２６５ページをお願いします。備考欄の松橋中学校屋内運動場改築
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工事などになります。 

２６６ページ、２６７ページをお願いします。項４社会教育費では４億５３３万

９２２円です。主なものは２８３ページになります。中段にあります目７三角セン

ター費、節１４工事請負費で三角センター解体工事費などになります。 

同ページ、項６文化費では、支出済額６億４,３６５万４,７７８円です。主なも

のは２９１ページになります。目５松橋総合体育文化センター費で、松橋総合体育

文化センター大規模改修工事などになります。 

２９４ページをお願いします。項６保健体育費では、支出済額が１億９,９９０

万５,８０２円です。主なものは２９７ページになります。備考欄の上段ですが、

目１保健体育総務費、節１２委託料で不知火地区体育施設指定管理業務委託などに

なります。 

３０６ページ、３０７ページをお願いします。項７学校給食費では、支出済額１

５億９,９０９万２,１８６円です。主なものは３１２、３１３ページになります。

目５給食センター建設費の現年度及び逓次繰越分で、学校給食センター建築工事費

が主なものとなります。 

以上で、教育部所管の説明並びに令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の詳細

説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） これで認定第１号の詳細説明を終わります。 

次に、認定第２号令和２年度宇城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて及び認定第３号令和２年度宇城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定についての詳細説明を求めます。 

○市民環境部長（杉浦正秀君） 決算書の５１０ページをお願いいたします。認定第２

号令和２年度宇城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、詳細説明

を申し上げます。 

まず、特別会計の実質収支を説明いたします。歳入総額７６億４,３６９万６千

円に対し歳出総額７６億９４５万１千円となり、３,４２４万５千円の実質収支に

なりました。 

歳入から説明いたします。 

５０２、５０３ページをお願いいたします。款 1国民健康保険税、収入済額は１

４億６,７４６万５,５３６円、前年度から５４４万２,５２９円の減、不納欠損額

が２,４２５万４,６１２円、収入未済額が２億２,６４６万３,２５７円となりまし

た。 

次に、款４県支出金５４億１,４９２万６,６３０円は、県からの補助金です。 

款６繰入金６億９,１２３万３４０円は、一般会計からの法定内繰入金と財政調
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整基金繰入金の合計額です。 

歳入合計は、末尾の欄になりますが、収入済額７６億４,３６９万６,１９２円と

なりました。 

次に、歳出を説明いたします。 

５０４、５０５ページをお願いいたします。款２保険給付費は５３億３２５万１,

４９１円となり、総支出の６９.７％を占めています。前年度に比べ２億２,６１８

万７,３７９円の減となっています。高額療養費、出産育児費、葬祭費等を交付い

たしております。 

款３国民健康保険事業費納付金２１億３,０７６万５,０８３円は、県への負担金

です。 

款５保健事業費４,８１１万６,５５４円は、特定健康診査及び人間ドック業務委

託料です。 

５０６、５０７ページをお願いします。最後に、末尾の欄になりますが、歳出合

計の支出済額は７６億９４５万１,４２８円となりました。 

以上で、認定第２号の詳細説明を終わります。 

続きまして、決算書の６０８ページをお願いいたします。認定第３号令和２年度

宇城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、詳細説明を申し上げ

ます。 

まず、特別会計の実質収支を説明します。歳入総額８億７,０４６万７千円に対

し歳出総額８億６,３４７万６千円となり、差引６９９万１千円の実質収支になり

ました。 

歳入から説明いたします。 

６０２、６０３ページをお願いします。款１後期高齢者医療保険料は、収入済額

５億７,６０６万７,４００円です。収入未済額は１００万６千円ですが、年金から

の特別徴収過納分、これは死亡者等の返還金になりますけれども６８万９,５００

円が加わっておりますので、実質の収入未済額は３１万６,５００円となります。 

款４繰入金２億６,４２２万９,１９８円は、一般会計からの保険基盤安定事業繰

入金及び事務費繰入金です。 

款６諸収入２,４７０万５,６５７円の主なものは、項３受託事業収入で後期高齢

者医療広域連合からの健診受託事業収入２,２９５万２,４５７円です。 

歳入合計は、末尾の欄になりますが、収入済額８億７,０４６万７,３１６円とな

りました。 

次に、歳出を説明します。 

６０４、６０５ページをお願いします。款２後期高齢者医療広域連合納付金８億
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１,７６７万２,８９８円は、熊本県後期高齢者医療広域連合への保険料負担金及び

保険基盤安定負担金で、総支出額の９４.７％を占めております。 

款３保健事業費１,４９０万９,１３９円は、特定健康診査業務委託料で委託先の

医療機関に支払うものです。 

最後に、歳出合計は末尾の欄になりますが、支出済額８億６,３４７万５,６５３

円となりました。 

以上で、認定第３号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 認定第２号及び認定第３号の詳細説明が終わりました。 

次に、認定第４号令和２年度宇城市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

ての詳細説明を求めます。 

○健康福祉部長（岩井 智君） 決算書の７１０ページをお願いいたします。認定第４

号令和２年度介護保険特別会計歳入歳出決算の主なものについて説明いたします。 

はじめに、実質収支に関する調書についてです。歳入総額が７２億９,４２７万

４千円、歳出総額が６９億２,２０７万７千円、差引額が３億７,２１９万７千円、

実質収支額も同額となっております。 

次に、歳出の主なものについて説明します。 

７２２、７２３ページです。款１総務費、項１総務管理費の支出済額は８,７７

６万９,３４８円です。人件費の６,９８５万８,８６０円と節１２本田会裁判訴訟

業務委託料１,５２３万５千円が主なものです。 

７２４、７２５ページの款２保険給付費、項１保険給付費の支出済額は、前年度

比約５,６００万円増の６０億６,１４７万１,７８４円です。 

７２８、７２９ページの款４基金積立金、項１基金積立金、目１介護給付費準備

基金積立金は、前年度比約２億１,０００万円増の３億８,８７８万７,０６９円で

す。 

次に、歳入の主なものについて説明します。 

７１２、７１３ページをお願いいたします。款１保険料は、６５歳以上の第１号

被保険者の保険料で、収入済額１３億６,４４５万８,９１９円です。 

同ページ、款３国庫支出金は、前年度比約２,８００万増の１７億３,６２３万９,

１７０円です。介護保険保険者努力支援交付金が新たに交付されており増額となっ

ています。 

７１４、７１５ページの款４支払基金交付金は、前年度比約５００万円増の１６

億６,０８８万３,５７４円です。 

同ページ、款５県支出金は、前年度とほぼ同額の９億３６４万１,４０８円です。 

７１６、７１７ページの款８繰入金、項１一般会計繰入金で、前年度比約４,８
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００万円増の１０億５,９４５万４,１００円です。低所得者保険料軽減制度が拡充

されたことにより、繰入金増となっております。 

同ページ、款９繰越金は、令和元年度決算による繰越金で３億４,１６４万９,７

３８円であります。 

以上で、認定第４号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 認定第４号の詳細説明が終わりました。 

次に、認定第５号令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について

の詳細説明を求めます。 

○教育部長（豊住 章君） 認定第５号令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入歳出決算

の認定について説明します。 

まず、実質収支に関して説明します。決算書８０８ページをお願いいたします。 

歳入総額２,７６６万７千円、歳出総額２,６１３万４千円、歳入歳出差引額は１

５３万３千円、実質収支額も同じく１５３万３千円です。 

事項別明細で、歳入の主なものを説明します。８１０ページ、８１１ページをお

願いします。 

款４繰越金の節１前年度繰越金の収入済額６５７万５,５４１円は、前年度から

の繰越金です。 

款５諸収入の節１奨学資金貸付収入の収入済額１,５７５万１,７５０円は、貸付

者からの貸付金返還金で、節２奨学資金貸付収入滞納繰越分の収入済額２１９万５

０円は、奨学金滞納分の返還金です。 

款６寄附金の節１育英事業費寄附金の収入済額３００万円は、個人からの奨学金

事業運営資金として寄附されたものです。 

次に、歳出の主なものを説明いたします。８１４ページ、８１５ページをお願い

します。 

款１育英事業費、節２０貸付金の支出済額３９６万円は、令和２年度貸付者７人

に対する貸付金です。同じく、節２４積立金の支出済額２,２１７万２,６６０円は、

奨学基金に積み立てるものです。 

以上で、認定第５号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 認定第５号の詳細説明が終わりました。 

次に、認定第６号令和２年度宇城市水道事業会計決算の認定について及び認定第

７号令和２年度宇城市下水道事業会計決算の認定についての詳細説明を求めます。 

○上下水道局長（木見田洋一君） 認定第６号令和２年度宇城市水道事業会計決算の認

定について、詳細説明をいたします。議案集は３４ページです。説明は別冊の令和

２年度宇城市水道事業会計決算書で行わせていただきます。 
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決算書の２ページ、３ページをお願いいたします。令和２年度宇城市水道事業会

計決算報告書となります。この報告書におけます決算額は、全て税込額となってお

ります。 

まず、（１）収益的収入及び支出における収入です。第１款水道事業収益の決算

額は１１億８,６２４万３,６７４円となりました。内訳としましては、第１項営業

収益で１０億５,２９１万３,９５６円、主なものは水道料金となります。同じく第

２項営業外収益では１億３,３３２万９,７１８円です。主なものは、一般会計から

の補助金や加入金となります。 

次に支出です。表の下段になります。第１款水道事業費用の決算額は１３億５,

０５１万４,８８１円です。内訳は、第１項営業費用で１２億５,９２８万５,６７

１円。主なものは、受水費や動力費、職員給与、減価償却費などが主なものとなっ

ております。同じく、第２項営業外費用では９,０９８万６,１１０円となり、企業

債の利息が主なものとなっております。第３項特別損失は、過年度加入金の還付な

どで決算額は２４万３,１００円です。 

４ページ、５ページをお願いいたします。（２）資本的収入及び支出です。まず、

表上段の収入です。第１款資本的収入の決算額は４億９,０７７万２,５００円です。

内訳は、第１項企業債で１億９７０万円、同じく、第３項出資金で３億８,１０７

万２,５００円です。出資金の主なものとしましては、一般会計からの繰入れとな

ります。 

次に、表下段の支出です。第１款資本的支出の決算額は５億４,０６４万７,０６

２円です。内訳としましては、第１項建設改良費で１億２,７９５万１,３１８円と

なっております。主なものは、施設改良等に伴います工事請負費となっております。

同じく、第２項企業債償還金では４億１,２６９万５,７４４円の決算額となってお

ります。 

６ページをお願いいたします。令和２年度宇城市水道事業会計損益計算書となっ

ております。こちらの計算書は税抜額での表示となっております。計算書の下から

４行目に記載しておりますとおり、当年度純損失が１億７,５８８万２５７円とな

ります。その下に記載しております、前年度繰越利益剰余金２億５,６１８万５,９

２４円からこれを差引した金額８,０３０万５,６６７円が、末尾に記載の当年度未

処分利益剰余金となります。 

７ページ以降につきましても、決算書類となる財務諸表といたしまして、３剰余

金計算書、４剰余金処分計算書、また、資産及び負債の状況や資本金の状況を示し

た５貸借対照表及び６注記や、事業報告書などの決算附属書類を調製しております

が、説明については省略させていただきます。 
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以上で、認定第６号の詳細説明を終わります。 

続けて、認定第７号令和２年度宇城市下水道事業会計決算の認定について、詳細

説明を行います。議案集は３５ページとなります。説明は、別冊でお配りしており

ます令和２年度宇城市下水道事業会計決算書で行います。 

決算書の２ページ、３ページをお願いいたします。令和２年度宇城市下水道事業

会計決算報告書です。 

（１）収益的収入及び支出における収入です。第１款下水道事業収益の決算額は

１４億６,４３７万１,８２０円となりました。内訳としましては、第１項営業収益

で５億５,９１０万９,７４９円、下水道使用料が主なものとなります。同じく、第

２項営業外収益で９億５２２万７１４円です。主なものは、一般会計からの補助金

となります。同じく、第３項特別利益では４１,３５７円の決算額です。消費税修

正申告に伴います過年度損益修正益となります。 

次に、支出です。表の下段になります。第１款下水道事業費用の決算額は１４億

３,５８１万３,４１０円です。内訳は、第１項営業費用で１２億９,２９６万４,１

６８円となります。主なものとしましては、処理場の維持管理費や、職員給与、減

価償却費などとなります。同じく、第２項営業外費用では１億４,２８４万９,２４

２円となり、企業債の利息が主なものとなります。 

４ページ、５ページをお願いいたします。（２）資本的収入及び支出です。まず、

表上段の収入です。第１款資本的収入の決算額は５億９,７８１万８,８００円です。

内訳は、第１項企業債で２億４,９４０万円、同じく、第２項補助金で１億８,４４

４万４千円、国庫補助金となります。第３項分担金及び負担金は２,９９３万５,８

００円で、受益者負担金が主なものとなります。第５項出資金１億３,４０３万９

千円は、一般会計からの繰入れとなります。 

次に、表下段の支出です。第１款資本的支出の決算額は１０億９,０５２万１,２

４９円です。内訳は、第１項建設改良費で４億７,６３２万７,４９８円となります。

主なものは、施設改良等に伴います工事委託費などとなります。同じく、第２項企

業債償還金では６億１,４１９万３,７５１円の決算額となっております。 

６ページをお願いいたします。令和２年度宇城市下水道事業会計損益計算書です。

計算書の下から４行目に記載しております当年度純利益は１１４万６４４円となり

ます。この金額に、その下に記載しております前年度繰越利益剰余金１億４,３１

０万９,１２４円を加えた１億４,４２４万９,７６８円が、末尾に記載の当年度未

処分利益剰余金となります。 

７ページ以降につきましては、７ページで３剰余金計算書、８ページで４剰余金

処分計算書のほか決算書類となります財務諸表、また、１２ページからは、事業報
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告書などの決算附属書類について、水道事業会計と同様に調製しております。 

以上で、認定第７号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 認定第６号及び認定第７号の詳細説明が終わりました。 

次に、認定第８号令和２年度宇城市民病院事業会計決算の認定についての詳細説

明を求めます。 

○市民病院事務長（坂井明人君） 認定第８号令和２年度宇城市民病院事業会計決算の

認定について詳細説明を申し上げます。議案集は３６ページです。説明は、別冊の

令和２年度宇城市民病院事業会計決算書で行います。 

決算書の２ページ、３ページをお願いします。令和２年度の宇城市民病院事業会

計決算報告書です。この表における決算額は、全て税込額となります。 

１番、収益的収入及び支出における収入です。第１款病院事業収益の決算額は３

億７,４９２万８,９９６円です。内訳は、第１項医業収益３億５９１万４,５８７

円で、主なものは入院・外来収益です。第２項医業外収益６,６００万６,３７９円

で、主なものは他会計補助金などです。第３項特別利益３００万８,０３０円で、

主なものは感染症対応従事者慰労金などになります。 

次に支出で、下段の表になります。第１款病院事業費用の決算額は４億８,５７

８万８,４６０円です。内訳は、第１項医業費用４億７,７５１万５,９３２円で、

主なものは職員給与、経費などになります。第２項医業外費用３５７万２,６４７

円で、主なものはその他雑損失などです。第３項特別損失４６９万９,８８１円で、

過年度診療報酬などです。 

続いて、４ページ、５ページをお願いいたします。２番、資本的収入及び支出に

おける収入です。第１款資本的収入の決算額は１,４２１万１千円です。内訳は、

第１項企業債９８０万円、第２項出資金１７８万５千円、第４項補助金２６２万６

千円です。 

次に支出で、下段の表になります。第１款資本的支出の決算額は１,７４６万５,

７８０円です。第１項建設改良費１,３８９万６,２４５円で、医療機器の購入や施

設の改修工事費などです。第２項企業債償還金３５６万９,５３５円の決算額とな

っています。 

６ページをお願いいたします。令和２年度宇城市民病院事業会計損益計算書です。

計算書の下から３行目に記載しておりますとおり、当年度純損失が１億１,１０５

万２,４６０円となります。この金額に前年度繰越欠損金１億２,２８９万８,９６

５円を合わせました２億３,３９５万１,４２５円が、当年度未処理欠損金になりま

す。 

７ページ以降も決算附属書類を調製しておりますが、説明については省略をさせ
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ていただきます。 

以上で、認定第８号の詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 認定第８号の詳細説明が終わりました。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時３３分 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 号 

 

９月２日（木） 
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令和３年第３回宇城市議会定例会（第２号） 

 

令和３年９月２日（木） 

午前１０時００分 開議 

１ 議事日程 

日程第１         一般質問 

 

２ 本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

３ 出席議員は次のとおりである。（２１人） 

２番 永 木   誠 君            ３番 山 森 悦 嗣 君 

４番 三 角 隆 史 君            ５番 坂 下   勲 君 

６番 高 橋 佳 大 君            ７番 髙 本 敬 義 君 

８番 大 村   悟 君            ９番 福 永 貴 充 君 

１０番 溝 見 友 一 君           １１番 園 田 幸 雄 君 

１２番 五 嶋 映 司 君           １３番 福 田 良 二 君 

１４番 河 野 正 明 君           １５番 渡 邊 裕 生 君 

１６番 河 野 一 郎 君           １７番 長 谷 誠 一 君 

１８番 入 江   学 君           １９番 豊 田 紀代美 君 

２０番 中 山 弘 幸 君           ２１番 石 川 洋 一 君 

２２番 岡 本 泰 章 君 

 

４ 欠席議員はなし 

 

５ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  小 川 康 明 君   書    記  桑 田 祥 一 君 

 

６ 説明のため出席した者の職氏名 

 市    長  守 田 憲 史 君   副 市 長  浅 井 正 文 君 

 教 育 長  平 岡 和 徳 君   総 務 部 長  天 川 竜 治 君 

 企 画 部 長  西 岡 澄 浩 君   市民環境部長  杉 浦 正 秀 君 

 健康福祉部長  岩 井   智 君   経 済 部 長  黒 﨑 達 也 君 

 土 木 部 長  梅 本 正 直 君   教 育 部 長  豊 住   章 君 
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 総 務部次長  元 田 智 士 君   企 画部次長  坂 本 優 子 君 

 市民環境部次長  森 下 功 治 君   健康福祉部次長  植 野   修 君 

 経 済部次長  浦 田 敬 介 君   土 木部次長  平 木 恵 一 君 

 教 育部次長  井 住 寿 宏 君   三 角支所長  梅 田 徳 久 君 

 不知火支所長  岩 竹 泰 治 君   小 川支所長  木 下 義 明 君 

 豊 野支所長  赤 星   徹 君   市民病院事務長  坂 井 明 人 君 

 上下水道局長  木見田 洋 一 君   会 計管理者  井 澤 ふさ子 君 

 監査委員事務局長   松 川 弘 幸 君   農業委員会事務局長  白 木 太実男 君 

 財 政 課 長  米 田 年 宏 君 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（園田幸雄君） 日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。 

まず、８番、大村悟君の発言を許します。 

○８番（大村 悟君） おはようございます。議席番号８番、会派彩里の大村悟でござ

います。時間が限られていますので、議長にお許しをいただきました項目について

早速質問に入らせていただきます。今回は大きくは３点、１点目は新型コロナワク

チン接種について、２点目は市営住宅両仲間団地について、３点目は学校プールの

在り方についてであります。 

まず、大きな１点目の新型コロナワクチン接種についてですが、宇城市において

は既に対象の１２歳以上の全員に接種券が届けられ、現在、対象の方全員の接種予

約が順次できる状態になっています。これは、当初の予定を大きく前倒ししていた

だいた結果だとありがたく受け止めております。 

そこで、まず小さな１点目ですが、これまでの接種状況についてお尋ねいたしま

す。宇城市内の感染状況等も含めながら答弁いただければありがたいです。 

○健康福祉部長（岩井 智君） これまでの接種状況についてお答えいたします。 

本市の新型コロナウイルスワクチン接種につきましては、４月２０日から高齢者

施設入所者及び従事者を対象として開始をしており、接種体制は市内３５の医療機

関と町ごとに集団接種会場を開設しております。 

一般市民の接種受付は年齢区分を設け、専用コールセンターとインターネットに

より５月６日から開始をしました。また、一時的に接種受付が混雑していたため、

６月１日から７月末までの期間に４つの各支所及び宇城市保健福祉センターにヘル

プデスクを設置して、市職員による受付代行支援を行い、延べ３,１３７人の方が

接種受付・相談で利用されています。 

９月１日現在における宇城市の感染状況ですが、感染確認者が３７０人で、８月

の約１か月間で１９０人の感染と急激に増加をしております。特に１０代以下の若

年層の感染確認者が６１人と特に急増しているところであります。 

９月１日現在のワクチンの接種状況ですが、６５歳以上の高齢者で２回接種を終

了された方が９０.２％で、予想を大きく超える接種率となっております。年代別

の感染確認者も高齢者が減少傾向にあるため、ワクチン接種の効果が現れているも

のと認識しております。 
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また、１２歳以上の全対象者で１回目接種率が６９.６％、２回目接種率が５６.

４％という状況であり、市民の半数以上の方が２回の接種を終了されています。６

４歳以下の年齢層においては、年齢層が低くなるにつれ接種受付のスピードが鈍化

する傾向となっておりますが、ワクチン供給量が減少しており依然として接種ニー

ズがあることから、今後も広報紙号外やホームページ及び防災無線等を通して、接

種の啓発、情報の周知に努めてまいります。 

○８番（大村 悟君） 最新の数値でお答えいただきました。９月１日現在で高齢者の

接種率が９０.２％で、これは予想を大きく上回る接種率ということであります。

また１２歳以上の全対象者で考えると、第１回目接種率が６９.６％、第２回目接

種率が５６.４％ということで、既に半数以上の方が受けておられるということに

なるかと思います。感染者数も紹介していただきましたが、高齢者が減少傾向にあ

ると、これはワクチン接種の効果の表れだと思ったところであります。宇城市にお

いても、小中高校生を含む若年層の急激な感染増加があるということで、夏休みを

終えたばかりの学校生活を心配しています。これまで以上の対策が必要かと思いま

すが、学校に対する適切な指導及び指示を教育部にはよろしくお願いをしておきま

す。 

次に、小さな２点目に入ります。国からのワクチン発送が滞ってきたという話も

あり、果たしてワクチン数の確保等は大丈夫なのだろうか、希望者全員のワクチン

接種完了が果たしていつ頃になるのだろうかと心配もしているわけでありますが、

そういう点も含めて今後の接種計画についてお尋ねいたします。 

○健康福祉部長（岩井 智君） 今後の接種計画についてお答えします。 

今後のワクチンの供給について、熊本県によれば、国からのファイザー社製ワク

チンの供給量が減少傾向にあるとの報告を受けております。 

住民接種向けのファイザー社製ワクチンの供給量が減少傾向にある中で、７月か

らはモデルナ社製ワクチンを利用しました職域接種や、熊本県がグランメッセ熊本

に開設した県民広域接種センターや９月から開始予定のアストラゼネカ社ワクチン

接種センターなど、市民にとって接種機会の選択肢が増え、希望される方により早

期の接種が可能になったことで、本市においても８月には予約受付の年齢区分を見

直し、１２歳以上で希望される全ての市民に対して、接種予約ができる環境を整え

ることとしております。 

現在の接種体制については、ファイザー社製ワクチンの在庫数が９月１日現在で

約４,８００回分と、次期の供給量を考慮した中で接種医療機関と連携を取り調整

を行いながら接種計画を立てており、今後も接種医療機関の御協力をいただきなが

ら現行の接種体制を保持していきたいと考えております。 
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現在、各町の防災拠点センターにおいて実施中の集団接種については、９月末で

終了予定ではありますが、予約受付状況や市民ニーズを注視しながら今後の開催に

ついても検討してまいります。 

ワクチン接種の進捗ですけれども、当初の予定より少しだけ早めとなっており、

このままの状況でいけば、接種を希望される方については、１１月中旬頃までには

２回目の接種を終えることができると見込んでおります。 

○８番（大村 悟君） ファイザー社製ワクチンの在庫数が、先ほど言っていただきま

したが９月１日現在で約４,８００回分あると、次期入荷量と組み合わせながら今

後の接種を進めていかれると思うのですが、最終的には、１１月中旬までに希望者

全員の接種が終了予定ということで、少しは安心をしたところであります。予定ど

おり進んでいきますようによろしくお願いいたします。 

次に、大きな２点目の市営住宅両仲間団地についての質問に移ります。地域の方

の声として団地の入居者が減ってきており、棟によっては少数の入居しかなく、地

域のコミュニティが保障できているのか。また、お隣もおらず、安心・安全面は大

丈夫なのかという御心配の声があります。 

そこで小さな１点目ですが、現在の入居状況と安心・安全面からの課題について

お尋ねをいたします。 

○土木部長（梅本正直君） 宇城市におきましては、熊本地震後に建設しました災害公

営住宅を含め１,４００戸近い市営住宅がございます。お尋ねの両仲間団地は、昭

和４６年から５０年にかけ建築され、コンクリートブロック造、平屋建ての長屋タ

イプの住宅です。当時は、高度成長期の人口急増へ対応するため、主に核家族の子

育て勤労者世帯を想定した標準タイプの供給方式により、市内各町に９００戸を超

える同様な市営住宅が建設されております。 

両仲間団地は、管理戸数１０８戸と市内では大型の団地となっておりますが、建

築から５０年ほど経過し、幸いにも先の地震では大きな被害はありませんでしたが、

現在の基準では、耐震性も満たしておらず危険な状態でございます。そのため管理

上は、政策空き家として新たな入居者を募集せず、機会があれば移転の交渉を行っ

ておりますが、高齢であるなどの理由により本年度まで７６世帯が残っておられる

状態です。 

市営住宅の入居者の高齢化は、社会全体に比べ急激に進展しています。高齢者世

帯の増加に伴い入居期間が長期化し、若年世帯の入居機会が相対的に低下すること

によって、入居者の年齢構成に偏りが生じております。その結果、団地の活力やコ

ミュニティ機能が低下し、防犯性の低下や自治活動への影響が懸念されているとこ

ろでございますので、若年世帯の入居を促すよう集約建て替えを計画しています。 
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○８番（大村 悟君） 両仲間団地は、管理戸数が１０８戸、現在７６世帯が居住して

おられるということであり、課題ということでは築５０年経過しており、現在の基

準では耐震性も満たしていないということでもあります。また、年齢構成に偏りが

生じており、団地の活力やコミュニティ機能の低下、さらには防犯性の低下や自治

活動への影響を懸念しているとのことであります。 

そういう課題解消のためにも、若年世帯の入居を促すような集約建て替えを計画

していると示していただきましたが、それを受けて小さな２点目、将来に向けての

方向性についてお尋ねいたします。 

○土木部長（梅本正直君） 令和２年度に作成しました宇城市営住宅長寿命化計画では、

約１,４００戸あります市営住宅の管理戸数を、国が示す宇城市の人口規模に応じ

た標準的な戸数に合わせ、１０年で４００戸程度減らす計画としています。 

その計画で両仲間団地は、現在の位置で集約し建て替えを計画しておりますので、

まずは集約に向け、本年度以降から本格的に住民へ集約建て替え方針を再度周知し、

残っておられる世帯の移転交渉を進めてまいります。 

今後は、通常の軽微な維持管理は行いますが、建て替えに向けた準備中でござい

ますので、住宅に不具合が生じた場合は、住宅の安全性、建て替えの必要性等の説

明をしながら御理解をいただくようお願いし、修理ではなく市で引っ越し費用など

を負担し移転をお願いしたいと思っております。 

公営住宅は、住宅セーフティネットの重要な役割を担う存在として、低額所得者、

被災者、高齢者、子どもを育成する家庭、その他住宅の確保に特に配慮を要する者

の住生活の安定性を確保する責任を果たす必要がございます。 

入居者の高齢化の進行等で、住民の活力やコミュニティ機能が低下し、防犯性の

低下や自治活動への影響が懸念されるところでございますが、住宅及び住生活を取

り巻く社会構造の変化を踏まえた、新たな安全・安心できる両仲間団地を造りたい

と考えております。 

○８番（大村 悟君） 両仲間団地は、現在の位置で集約して建て替えを計画している

と、早速、本年度以降から本格的に住民へ集約建て替え方針を周知し、残っておら

れる方の移転交渉を進めていくとのことでありましたので、住民の方々への説明会

等を繰り返しながら、十分理解を得た上で着実に進めていただきますようによろし

くお願いをしておきます。 

次に、大きな３点目、学校プールの在り方についてに入ります。２月に開催され

た宇城市総合教育会議の議事録が宇城市ホームページに掲載されており、読ませて

いただきました。不知火小学校のプールに関しての内容でありました。 

そこで、小さな１点目ですが、総合教育会議で協議された不知火小学校水泳授業
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での市営温水プール活用策についてお尋ねをいたします。 

○教育部長（豊住 章君） 学校プールの在り方についてお答えします。 

宇城市内の小中学校１７校のうち、プール建設後４０年以上経過している学校は

６校あります。これまでのところ大きな不具合は起きていませんが、ろ過設備や塗

装等の更新など、近年中に大規模な改修や改築が予想されています。 

一方、市の財政状況は厳しく、少子化の影響により児童生徒数も減少しているこ

とから、安全性が高く、効率的にプール授業を実施していくため、今後の学校プー

ルの在り方について検討しました。 

また、ほかの自治体におきましては、学校プールの共同利用や公営プールの活用、

また民営プールの活用が進んでおりますので、これらの効果や課題についても検討

しております。 

本市にあります市営及び民営プールを活用した場合の効果につきましては、１つ

目に天候や季節に左右される心配がない、２つ目に教職員の負担が軽減される、３

つ目に専門家の指導を受けることができる、４つ目に維持管理経費等の削減ができ

るなどが挙げられます。 

一方、課題につきましては、１つ目にプールが学校施設内にないため移動時間が

かかる、２つ目に一般利用者の利用制限が発生する、３つ目に夏季休業中のプール

開放ができないなどが挙げられます。 

その本市における具体例として、来年度建設を計画しています不知火小学校プー

ルについて、経費比較、効果と課題及び不知火温水プール指定管理者の意見等を提

示し、様々な御意見をいただいたところです。 

学校プールの全体の在り方につきましては、子どもたちの安心・安全を確保し、

中長期的な維持管理・更新に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を図るため、

今後も慎重に検討を続けていきたいと考えております。 

○８番（大村 悟君） 答弁いただきました内容は繰り返しませんが、今の答弁の中で、

不知火小学校の水泳授業での市営温水プール活用策を提案した理由、あるいはそれ

を提案したきっかけとなるもの等を説明していただいたのかなと思います。それを

受けてになりますが、総合教育会議議事録によると、協議の中では参加しておられ

た委員さん方にも意見を求められているようであります。 

そこで小さな２点目に入りますが、総合教育会議参加者の反応と今後の方向性に

ついてお尋ねいたします。 

○教育部長（豊住 章君） まずは、参加委員の反応からお答えします。 

総合教育会議では、学校プールの在り方に関し、全国的な取組事例及び不知火小

学校を例に説明した後、委員から御意見をいただきました。 
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その意見として、１つ目に、学校としては、水泳の時間を確保して子どもに負担

がかからないような形で安全にできればよいのではないか。２つ目に、第一の問題

は移動時間であり、着替えの時間等を考慮すると実質の指導時間は非常に限られて

くる。３つ目に、不知火温水プールの課題を考慮すると、中学校プールを活用でき

ないか。４つ目に、市内全小中学校を総合的に考え、今後の学校プールの使用をど

うするかを検討していく必要があるなどの意見がありました。 

また、総合教育会議開催後に、民間プールの活用を含めた再編を検討し、民間ス

イミングクラブとの協議を行いました。その内容は、プールのコース数・現状の受

け入れ団体・更衣室の広さなどの現状確認と、受入れにあたっての可能日時及び１

回当たりの受入れ可能人数等をお聞きしてきました。 

教育委員会としましては、市内の公営・民営プールの現状や他自治体の事例等を

参考に、総合的に判断してまいりたいと考えています。 

○８番（大村 悟君） 参加委員の詳細な発言内容を紹介していただきありがとうござ

います。また総合教育会議後、民間スイミングクラブとの協議も行われたというこ

とも紹介していただきました。教育委員会としては、市内の公営・民営プールの現

状や他自治体の事例等を参考に、総合的に判断してまいりたいと考えているとの答

弁でしたが、そこで再質問をさせていただきます。 

私は、分かりやすく自分の頭の中を整理するために考えてみましたが、不知火小

学校にはプールを造らず、市営温水プールで水泳授業を行うという案についても、

総合教育会議での協議だったかと受け止めています。小学生が学校を離れて別の場

所で水泳授業を行うことによって生じる新たな課題、例えば移動の時間は今までの

生活時間帯のどこから捻出するのか、移動手段はどうするのか、移動中や指導中の

安全確保をどうするのかなど、思い付くだけでも課題はたくさんあり、当然検討し

ていただけているとは思いますが、これらの課題を全て解決するのは非常に困難で

あると思っています。よって、今検討中の不知火小学校につきましては、是非、校

内にプール建設をしていただきたいと私は思いますが、市の見解をお願いいたしま

す。 

○市長（守田憲史君） 学校プールの在り方についての検討は、今年度始めたばかりで

ありますので、今後も全ての小中学校に対する議論は必要だと考えております。 

しかしながら不知火小学校につきましては、大村議員の御提案を受けまして総合

的に判断し、不知火小学校プールを建設いたします。 

○８番（大村 悟君） 過去のことではありますが、校内にあるプールで小学生に水泳

指導をしてきた教育現場での経験者として、ホームページの議事録を見たときから

ずっと心配をしていました。今、心からほっとしております。不知火小学校にはプ
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ールを建設するという適切な判断をしていただきありがとうございました。 

最後になりましたが、新型コロナウイルス感染拡大により、宇城市においても長

期間様々な行事等が中止あるいは延期になっており、市全体が沈み込んでいるよう

な気がしております。一日も早く終息し、活気づいた通常の生活に戻れますように

期待し、そのためにはコロナ感染拡大防止対策事業等に、市には引き続き重点的に

取り組んでいただきますようにお願いをし、今日の私の一般質問を終わります。 

○議長（園田幸雄君） これで、大村悟君の一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３２分 

再開 午前１０時４０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

１９番、豊田紀代美さんの発言を許します。 

○１９番（豊田紀代美君） おはようございます。１９番、新志会、豊田紀代美でござ

います。議長のお許しをいただきましたので、先般御通告申し上げておきました、

大きくは２点について質問をいたします。 

まず大きな１点目、本年８月の記録的大雨による本市の災害状況について、先月

の大雨により本市で発生した災害において、住家・道路・河川及びため池等の件数、

さらには農業等に関する被害、期間内に計測された雨量及び避難者数についてお尋

ねをいたします。なお、議長のお許しをいただきまして、災害状況の詳細資料を議

員各位あるいは執行部の方々に机上配布をさせていただいております。御参照いた

だければと思います。 

○総務部長（天川竜治君） 先月８月１１日からの大雨において、宇城市に大雨洪水警

報及び土砂災害警戒情報が発表されました。これにより、警戒レベル３の高齢者等

避難を市内全域、警戒レベル４の避難指示を三角町全域、不知火町松合地区、松橋

町竹崎地区に発令しました。 

雨の状況として、８月１１日の降り始めから不知火町で７３０ミリの累積雨量、

時間最大では豊野町で４６ミリの記録となっております。また、被災状況は、住家

が３件、道路が２か所、河川及びため池が各１か所、その他が、松橋町竹崎地区し

らぬい荘の所有地内で発生した土砂崩れ１か所の合計８か所を県へ報告しています。

この災害における人的被害の報告はありませんが、住家１件が一部損壊でした。 

なお、避難場所は、各防災拠点センター６施設と青海小学校体育館の７施設を開

設し、最大５９人の避難者でした。 
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○１９番（豊田紀代美君） 各地区での復旧作業については御苦労をおかけしますが、

市民の安心・安全のために御尽力をお願いいたしておきます。今回８月１１日の大

雨災害で、松橋地区の重点ため池に指定されております島堤ため池が被災をいたし

ました。今後の島堤ため池の復旧計画についてお尋ねをいたします。 

○経済部長（黒﨑達也君） 島堤ため池につきましては、堤体の一部が崩落しておりま

すが、ブルーシートで被覆し、応急処置を施しています。今後は、補助災害復旧事

業に計上し、査定後の早期復旧を目指します。 

○１９番（豊田紀代美君） 災害復旧として査定後早期に復旧工事をしていただくとい

うことで感謝申し上げます。８月１１日の大雨後に、一時的には堤体が危険な満水

状態になり、迅速なポンプアップ排水で難を逃れました。８月１４日から８月１９

日まで地元区長より連絡をいただき、本市経済部、九州地方整備局、宇城地域振興

局、末松県議にも島堤ため池の現地視察をしていただきました。島堤ため池は重要

な農業用施設であり、早期の復旧と地元負担の軽減に特段の御配慮をお願いしてお

きたいと思います。また、現在も復旧作業を急がれているとは思いますが、萩尾た

め池の南部幹線水路であるずい道は、修復完了まであと１年ほどかかるとお伺いを

いたしております。受益農家５７０戸を控えており、農業用水が不足するおそれが

あります。各地域で用水確保に努められており、松橋町豊福地区では、これまで余

り使われていなかった秋迫ため池の使用を検討しております。経済部長、課長に立

ち会っていただいておりますので、十分御理解はいただいていると思いますが、早

急な農業用水の確保と農家の負担軽減を考慮し、農業用施設の有効利用に特段の御

尽力をお願いいたしておきたいと思います。 

また、大雨で松橋町竹崎地区のしらぬい荘敷地内の傾斜地で被災が起きておりま

す。本市防災消防課、市土木部、県警、宇城地域振興局、宇城広域連合消防、それ

から地元区長、地元消防団、末松県議、吉田県議、私も８月１８日と８月２６日に

現地に視察をいたしております。そこで、土木部長に被災内容についてお尋ねをい

たします。 

○土木部長（梅本正直君） しらぬい荘敷地内の斜面が、横幅約１１メートルにわたり

崩壊しています。８月１８日に被災箇所を確認し、宇城地域振興局に報告していま

す。また、被災箇所については、ブルーシート等により養生し、増破しないよう助

言しています。 

○１９番（豊田紀代美君） ８月１８日に地元竹崎区に１０時３８分だったと思います

が、警戒レベル４の避難指示が発令されました。しらぬい荘の急傾斜地の崩壊現場

を地元竹崎区長と地元消防団の方々と現場の視察をいたしました。その時までは赤

土がパラパラと落ちているような状態でありました。８月２６日に末松県議、吉田
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県議と共に現地視察をいたしております。被災箇所が１８日に現地視察をしたとき

よりも幅が広くなっていたと思っております。しらぬい荘私有地とはいえ、長年に

わたり地域や社会貢献等をしていただいている施設でもあり、何らかの対策、方策

はないものか、執行部に御検討いただくよう要望いたしておきます。８月の大雨被

害が国の激甚指定になるように、国にも働き掛けが必要だと強く思っているところ

でございます。 

小さな２点目、消防団員が減少していることや、災害が多発化・激甚化する中で

消防団の活動が近年著しく増加していると思われます。そこで、宇城市においても

消防団の活動運営費として補助金を交付されておりますが、災害等を含む地元活動

などに出動している消防団の運営費等の見直しを検討されているのかどうかお尋ね

をいたします。 

○総務部長（天川竜治君） 火災出動や訓練のほか近年の多々発生する災害等に、地域

の消防防災体制の中核的役割として活動していただいている消防団に深く感謝して

いるところでございます。 

消防団運営費等補助金につきましては、消防庁から令和３年４月１３日付けで消

防団処遇改善等に関する通知があっています。宇城市における消防団の運営に必要

な経費は、適切に予算措置を行っているところですが、今後、近隣市町の状況を踏

まえ、消防団と協議を行い、消防団処遇改善に取り組んでまいります。 

○１９番（豊田紀代美君） 総務部長の御指摘のとおり、消防庁から消防団処遇改善の

通知があっております。所管の総務文教常任委員会からも近隣市町の先陣を切って、

宇城市消防団運営費等の補助金の処遇改善に取り組んでいただくよう強い要望があ

っております。消防団報酬につきましては、坂下議員の一般質問にもありますので

割愛をしますが、消防団処遇改善を強く要望いたしておきます。 

続きまして小さな３点目、自主防災組織によるコロナ禍における災害避難訓練の

実施についてでございますが、本年も先月のような大雨による災害が、いつ・どこ

で起こってもおかしくない状況であります。宇城市では、自主防災組織における災

害避難の訓練を、このコロナ禍でどのような形で実施されているのかお尋ねをいた

します。 

○総務部長（天川竜治君） 自主防災組織の災害避難訓練は、県と連携し、県危機管理

防災課自主防災組織活動支援員を講師として招いて講習を実施しております。また、

令和３年７月から防災消防監に坂本勝夫氏を迎え、自主防災組織への加入促進や、

元消防長としての経験を活かした地域の防災対策相談など、様々な形で災害対策に

取り組んでいきます。 

今後もコロナ禍においては、避難所へ避難するだけではなく、安全な親戚や身内
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の家に避難することや、事前に安全な建物に移動するなど、避難する方法なども周

知し、大規模な災害に備えていきます。 

○１９番（豊田紀代美君） 総務部長より御報告がありました坂本防災消防監が７月１

日に着任されましたことは、心強く思っているところでございます。本市の自主防

災組織は、現在１１５か所に認定がされておりますが、防災力の強化や組織率の向

上にも御尽力いただけると期待をしているところでございます。また、防災拠点セ

ンター等を利用したジュニア防災リーダー育成等、幅広い活動にもお取組いただけ

るよう要望いたしておきます。 

それでは小さな４点目、浅川河川について、上流の豊福地区の国道３号より上流

に長年にわたる土砂堆積があります。８月１１日に本市土木部、宇城地域振興局、

吉田県議、地元区長、役員と共に現地を視察いたしました。半端な堆積量ではない

ので水害の原因になる心配があります。早急なしゅんせつをお願いしたいと思いま

す。また、下流域の島地区の江口橋より上流においては、水草のヒシが川一面を埋

め尽くしております。水面のみならず根を張っているので非常に厄介です。７月１

２日、７月１５日、８月２３日と宇城地域振興局、本市土木部、経済部、末松県議

と共に現地視察をいたしました。取水に悪影響が出ており、早急な撤去をお願いし

たいと思いますが、土木部長にお尋ねをいたします。 

○土木部長（梅本正直君） 県が管理します２級河川の浅川においては、国道３号より

上流の箇所に、数年にわたって大雨により堆積した土砂があることを確認しており

ます。８月に地元の区役員及び関係者により現地で状況を確認しております。 

河川の堆積土砂については、河川の通水断面を阻害し、越水のおそれもあります

ので、速やかに土砂の撤去工事が行われますよう管理者の県へ要望をしてまいりま

す。 

また、下流域の江口橋から上流の揚橋までについても、水草が繁茂している状況

です。取水口に詰まるなどの支障を来しておりますので、今後、水草の過繁茂を抑

制するために、江口堰の管理者に定期的な頭首工の倒伏が必要と考えられます。こ

ちらの下流域についても水草と堆積土砂の撤去も併せて県へ要望していきます。 

○１９番（豊田紀代美君） 末松県議、吉田県議にもお力添えをお願いいたしていると

ころでございますが、本市としても県への強い要望をお願いいたしておきます。 

その浅川には、農業用施設として重要な江口堰がありますが、設置から年数が経

過して機能が低下しております。このように老朽化した農業用施設の整備や維持管

理について、経済部長にお尋ねをいたします。 

○経済部長（黒﨑達也君） 江口堰のような農業用施設である頭首工につきましては、

設置や改修にかなり高額な予算を必要とします。そのため、日頃のメンテナンスや
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適正な維持管理がとても重要です。地元の受益者には管理の徹底に努めていただき

ますとともに、多面的機能支払事業を活用することにより農家の負担軽減を図り、

適正な農業用施設の維持管理と長寿命化を推進します。なお、改修の必要性が生じ

た場合は、団体営補助事業を活用します。 

○１９番（豊田紀代美君） 江口堰のような農業用施設を地元の受益者が管理徹底に努

めていただくようにということでございますが、１年間に支払われる１５,０００

円の維持管理費が妥当かどうか疑問に思っております。場所によっては、管理費が

ゼロであるというところもあるとお聞きをし驚いております。江口堰につきまして

は、経済部農林水産課の御指導をいただき、島区も８月２６日に関係者を区長が招

集され、多面的機能支払事業の手続きをされることが決定されました。島区同様、

多面的機能支払事業の活用をされる場合、申請の際に事務量が膨大で断念される区

があるとの御報告もあります。担当課におかれましては、努力はしていただいてい

ることは十分承知しておりますが、事務量の軽減やサポート体制についてもなお一

層の御配慮をお願いいたしておきます。 

続きまして大きな２点目に入ります。中央図書館についてでございますが、小さ

な１点目、内部空間等製作業務委託についてでございますが、８月１８日付けの熊

日新聞の市政記者席の欄に、業務委託、透明性に疑問という記事をご覧いただいた

宇城市民の方から、私にお問合せをいただきました。 

そこでまず、中央図書館等内部空間等製作業務委託契約の目的についてお尋ねを

いたします。 

○教育部長（豊住 章君） 本市は、プロポーザルにより指定管理者を決定する際、カ

ルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社が提案したコンセプトに伴う空間デザ

インを採用し、ブック＆カフェ形態の新しい図書館を目指しています。それを実現

するためには、ＣＣＣ（株）が持つ特定した技術、オリジナルの空間デザインが必

要となり、ＣＣＣ（株）に内部空間等製作業務を委託するものです。 

なお、契約につきましては、協定を締結したＣＣＣ（株）と共同で行う事業で、

特定の者を契約の相手方とするものであり、地方自治法施行令第１６７条の２第１

項第２号「その他の契約でその性質又は目的が競争入札に適しないものをするとき」

により随意契約を採用しています。 

○１９番（豊田紀代美君） 教育部長の御答弁で、地方自治法施行令第１６７条の２第

１項第２号に則って、適正に契約はなされたと理解をいたしました。さらには、契

約にあたって競争性や透明性についての確認をしたいと考えております。どう本市

が関わってこられたのか、また、契約後もＣＣＣ株式会社に任せっきりではなく、

本市も連携を図り関与していくべきだと考えておりますが、教育部長に答弁を求め
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ます。 

○教育部長（豊住 章君） 内部空間等製作等業務の工事は、建設業法第２条における

内装仕上げ工事に該当します。本市における登録業者は３１社の登録があり、施工

業者の株式会社スペースも登録された１社であり、ほかの４社についても同等の規

模及び完成工事高を有する大手企業です。業者の選定においては、技術的かつデザ

イン性を模倣されないための高い技術を保有する企業であり、ＣＣＣ（株）との信

頼性や技術力により選定されています。 

なお、価格の積算根拠につきましては、ＣＣＣ（株）から提出のあった仕様に基

づき、本市担当者及び１級建築技師により内容をチェックし、昨年１２月から８月

まで計４６回にわたる協議を重ね、本市の要望や基準等を取り入れた上で仕様書を

確定しています。 

ＣＣＣ（株）が実施した入札の流れは、この仕様書に基づき、先の大手建築系企

業５者から見積りが提出され、安価であった３者に絞り、最終的には３者の入札に

より施工事業者が決定されております。 

その結果、落札率は基準価格と比べ８８.６５％と抑えられていますし、競争性、

透明性については充分担保されています。 

なお、工事はＣＣＣ（株）が工事監理を行いますが、市担当職員が工程会議等に

出席し、市が関わりをもって工事を進めていきます。 

○１９番（豊田紀代美君） 教育部長より競争性、透明性については十分担保されてい

ると力強い御答弁をいただきました。本市が工程会議等にも出席をし、関わりを持

って工事を進めることについても共通理解ができました。 

次に小さな２点目、ブック＆カフェの図書館づくりについてでございますが、図

書館の魅力を向上させ来館者を増加するためには、カフェを併設したブック＆カフ

ェのスタイルが有効と考えております。これを実現するために、話題性や宇城市自

体の宣伝効果をもたらすカフェの誘致が必要です。強くそういうふうに思っており

ますが、教育部長の答弁を求めます。 

○教育部長（豊住 章君） 指定管理者のプロポーザルでは、近年のトレンドであるブ

ック＆カフェの形態を提案したカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社を選

定しました。 

図書館は、生涯学習の場としてだけでなく、市民の憩いの場としてのニーズへと

進化しています。また、武雄図書館にも代表されるように、地域の賑わいの核とな

るケースも増えています。 

これらのことから、居心地が良い空間を提供するためにブック＆カフェのスタイ

ルは適しており、本市としてもそれが実現でき、市民が利用したいと思うような魅
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力的なカフェを考えております。 

隣接する公共施設や徒歩圏内にある松橋駅との立地を活かし、交流人口を増加さ

せ、市の認知度の向上やイメージアップを図り、定住人口の増加までつながること

を期待しております。 

○１９番（豊田紀代美君） ブック＆カフェのスタイルで図書館が市民の憩いの場とし

て、また交流人口の増加により滞留時間の延長が期待できると思いますし、松橋駅

周辺開発や本市の活性化につながるような認知度が高く、魅力的なカフェが出店す

ることで効果が最大化するというふうに考えております。この件についての本市の

方針について、教育部長にお尋ねいたします。 

○教育部長（豊住 章君） 本市としてのカフェの選考は、ＣＣＣ（株）と連携し、ス

ターバックスコーヒーに出店をお願いしております。 

スターバックスコーヒーは、若い世代を中心に幅広い世代から支持されている企

業で、環境問題や地域活動、地域貢献を積極的に行っている世界を代表する企業で

す。 

市の一大プロジェクトである図書館・美術館リニューアルのコンセプトを実現す

るためには、この上ない最適の企業だと認識しておりますので、是非出店していた

だけるよう最大限の努力を行ってまいります。 

○１９番（豊田紀代美君） 教育部長に御答弁をいただきましたが、最後に、スターバ

ックスコーヒーに対する市長の思いをお示しいただきたいと思います。 

○市長（守田憲史君） 再三にわたり、豊田議員のお考えを蔦屋、ＣＣＣ株式会社に伝

えているところであります。スターバックスコーヒーの魅力は、私も十分理解して

いますし、是非出店してほしいと申入れをしております。このプロジェクトの成功

の要と思っていますので、全力で取り組んでまいります。おそらく豊田議員の御希

望がかなうものと考えております。 

○１９番（豊田紀代美君） 市長のお考えに私も全く同感でありまして、スターバック

スコーヒーは、地域貢献の企業理念があり、経済効果をもたらしてくれる企業とあ

ります。話題性があり美術館・図書館の景観やコンセプトに沿ったカフェ営業が可

能な、全世界の主要都市に３万３,０００店舗展開しているグローバル企業です。

スターバックスコーヒーを誘致することにより、宇城市の活性化を最大化すると市

民の声もお聞きをいたしております。守田市長より、このプロジェクトの成功のた

めに全力でお取組いただくと力強い御答弁をいただきましたので、大きな期待を寄

せて、私の一般質問を終わります。 

○議長（園田幸雄君） これで、豊田紀代美さんの一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０８分 

再開 午前１１時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

２２番、岡本泰章君の発言を許します。 

○２２番（岡本泰章君） 皆さんおはようございます。新志会、岡本泰章でございます。

コロナ禍で質問時間に制約がありますが、コロナに負けないように本市の人口減少

問題に歯止めをかける、食い止める、移住・定住などの住宅対策の具体化について

質問をいたします。 

まずは、１点目の人口減少を食い止める必要性についてでございます。日本の人

口減少問題は、少子高齢化などの影響で全国的な課題であります。特に地方での人

口減少の加速が大都市圏への一極集中にますます進んでいるのが、今日の日本の現

状であります。本市においては、平成２７年の国勢調査では平成１７年１月１５日

の合併から４,６１０人の減少となっています。本市も例にもれず、このように減

少の一途をたどっています。 

さて、人口が減ると交付税や自主財源の税収にも影響が出ます。本市としての対

策は、おそらく歳出の削減には強力な財政改革が行われます。例えば施設の統廃合、

痛みを伴う最も困難なものですが、保育園の民営化などの取組であります。歳入の

増加につきましては、深刻化する人口減少への取組が自主財源に乏しい本市におい

ては有効な施策と考えられます。 

ところで、人口が増加した場合の財政的な効果は、まず地方交付税については、

本市では一人当たり１０万円程度の増額となります。さらには市民税においては、

１５歳以上６５歳未満の生産年齢人口が増加することで、個人住民税が課税対象者

一人当たり７６,０００円程度の増加となります。このように地方交付税や個人住

民税を踏まえると、健全で持続可能な財政運営を構築するにあたり、また市民に対

する行政サービスを低下させないためにも、人口減少を食い止めることが最善の策

と認識しているところであります。ならば、人口増加と定住化の促進が待ったなし

の喫緊の課題であります。 

そこで、人口減少対策として移住・定住等による持ち家の建設を促進するにあた

り、宅地確保に対する市の思い切った支援、いわゆる先行投資について総務部長の

見解をお伺いいたします。 

さらには、企画部長にもお尋ねいたします。本市は熊本県のほぼ中心に位置し、

地理的にも恵まれ最高の地域です。市の中心部には、鹿児島本線が朝夕は３０分間
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隔で走り、また国道３号線が南北に走り、さらには高速道路については松橋、宇城

氷川２か所にインターチェンジがあることから、県内９０分構想の交通の要衝でも

あります。このようなすばらしい地理的条件を広く大いにアピールすべきであると

考えます。移住・定住化を図り人口減少を食い止めることについて、企画部長の見

解をお伺いします。 

○総務部長（天川竜治君） 人口減少対策については、本市においても重要な課題と受

け止めております。移住・定住事業の促進は、人口減少に歯止めをかける有効な施

策の１つとして認識をしております。 

移住・定住等の宅地確保の支援につきましては、空き家・空き地バンク制度や、

老朽危険空き家解体制度などの補助金制度をはじめ、分譲地の取得・造成や販売・

貸付など、様々な取組が考えられる中、予算措置が必要な移住・定住の施策につい

ては、事業内容を吟味した上で、国県の補助金や起債の活用、一般財源などの財政

措置を対応したいと思っております。 

○企画部長（西岡澄浩君） これまで宇城市の認知度及び魅力度向上のためのシティプ

ロモーションとして、ＵＫＩＮＩＳＵＭをキャッチコピーとした県内外への定住促

進プロモーションを行ってまいりました。 

まずは宇城市を知ってもらう、宇城市に関心を持ってもらうことから始め、住み

たくなる宇城市として、宇城市の魅力、住みやすさを発信してまいります。 

また、移住・定住施策の一環として、空き家・空き地の活用も進めております。 

現在、空き家・空き地バンクについて、市内外への広報活動を進めているほか、

個人だけではなく、不動産事業者をはじめとする民間事業者、法人も利用できるよ

う制度の改正を行いました。今後、空き家の活用が定住人口の増加に寄与すると思

われます。 

また、７月より、老朽危険空き家の解体・除却に対する補助金を創設しておりま

す。地域住民の安心・安全を守り、地域の景観維持を図るためだけでなく、空き家

を解体・除却することにより、宅地の確保が期待できます。 

こうした様々な取組を行いながら、移住・定住を進めてまいります。 

○２２番（岡本泰章君） 心強い総務部長と企画部長の見解がありました。ありがとう

ございます。 

それでは２番目の質問に入ります。議長のお許しを得て資料を配布しております。

本市の人口減少の実態でありますが、日本国内での人口減少は、平成２７年の国勢

調査を境にいたしまして減少が始まっています。本市においては、冒頭にも述べま

したが、平成１７年の５町合併時の人口は６４,３６６人、１０年後の平成２７年

の国勢調査では５９,７５６人、１０年間で４,６１０人の減少であります。これは
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あくまでも５年に一度の国勢調査の平成２７年までの本市の人口減少の実態であり

ます。 

そこで、企画部長にお伺いいたします。平成１７年の５町合併から令和３年まで

の１６年間の人口減少の推移、さらには５年と１年ごとの減少の実態を毎年の実数

でお答え願います。 

○企画部長（西岡澄浩君） 人口の推移についてお答えします。住民基本台帳人口では

平成１９年から平成２３年までの５年間で１,４５６人、平均２９１人減少してい

ます。平成２４年から平成２８年までは２,０６８人、平均で４１４人減少、平成

２９年から直近の５年間では２,５５３人、平均５１１人減少しています。平成１

７年の合併から令和３年までの１６年間では６,０２８人、平均３７７人減少して

います。 

○２２番（岡本泰章君） ただいま企画部長から説明がありましたように、合併しまし

てから５年間隔で取ってもらいましたところ、１年の平均が大体２９１人という数

字であります３００人、それから後の５年間が４００人、直近の今の令和３年まで

が５００人とおもしろい現象が出ております。こういうところをひとつ頭に入れて

人口減少対策に取り組んでいかねばならないと思っているところでございます。 

そこで３番の質問に入らせていただきます。移住・定住化等の住宅対策の具体化

についてであります。もう作文ばかり、言いっぱなしだけではできません。本当に

具体的に取り組まなければならないというところで私は質問をしていますので、よ

ろしくお願い申し上げておきます。持ち家の建設などの基盤となる宅地用の土地の

確保が、現在の住宅建設では大変重要な課題であります。 

そこで１つ目として、宅地用の土地の確保でありますが、まず市所有の空き地や

市営住宅団地の活用についてお尋ねいたします。先ほどから土木部長の答弁にもあ

っておりましたように、市営住宅の老朽化というところでいろいろ計画をなさって、

実際に三角においては行動が起こされていると思います。そういうところで、土木

部長には市営住宅の活用方法をひとつお聞かせいただきたいと思います。 

それで、市営住宅団地などの実態調査をお済みでございますが、もう１回喫緊に

ここらあたりをやってもらいまして、耐用年数が大幅に過ぎた、旧態依然としたし

かも先ほどからありましたように、空き家が多い市営住宅団地の敷地については、

整備した上で持ち家用の宅地として活用するならばと私は思っているところでござ

います。 

また、市で宅地開発に毎年計画的に予算を組んで、小規模な宅地開発を行い、格

安で貸し付ける、この策は何かと。若い方々に移住・定住を図るための策でござい

ます。地の利を活かして、この方々に持ち家の建設を促進する。この住宅対策に対
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し、先ほども言いましたが土木部長は市営住宅用地の活用について、それから総務

部長は宅地開発への財政措置につきまして、先行投資みたいなことですね、答弁を

いただきたいと思っております。 

○土木部長（梅本正直君） 市営住宅用地の利活用でございますが、宇城市営住宅長寿

命化計画では、老朽化した政策空き家の管理戸数を減らし集約する予定でございま

す。賃貸や譲渡用地の創設は可能になりますが、御指摘のとおり空き家がまとまっ

ておらず集約ができない状況でございます。 

現在も、政策空き家の居住者の移転と建物の解体を進めておりますが、ある程度

集約が進んだ三角町の古氷団地におきましては、本年度に仮設住宅を利用した市営

単独住宅を建設し、建物の集約と団地内の移転交渉を進める予定でございます。 

また、三角町以外にも２００戸を超える政策空き家がございますので、空き室を

１棟に集約し、住棟を解体し、空き地を創設するなどのほか、他の自治体の施策の

先進事例を勉強しながら、集約移転交渉を進めてまいります。 

○総務部長（天川竜治君） 市が所有する未利用地の利活用につきましては、これまで

も様々な用途での貸付けや、宅地分譲地として売却してきた経緯があります。 

今後は、移住・定住事業の更なる促進に向けて、目的や制度を十分に議論し、移

住・定住等の住宅対策に取り組んでいきたいと考えております。 

また、市有地の低価格での貸付けや、分譲についても柔軟に対応できるように、

国県の補助金や起債等の活用可能な財源確保に努めてまいります。 

○２２番（岡本泰章君） 再質問いたしますが、答弁は要りません。しばらく御清聴願

います。 

ただいま土木部長と総務部長から答弁がございましたが、まずは土木部長からい

きますけど、総務部長も混ぜましてですね。私が今回のこの市有地を宅地用に格安

で貸し付け、持ち家の建設促進で移住・定住化を図る具体策についての質問、一番

メインになるところでございます。どういうことかと言いますと冒頭申しましたよ

うに、人口減少を止めることがうちの財政、自主財源が乏しい、住民税それから地

方交付税、普通交付税、これをうまく賄っていくためには、本腰になってこの歯止

めをかける政策をやっていかなくてはいけない。先ほどの企画部長の説明にもあり

ましたが、皆さん方資料を見てください、机上配布してあると思います、どうぞ。

直近で年間５００人ずつ、１６年間では延べで３７７人、１年間に減少しておりま

す。これが宇城市の現状でございます。この対策といたしまして、私は先ほどから

言っておりますように、ここをかけているわけです。もうそれが１つ、本市の人口

を地の利を活かして一番若い方々、ここに市有地を低価格で貸して、そして呼び込

んで、それには制限があります。申請者の年齢制限とか宇城市にその宅地を買って
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定着したならば、最低２０年は居住してもらいたい。もろもろこういう条例化をし

まして、そして細則につきましては条例施行の規則によってしばる。そうすると何

も後々まで問題は起きません。中において贈与とか貸付け、ここらあたりにつきま

しては条例改正をやっていけばいいのであります。補助金に乗せてやればそれが何

十年かはしばられることもありますが、それはそれが過ぎてからいいでしょう。そ

ういう思いで私は質問をしております。何度も申しますが、若い方々が来れば、後

でその良い例が小川町の河江のところがありますので、じっくりやりたいと思いま

す。そういうところで、ひとつ。そしてまたその若い方々が来て持ち家を造られる

とき、契約してから２年以内ぐらいに、持ち家を原則として市内の業者の方に依頼

する、発注をすると。もうこういうところで、すばらしき２１世紀の新住宅、市営

住宅。今までは全部家から地域からつくり上げて、そして提供して皆さん方に入っ

てもらう。今、皆さん方考えてください。多くの若者たちは共稼ぎでございます。

そういうところで、この市営住宅にはなかなか制限がございます。所得あたりがど

うしても宇城市に住みたいなと思っていても、安いところに行ったり、いろんなと

ころにお世話になったり、アパートに入ったり。だからこの人たちが、アパート代

と少しいろいろ一番ネックになるのが宅地でございます。ここらあたりにローンで

２０年ぐらいかけてやれば、継続的にここをやれば立派な持ち家が若い方でもでき

ると。そういうシステムを宇城市で１つつくってみる、このような思いでございま

す。 

ここら辺で、次の質問に入らせていただきます。２つ目に入りますが、都市計画

による土地利用の誘導・規制などで、民間の業者による宅地開発を支援し、持ち家

の建設促進によって移住・定住化を図ることについて、土木部長にお伺いいたしま

す。参考までに申します。重々御認識されていると思いますけど、民間の業者によ

る宅地開発、持ち家の建設で、若い方々の移住・定住者が実際に増加しました。小

川町河江校区川尻の例であります。これは行政といたしましては農用地の除外のみ

で、あとは全て民間の小規模宅地開発業者並びに住宅メーカーによる開発でありま

す。ここ７、８年間で、若い方々の新築持ち家が約８０戸ぐらい河江小学校の近く

にはできています。まだ現在も開発中であります。これこそ民間の力での開発であ

りまして、河江小学校では、教育関係御存じのとおり、令和２年度から１年生の学

級増となっております。令和３年度今こそありませんでしたが、令和４年度にはま

た１年生の学級増の予定であります。そういうところでひとつ御答弁願います。 

○土木部長（梅本正直君） 土地利用の誘導につきましては、都市計画区域内では、現

在作成中の宇城市立地適正化計画で、これから土地の様々な利用形態の変化に対応

し、国の補助事業等が利用できるよう居住誘導区域、都市機能誘導区域などを設定
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し、公営はもとより民間活力の導入を支援する予定でございます。 

また、このほかの具体策として市では、交通結節機能の強化策として松橋駅、小

川駅周辺で新たに駅西口の整備を行い、さらに民間開発の呼び水となるよう道路の

新設を進めているところでございます。 

次に開発についてでございますが、面積が開発許可対象規模を超える開発行為に

つきましては、様々な規制や、道路、公園、給排水施設の整備基準があり、一定規

模以上の優良な宅地が形成されます。 

市内には、過去に都市計画法の規制のない小規模宅地開発で宅地化された一部地

域で、排水不良による宅地浸水、防災上問題となる行き止まりの共有名義の道路、

安全性が確保されていない宅地等、様々な住民の不利益が発生しております。 

しかし、許可申請の必要ない小規模宅地開発につきましては、低廉な販売価格、

短期間での宅地化等、一定の効果があることも事実でございます。 

市では、これら様々な宅地開発が市民の利益になり、バランスの取れた開発とな

るように注目しているところでございます。 

○２２番（岡本泰章君） 先ほどちょっと市営住宅のところで、非常に困ったなという

土木部長のお答えがあっておりましたので申し添えますが、市営住宅の団地を余儀

なく整備するにあたり転居されることが決まったなら、入居者あたりに転居の交渉

に入られるときは、入居者がある程度納得されるような大胆な発想で交渉に当たら

れるならと考えます。思い切ったことを言いますけれども、例えば転居の場合は、

転居先の部屋は全てリフォームして入っていただく。それから、住宅使用料につき

ましても今までの同額で入っていただく。このような諸条件を付して交渉に入って

いただければ、入居者の皆さんの同意も得られると思っております。やはり１つの

事業をするには、それだけの今まで一生懸命住宅に入っておられた方も子育てされ、

そしてゆっくりされているところにいろんな問題が来れば大変でございますので、

そういうところを解消するためにも、こういう思い切った策を打って移転してもら

うようなことをやっていただきたいと思います。 

先ほど答えていただきましたので、時間もありませんから、最後に市長に答弁を

願います。企画部長の答弁で、合併から１６年間の本市の人口減少の推移並びに５

年と１年ごとの減少の実態等で、直近の５年間では年間５００人の人口減少をはっ

きりした数字で実態把握ができました。この年間の人口減少に的を絞り、待ったな

しの最重要課題と位置付け、市長の陣頭指揮で具体的な取組を行うプロジェクトチ

ームを結成していただき、その段取りの取組について決意のほどをお伺いいたしま

す。 

○市長（守田憲史君） 人口減少を食い止めるには、子育て世代の移住・定住を進める
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ことが重要です。特に、アパート等の賃貸住宅への居住ではなく、戸建住宅を取得

していただくことが定住につながります。 

なお、子育て世代は子どもの小学校入学時に居住地を決めると言われ、そのよう

な時期に、本市において条件に合う宅地を提供できれば、市内からの人口流出を抑

制し、さらに市外からの転入を促すことになります。 

今後の施策として、松橋駅西、小川駅西、三角駅その他２駅を含めて、鉄軌道の

利便性を徹底的に追及すべきだと考えております。人口減少を緩和するには、鉄軌

道だと考えるところでございます。 

宅地の供給は移住・定住のために必要な施策の１つですが、一部の地域において

は、新たな宅地の確保が困難であるため、宅地の確保だけでなく、空き家の利活用

も含めた住宅施策に取り組んでまいります。 

また、移住・定住施策においては、宅地の確保のみならず、道路、上下水道のほ

か、様々な周辺環境の整備も併せて行う必要があります。 

プロジェクトチームということでございますが、岡本議員の御提案を受けまして、

企画部と市長政策室の連携協力を強化するための方策を今後検討してまいります。 

○２２番（岡本泰章君） 市長の心強い一言、強力なリーダーシップで先ほど言われま

したような、そしてスピード感を持って頑張っていかれると。総合的な移住・定住

対策に取り組むという決意のほどを聞かせていただきました。確かに受け止めまし

た。市長、継続は力なりで必ず結果が付いてまいります。目指すコンパクトシティ

形成に向けて、英知を結集され頑張っていただくことを高く受け止めまして、私の

質問を終わらせていただきます。 

○議長（園田幸雄君） これで、岡本泰章君の一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５２分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

２１番、石川洋一君の発言を許します。 

○２１番（石川洋一君） 皆さん、こんにちは。約３年ぶりぐらいに質問させていただ

きますので、少し緊張しておりますけれども、緊張感を持って質問に入りたいと思

います。ただいま議長の方からお許しをいただきましたので、一般質問をいたしま

す。よろしくお願いいたします。 

この新型コロナウイルスが世界中に感染拡大をしまして、特に日本においては緊
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急事態宣言、蔓延防止の重点措置等の指定が増えてまいりまして、非常に危機を感

じるわけですけれども、そういった中で宇城市の方も感染が少し減ったかなと思え

ば、また増えますし、非常にやはり危機感を持っておりまして、市長もそういう気

持ちでおられるのではないかなと思っておりますが、ひょっとしたら御存じと思い

ますけれども、１００年前にスペイン風邪というのが流行ったんですね。ちょうど

１９１８年、第一次大戦の頃ですね、ヨーロッパで。終息まで３年かかったそうで

す。１９１８年から１９２０年まで、ちょうど第一次大戦の頃でその時の人口が１

９億人というふうに記されておりますけれども、正確ではありません。ただ、５億

人の人が感染したと、４人に１人以上ですね。すごい数が感染されまして、そして

そのうち５,０００万人が亡くなられたと、１０分の１ですね。すごい風邪であっ

たわけですけれども、今と１００年前は、医療と感染対策は全然違うのですけれど

も、反対にどこでも今行ける時代になって、人が動くということが感染拡大の大き

な要因ですので、我々も十分注意をしながら宇城市の安全のために頑張っていかな

ければならないと、また執行部にもそういう対応をお願いしたいということを前置

きしまして、早速質問をしたいと思いますけれども、市長も御承知のとおり、三角

は非常に過疎化が止まらないと。先ほど岡本議員の方からも人口問題について少し

触れておられましたけれども、６,０００人減っておりますけれども、統計を見ま

すと半分は三角町なんです、半分以上ですかね。ということは、年に２００人単位

で三角町が亡くなられたり、転出されたりを繰り返しながら、合併後急速に人口が

減ってまいりました。 

そういう地域に住む議員として、今日は３つの質問をさせていただきたいと思い

ますが、まず第１点目の熊本天草幹線高規格道路整備についてですけれども、これ

は平成６年に計画が出されまして、過疎指定を受けているこの三角町にとっては非

常に大きな期待をし、執行部と議会が協力をして、整備区間の指定に向けて関係機

関に対し要望活動を続けてまいりました。そして、平成１７年に宇城市となった後

も、歴代市長の皆さん方にも格段の御努力を賜りながら、ようやく２７年をかけて

整備区間の決定を受けることができました。市長をはじめ、関係各位に心から感謝

と御礼を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

そこで、①の今後整備が進められる中でどのような課題が予想されるのか、執行

部の考え方をお聞きしたいと思います。 

○土木部長（梅本正直君） 宇土三角道路の整備については、国直轄事業として国土交

通省により事業実施していただくこととなります。 

事業進捗にあたっては、おおよそ道路計画・用地取得・工事施工とステップを踏

みますが、安定的な事業予算の確保はもとより、用地取得においては土地所有者個
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人との交渉となるため、スムーズな用地取得事務執行が事業進捗に大きな影響を及

ぼすことが懸念されます。 

また、計画が予定されている３か所のインターチェンジへのアクセス道路整備に

ついては、相当な宇城市の財政負担も想定されます。 

宇城市としましても、国、宇土市と連携し、事業が進捗するよう努めてまいりま

す。 

○２１番（石川洋一君） ただいま答弁いただきましたけれども、やはり用地取得の問

題とインターへのアクセス道路の問題が挙げられるだろうなと思っております。用

地取得については地元の協力が必要でありますし、アクセス道路については重要な

社会資本になるわけで、市としても７５０億円の投資をいただく側として、再質問

になりますけれども、市として対策室等の設置が必要ではないかと考えますが、お

考えをお聞きしたいと思います。 

○土木部長（梅本正直君） 宇城市としましても、重要な事業として位置付けておりま

す。国との協議等をスムーズに進めるためにも、専属の必要性は認識しているとこ

ろでございます。 

○２１番（石川洋一君） やはり２７年かけて勝ち取った整備区間、そしてこれは国の

直轄事業ですので、国の考え方一つで１０年が１５年かかるということもあります。

やはり投資を受ける側としての姿勢といいますか、そういうものは非常に重要だろ

うと考えます。是非対策、そこに対応できる方の職員の設置等をお願いしたいと思

いますが、市長は何かその件についてお考えですか。 

○市長（守田憲史君） 土木部長が申しましたように、専属の必要性がございますので、

今後鋭意努力してまいります。 

○２１番（石川洋一君） よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

次に、②の路線の詳細についてですが、これは発表段階にないと伺っております

が、大体のラインだけが今示されているんだろうと思いますけれども、やはり地元

として非常に関心の高いところでありまして、分かっていればお答えいただきたい、

分かっているだけお答えいただきたいと思います。 

○土木部長（梅本正直君） 宇土三角道路は、宇土市上網田町から宇城市三角町への約

１３.５キロの区間で、道路中心線については、国土交通省ホームページで公開さ

れている概略のラインを基準に、今後計画が進められます。 

当該区間内には、宇城市内に３か所のインターチェンジの設置が予定されており、

これらのおおむねの位置は、オープンハウスやアンケートなどで意見聴取を行い、

令和３年２月の九州地方小委員会での審議結果を踏まえたものとなっております。 

宇土市側から見ますと、仮称郡浦ＩＣ、仮称波多ＩＣそして仮称みすみＩＣとさ
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れており、仮称郡浦ＩＣと仮称波多ＩＣは、上下線両方への乗り降りができる施設

となる見込みです。 

仮称みすみＩＣは、熊本側への乗り降り機能を持ったＩＣで、天草側への乗り降

りは、既に供用が開始されております天城橋付近のみすみＩＣを活用し、この２か

所が相互補完し、機能を果たすＩＣとして計画が進められる見込みとなっておりま

す。 

○２１番（石川洋一君） 路線については余り詳しくお話はありませんでしたけれども、

やはり１３.５キロメートルの中に３か所のインターチェンジができたと。当時

我々は１か所を一生懸命要望してきたんですけれども、今回市長や地域の皆さん方

の要望があって、３か所という嬉しい決定をいただいておりまして、本当に皆様方

は心から喜んでおられると思いますけれども、地域にとって利便性の高い大変嬉し

い決定だと私も思っております。今後詳細が分かれば情報をお出しいただいて、市

民の皆様方にお知らせをいただきたいとお願いをしておきたいと思います。 

次に、③の九州自動車道との結束についてお聞きしたいと思います。今回整備区

間となりました高規格道路は、熊本へのアクセス道路でありまして、高速自動車道

との結束がありません。そこで、天草地域、宇城地域西部そして宇城地域の皆様方

が、この高規格道路をさらに活かすためには、松橋インターとの連結が必要である

と考えますが、市長の所信をお伺いしたいと思います。 

○市長（守田憲史君） 天草から九州縦貫自動車道松橋インターチェンジ間の高速交通

体系の整備については、国道５７号及び国道２６６号の利用者から、できる限り早

く九州縦貫自動車道へつなげてほしいとの要望を認識しております。そして、私の

大きな公約の１つでもございます。 

令和３年３月に整備区間に指定された宇土三角道路から、松橋ＩＣまでをつなぐ

高速交通体系の整備について、これまで毎年２回、財政支援等の要望の際に、熊本

天草幹線道路整備促進と並べ継続要望しているところであります。 

一方で、令和３年６月に熊本県新広域道路交通計画が熊本県・熊本市にて、同７

月に九州地方新広域道路計画が九州地方整備局により、おおむね２０年から３０年

間を対象とした中長期的な視点で検討されたものとしてそれぞれ策定されましたが、

その中には、三角町から松橋ＩＣへの構想路線が明示されていません。宇城市とし

ましては、今後も継続して当該路線の必要性を国県に要望し、まずは構想化が実現

されるよう努めてまいります。 

○２１番（石川洋一君） ２７年をかけて高規格道路整備の決定をいただきました。お

そらく完成には１０年以上かかるのではないかと予想されますけれども、その間に

是非、今市長もお示しになった地元としての構想を実現できるように、私たちも応
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援をしながら支えながら、今後もそういった要望活動を積極的にやってみたいと思

います。先日、九州地方整備局長室に行きまして、ついぽろっと言ってしまったん

ですよ。「ここが決まりましたので、こっちの方はどうでしょうか」と、「いや、

まだここが決まったばかりですから」というお話の中ですられましたけれども、や

はり天草から宇城市を通って熊本に行く国道２６６号の路線上に、この松橋町があ

るわけで、これを起点として逆の方向もありますので、そういう発展の１つの基礎

になるのではないかなと思いますので、是非実現に向けて進めていただきたいと思

いますが、何か市長がそのほかにあればお願いしたいと思います。 

○市長（守田憲史君） もとより先ほど申しましたように、私の大きな公約の１つでご

ざいます。三角郡浦インターチェンジから国有林の多い山間部を通って松橋駅西に

インターチェンジ、岡岳グラウンド北側を通って松橋町と城南町の境にジャンクシ

ョンを設ける。私は天草、八代架橋よりも安上がりで実現性が高いと考えています。

石川議員の邸宅から松橋駅まで１５分、無料の高速道路でございます。 

話はそれますが、三角宇土熊本高規格道路は、三角町の３つのインターチェンジ

から熊本駅まで４０分程度と考えます。通勤がずっと楽になりますし、これは信号

無しの無料です。高規格道路は全部無料になります。三角町のこの高規格道路とこ

の松橋郡浦インターチェンジ間ができますと、三角町の立地性、利便性が大きく変

わると思います。 

午前中、鉄軌道の話をしましたが、高規格道路そして九州縦貫道、ＪＲ鹿児島本

線の連携が宇城市にはできます。今後も国県の予算を大きく引き出し、発展に努め

てまいります。 

○２１番（石川洋一君） 非常に具体的なお話をいただきまして嬉しく思いますし、実

現に向けて頑張っていただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

それでは次に、三角東港の振興についてお聞きをしたいと思います。何度も申し

上げますが、三角町が過疎化する中で、東港は熊本県が９０億円を投じて、現在水

深１０メートル、１２,０００トン級の船が入るレベルの埠頭を造っていただきま

した。延長が５００メートルになりますし、４ヘクタールの整備が終わっているん

ですけれども、そこで①になりますが、東港の状況と一緒に②の今後の活用につい

て、宇城市がどのような振興をしたいと考えているのかをまとめてお聞きしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○企画部長（西岡澄浩君） 三角東港は、九州鉄道、現在のＪＲ三角線の開通を契機に、

昭和初期から海陸交通の要衝として発展してきた港です。昭和１８年、当時県内唯

一の大型岸壁が完成。国際貿易港として栄え、昭和２６年に重要港湾に指定されま

した。 
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しかし、昭和から平成にかけ、天草五橋開通や熊本港、八代港の港湾整備が進め

られたことにより、現在は人流・物流ともに県下で３番目の港と位置付けられてい

ます。 

令和元年の港湾統計年報によりますと、東港に入港した船舶数は４,６４７隻あ

り、県全体の４分の１を占めるのに対し、船舶の乗降人員数は３４,０００人余、

県全体のわずか３.５％と人流の減少が著しいことがうかがえます。 

こうした現況を受け、県は三角港港湾計画に基づき、世界文化遺産に登録された

三角西港区域と一体となった観光や地域住民の憩いの場としての三角東港整備を進

めています。 

また、市は、海の日のみすみ港まつりやオールドカーフェスティバルなど、三角

東港を会場にイベントを開催し、地域住民や県内外からの旅行者が三角港を訪れ、

港に親しむ機会の創出に取り組んでまいりました。 

今後もこうした三角東港を核とした取組を続ける中で、地域と人の関わり合いを

深めていくとともに、天草地域と連携した周遊型・滞在型の観光・定住・移住対策

に取り組んでいきます。 

○２１番（石川洋一君） ただいまの答弁についても、いろいろな対策を講じてこられ

たということは承知をしておりますけれども、宇城市となった三角町が過疎化が非

常に拍車がかかって、先ほど申し上げたように１６年間連続で２００人単位の人口

が減っていると、高齢化率も４５％近くという状況になってまいりました。 

そこで再質問になりますけれども、港の活用について海上自衛隊の艦船の誘致を

これまでも何度も提言をしてまいりました。市長のお考えをお聞きしたいと思いま

す。また、誘致が実現した場合の効果、どのようなことが見込まれるかについても

できればお願い申し上げたいと思います。 

○市長（守田憲史君） 石川議員御提案の海上自衛隊誘致につきましては、みすみ港ま

つりに艦艇を派遣いただいた御礼を兼ね、毎年、海上自衛隊九州管区のトップの司

令官に佐世保をお尋ねし、お願いをしているところでございます。 

しかしながら、三角東港を艦艇の停泊地とすることは国防に関わる問題であり、

検討にも時間を要する問題です。 

定住人口一人当たりの年間消費額は１２７万円との観光庁の試算があります。停

泊する艦艇の規模にもよりますが、乗員とその家族が移住することになれば、消費

による経済効果はもちろん、地域に活気が戻ることが大いに期待されますので、国

県の協力を仰ぎながら、今後も三角地域の過疎対策に取り組んでまいります。 

○２１番（石川洋一君） この問題も旧三角町時代から進めておりますけれども、なか

なか結果が出せないという中で、守田市長には御同意をいただいて、今まで都度都
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度佐世保の方に足を運んでいただきまして、お話をしていただいているということ

は十分承知をしているわけですけれども、やはり何かを変えないと９０億円がまず

もったいないと思います。そしてポートルネッサンス計画でも一応出ていたんです。

この先ほど港湾計画がありましたけれども、港を造るときの計画ですね。ですから

もう２５年以上前になると思いますが、そういうことで実現に向けて、我々もやは

り頑張っていきたいと思いますが、いろんな手立てがあると思いますので、知恵を

出しながら執行部と議会と一緒になって、実現に向けて進めていきたいと思います

ので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

次に、最後の国道２６６号線冠水対策についてお聞きをしたいと思います。①の

金桁川対策ですが、豪雨のたびに国道及び市道が冠水を繰り返しておりまして、地

域住民や国道・市道を通行される方々に、長年にわたり被害や御迷惑をおかけして

いる現状、国道を管理する県と市道を管理する市は適切な対応をすべきと考えます

が、市長は、どのような考えをお持ちになっているのかをお聞きしたいと思います。 

○市長（守田憲史君） 金桁川流域の国道２６６号と市の管理する市道東港金桁線は、

低い土地であることが要因で、満潮時と大雨が重なるときは３時間ほど道路が冠水

し、通行ができなくなる状態が年に２、３回発生しております。よって大雨時は常

に注意が必要な状態であります。 

現在の大雨時の対応としては、市道についてはパトロールや監視カメラで河川の

状態を常時確認し、氾濫が発生した場合は、必要な通行規制や市が設置する仮設排

水ポンプの稼働などを行っております。国道についても管理者の県へ情報提供を行

い規制の措置などがされている状況です。 

また市の考えるハード整備についてですが、まず国道については、道路の改良に

よる浸水解消の要望を管理者の県へ、期成会を通じて毎年度継続して要望している

ところです。 

県では、以前計画された経緯があると伺っておりますので、県と連携し再度地元

の意向確認や、どのような整備が望ましいのか引き続きお願いしてまいります。 

排水機場の設置と河川の大幅な拡幅により、国道の浸水解消が可能と思われます

が、まずは国道の冠水は、国県の事業で対応していただくよう市としては考えてお

ります。 

市道部分の浸水解消方法についても、総合的に判断し、まずは市道東港金桁線道

路のかさ上げを実施します。また河川のしゅんせつ等も検討を行います。 

○２１番（石川洋一君） 国道についての話と市道についてかさ上げを実施したいとい

う話も伺いましたので、大変安心といいますか安堵しているところですけれども、

やはりあの地域は非常に広い流域がありますし、なかなか難しい問題もはらんでお
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りますが、昨年は温泉施設を整備いただいて、多くの方に来ていただく施設となり

ましたけれども、こういった地域の環境を良くしていくことが、多くの方に来てい

ただく１つの環境整備ということになると思いますので、是非一つ一つ解決をして

いただきながら、地域の方が安心して生活できるような環境をつくっていただきた

いと思います。 

市長の今のお考えを聞くと、やはり地域の防災の観点からもしっかり考えていた

だいているところが聞き取れましたし、安心をしましたけれども、長年にわたって

いるものですから、非常に長いです。何十年という歴史というとおかしいですけれ

ども、雨が降れば国道が通れないですね。ですから、やはりそれを解消するために

は確かに県のお考えが必要なんですけれども、一度県の方も対策計画をつくられて

地域の方に示したけれども、かさ上げすると冠水がひどくなるという、ちょっと科

学的には分からないことなんですけれども、市民からすれば、ああ、壁ができるか

ら水が流れないというような感覚になられたんだろうと思うんですけれども、余り

変わらないと私は思いますけれども、そういった科学的な話をしっかりされると地

域の方もしっかり理解をいただけますし、もう一つは、やはり排水をしっかりやる

ことだろうと思います。どれぐらいの量が必要なのかはまた調査をしなければ分か

りませんけれども、そんなに大きな機械は必要ではないのではないかと思いますの

で、是非そういったことも含めて、今後市長から今お話があったような対応をして

いただきたいと思います。 

私は、宇城市の三角町の一番西側に住んでおりまして、三角がどんどん人口が減

っていくことに対して、三角から出ておられる議員はたくさんいらっしゃいますけ

れども、一緒になってやはり地域の発展を願う者の１人として、３つとも三角の話

をお願いしましたけれども、やはり三角が発展しなければ宇城市の発展はないと思

っております。そういう意味では、市長もそういう御理解をされていると思います

ので、こんなにたくさん答弁をいただいたのは異例と思います。大変嬉しく思って

いるところですけれども、今後とも三角地域の発展については、市長に頑張ってい

ただきますようにお願い申し上げまして、終わりたいと思います。 

○議長（園田幸雄君） これで、石川洋一君の一般質問を終わります。 

ここで、お諮りします。一般質問の途中でありますが、本日の会議はこれで延会

にしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

本日はこれで延会します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

延会 午後１時３０分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（園田幸雄君） 日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。 

まず、１２番、五嶋映司君の発言を許します。 

○１２番（五嶋映司君） おはようございます。１２番、日本共産党の五嶋でございま

す。議長のお許しを受けて一般質問をいたします。 

菅首相は、海外の例を見てもワクチンを１回接種した人が人口の４割に達したら

感染者の減少傾向が明確になるとワクチンの接種を急ぎました。８月３０日時点で

全国の接種率、１回接種が５６.２％になっているのにもかかわらず、感染爆発が

一向に収まる気配は見られず、重症者は増え続けています。この宇城市でも昨日の

答弁の中で、接種率が２回接種で５６.４％ですが、収まる気配は見られません。

そんな中、医療崩壊により自宅診療を余儀なくされて、十分な医療を受けられず死

亡されるなど、悲惨な状況が盛んに報道されています。ころころ変わる施策や感染

拡大を抑え込むメッセージと政府の行動の違いが、国民の不信感を拡大していると

言わざるを得ない状況です。このような中、国民と接する最前線にある市の職員の

皆さんも大変御苦労があると思いますが、感染拡大を防止するために一層の努力を

お願いして質問に移ります。 

まず最初にお断りをしておきます。通告の中に図書館の運営についてを質問予定

にしておりましたが、打ち合わせの段階で執行部から私の調査資料がネット上にあ

る限られた資料で、信憑性に疑問が示されました。当然のこととして今までも資料

の趣旨を明らかにしてきましたが、このような指摘には遺憾を感じますと同時に、

改めて執行部の資料などを公開いただいて再度質問することにして、この問題は質

問事項から取り下げることにいたしました。 

それでは通告申し上げた、まずはＩＣＴ教育について伺います。中学校は昨年の

４月から、小学校についてはこの４月から全生徒にタブレットが配布され、いわゆ

るＧＩＧＡスクール構想に向けての実践が始まっています。まず伺いたいのは、タ

ブレット導入によるＩＣＴ教育の現状、どのような教科でどの程度の時間数で行わ

れているのか。学校間、各クラス間で格差は生じていないのか。先生の習熟度によ

る課題はないか。また、先生たちに過重な負担になっていないかなどを伺います。 

○教育部長（豊住 章君） 令和３年７月末時点のタブレットを利用しての教育実践の

現状について御説明します。 
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まず授業への活用についてですが、ほぼ全ての小中学校が、特別支援学級も含む

全学年で活用が始まっています。最終学年の児童生徒に限ると、週に数回以上の頻

度で活用されていると報告を受けていることから、徐々に利活用が進んでいると考

えます。 

次に、活用されている教科も国語・算数・社会・音楽・道徳など、総合学習や技

術以外の活用事例が報告されています。しかしながら、活用されている教科に偏り

がある学校も見受けられます。このため、授業支援を行っているＩＣＴサポーター

から、ほかの学校で行われた授業事例や資料などの共有や研修を行うことで、偏り

が解消されると考えています。 

最後に、先生方への負担につきましては、タブレットの配備前と比較すると、負

担は増えていると認識しています。このため、極端な負荷がかからないように研修

や実践についても一律的に進めず、学校とＩＣＴサポーターが相談しながら少しず

つ進めています。 

○１２番（五嶋映司君） 教師の負担増については、今までもＩＣＴが導入される前も、

いわゆる教師の多忙の問題が非常に大きな問題になっておりました。このタブレッ

トの導入、ＩＣＴ教育への進み方が国の施策もあって、一挙に進んでしまいました

ので、たぶん教師の多忙化の問題に対する手当の問題が十分ではないのではないか

という気がいたします。特に、このＩＣＴ教育のタブレットの利用の問題では、教

師の年齢層だとか得手・不得手などが、かなり大きな問題になるような気がします。

そういう意味では今も答弁の中にありましたが、ＩＣＴサポーターの必要性が非常

に大きいと思います。このＩＣＴサポーターは、提携しているベネッセの派遣がそ

の基本になるんだろうと思いますが、ＩＣＴサポーターがどのくらい派遣されてい

て、そして研修がどの程度行われているのか、小学校はまだ半年、５か月ぐらいで

すからなかなか分かりにくいですけれども、中学校に関しては１年半近くですから、

その辺がどうなっているのか御報告をいただければありがたいです。 

○教育部長（豊住 章君） 令和元年度にベネッセコーポレーションと包括支援提携を

結び、ＩＣＴサポーターを配置しています。令和３年５月より学校規模に応じて少

ないところで月２回、多いところで月５回訪問を行っております。 

○１２番（五嶋映司君） 研修の回数などに関しては御報告いただきませんでしたが、

いろいろ調べてみると、やはり先生たちの研修が非常に大事だというような報告も

あるみたいです。サポーターが少ないところで月２回、多いところで月５回、クラ

ス数が膨大ですね、先生の数もたくさんおいでになる。全クラスに配布されている

から。その辺では、ちょっと人数の問題などは即答できなければあれですけれども、

十分と考えられるのか。その辺だけをこの件に関して御感想を伺いたいと思います。 
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○教育部長（豊住 章君） ＩＣＴサポーター数ですけれど、５人程度で各学校を回っ

ております。今のところこの５人の人数で十分足りているとは思っております。 

○１２番（五嶋映司君） 是非、もう少し研修の密度を高めたりなんかをしながら、非

常に御苦労が多いと思いますので、準備が完全にない段階でどんと入ってしまった

ので、是非その辺はいろいろと御苦労もあると思いますが、工夫しながら進めてい

っていただきたいと思います。 

それでは、２番目の項に移ります。教育効果についてという非常に総論的に伺っ

ておりますが、ＩＣＴ、情報技術というのは、いわゆる人工知能というかＡＩがも

のすごく発達して、特に近年このところ将棋の藤井九段がこのＩＣＴをフルに活用

してうんぬんというので、新しい考え方がどんどん出てきたということで話題にな

って、非常に急速に発達しています。そういう意味では、次世代を生き抜くために

は避けて通れないこのＩＣＴの技術の学習課題だと思います。宇城市の教育委員会

では、どのようなこのＩＣＴ教育によって効果を期待されているのか。全国的にも

政府もいろいろなことを言っていますが、これは地域格差がかなりありますから、

全国一律にそれをやるということは非常に難しい。ある意味ではその教育委員会独

自にそういう目標をつくっていかれるのがいいのかなという気がしますが、そうい

う意味を含めての教育効果をどのように期待して、このタブレットの全員配布、Ｉ

ＣＴ教育に向かっておられるのかをまず伺いたいと思います。 

○教育部長（豊住 章君） 短期的には、スマートフォンをはじめとした情報機器を日

頃から扱う年齢がどんどん低下している現状で、ＩＣＴ機器の扱い方を正しく学べ

ることと、長期休校時の学びの保障として、家庭におけるオンライン授業などが選

択肢となることだと考えております。 

長期的には、利用記録から個別最適化された授業や家庭学習ができるようになる

と考えています。ただし、学校の先生方や家庭の保護者に、一定のＩＣＴ知識や情

報共有方法の習熟が必要となります。この部分については、ＩＣＴサポーターから

支援ソフトの操作研修や活用方法提案等で推進しているところでございます。 

○１２番（五嶋映司君） 今の中では、例えば遠隔授業だとかそういうこともおっしゃ

っていますが、ある意味では、もっと明確にこういう目標でというのを決めてかか

っていただくとありがたいという気が、今答弁をお聞きしながら思いました。確か

に今おっしゃったように、このタブレットを全部持って帰ってやるわけですから、

保護者の教育ないしはこの問題に対する習熟度の違いによって、個人格差が非常に

拡大する可能性も感じます。そういうことも含めて、この導入についてはいろいろ

なメリット、デメリットがあるというような報道もあります。さっきも言いました

が、今導入から１年ちょっとと小学校はまだ５か月ぐらいですけれども、その段階
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でのその辺の点検といいますか、こういうデメリットがあってこういう改善が必要

だとか、こういうメリットがあって、こういう意味ではこう伸ばしていきたいとい

うようなことがあれば、お答えをいただきたいと思います。 

○教育部長（豊住 章君） 先ほど議員から御指摘がありましたように、学校の先生方

であったりとか家庭の保護者の方々のＩＣＴに対する知識というものが、ある程度

必要になってくるかと思いますので、その辺の研修を数多くこなしていかなければ

ならないと思っております。 

○１２番（五嶋映司君） 答弁書をいただいておりまして、答弁書の中には大体書いて

あって、今私が聞いていることは、ある意味では打ち合わせの中でいろいろ話しま

したけれども、そういう用意をされていないからなかなか答えにくいのかなと思い

ますけれども、是非教育目標、教育効果に対する目標を御検討いただきたい。例え

ば今の段階ではコロナの問題で、いわゆるオンライン授業問題なんかが非常に課題

になってきていますが、日常的には割とそういう問題は少ないですから、是非その

辺の目標をしっかり改めて御検討いただくことを要望して、次の項目に移ります。 

有害サイトへのアクセス防止措置について伺います。先ほどの答弁の中にありま

したが、子どもたちが小学生も高学年になると、スマホを持っている子も本当に多

くなります。中学生になると、持っている割合は非常に高くなってしまうという状

況があると思います。そのためには、扱い方は非常に若い子たちは高度な扱い方で、

私なんかも孫に教えてもらってスマホの使い方を習うというのが結構しょっちゅう

だし、何か間違えて分からなくなったら修正がきかないから、そういうのは直して

もらうという現実があります。そういう意味では、いわゆるスマートフォンよりも

もっと高度な情報ツールであるタブレット、これで有害サイトへのアクセスは、非

常に容易にできる状況というのがあるのだと思います。ただ、有害サイトへのアク

セスの問題については、地方自治体によってはアクセスを余り制限してしまうと、

本当の使い道が覚えられないという問題を提起して、アクセスをある程度ゆるめる

という状況も分からないではありませんが、そういう状況もある。だから、そうい

う意味ではこの問題は悩ましい問題だと思います。ところで、ただ有害情報がたく

さん流れている中で、子どもたちにいわゆるこういうサイトへのアクセスをいかに

コントロールできるかというのは、今回のタブレットのＩＣＴ教育の中でも全国的

に大きな課題だというのをつくづく思いますが、宇城市ではどのような制限をされ

ているのか伺いたいと思います。 

○教育部長（豊住 章君） 整備した端末から有害サイトへは、ＷＥＢフィルタリング

ソフトを利用して、学校種ごとに一律に閲覧制限をしています。制限している代表

的なサイトとしては、犯罪、暴力、自殺、ショッピング、ギャンブル、不正ＩＣＴ
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技術などに分類されるサイトです。 

ただし、学校から一部のサイトについては制限解除をしてほしいなどの要請があ

れば、協議の上、個別に細かな制限調整を行っています。また、アクセス記録につ

いても９０日間保管をしております。 

○１２番（五嶋映司君） 大体、いろいろな例を見てこれはネット上の情報がほとんど

ですけれども、各所がやられているようなことは、全て宇城市もフィルタリングは

行われているということだと思います。そういう意味では、それ以上のことは期待

するのは無理なのかなと思いますけれども、もう一つは、この有害サイトとまでは

言い切れませんけれども、例えば、タブレットを教育的な部分でうまく使えない子

どもたちが、授業中にＳＮＳをつないでみたり、例えばネットでゲームを始めたり、

そういうＳＮＳにつながることによって犯罪に巻き込まれる問題だとか、ネット依

存症になるという問題がかなり大きな問題になっています。特に高校生ぐらいにな

ると、依存症になる子は非常に増えるんだという報道もあります。そのような事例

はまだ始まったばかりですから、すぐはないかと思いますけれども、そういう事例

のいわゆる端緒といいますか、事例があれば御報告をいただくと同時に、そういう

ものに対しても、ただ有害サイトへのアクセスのフィルタリングではなくて、どう

いうような教育というか、子どもたちに指導をされているのかということもあれば

伺っておきたいと思います。 

○教育部長（豊住 章君） 今のところ、そのような報告は学校の方からは受けていま

せん。 

○１２番（五嶋映司君） なかなか表面に出てきにくい部分もあるかと思いますし、た

ぶんおっしゃるとおり、教育委員会、教育部としてはまだ把握されていないんだと

思います。是非そういうところにもアンテナを張ってしっかり監視をしていく、そ

ういうマニュアルないしそういうものを、是非考えておいていただきたいというこ

とをお願いしておきたいと思います。 

次に、４番目の家庭での利用状況を伺います。先ほどの答弁にも多少ありました

けれども、家庭での利用をどのように使用されているかということですが、これは

今おっしゃったように、学校での利用というのは教育的な利用の問題もありますけ

れども、なかなかそこだけの習得というのは難しい。持ち帰って家庭での利用が非

常に長くなる部分もあると思います。家庭で有効な使用法を子どもたちが習得する

そういう時間も長いと思いますが、そのためには先ほどの答弁にもありましたが、

お父さんやお母さんたちの理解と指導も必要だと思います。地域によっては、先ほ

どもありましたけれども、これに全員参加というのは非常に難しいですけれども、

お父さんやお母さんが参加しての研修会とか、お父さんお母さん向けの指導要領と
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いうものがあるのかどうか、そういうものをどういう形で実施されているのか。さ

れていなければ、そういう実施をしようという計画ないし御要望があるのかどうか

を伺いたいと思います。 

○教育部長（豊住 章君） 令和３年４月から小中学校共に、家庭へ持ち帰って家庭学

習に活用できるようになりました。家庭での利用については、必要に応じて利用履

歴を学校が確認すること、学校から指示された用途以外の目的で使用しないこと、

学校から示される使用ルールについて遵守することなどの事項が記載された同意書

を、保護者から学校に提出していただくことで、家庭利用が可能となることになっ

ております。 

御質問の保護者等への指導につきましては、まだ回数的には研修等をこなしてお

りませんが、今後家庭と保護者等への研修を行う計画をしていく予定でございます。 

○１２番（五嶋映司君） 是非よろしくお願いしたいと思います。それと、これは教育

格差を生じる可能性を含んでいるような気がします。例えば、家庭内でインターネ

ットを利用したり、こういうＩＣＴ技術に関して非常に詳しい御家庭と、そういう

ものに余り縁のない御家庭、得意・不得意が非常にありますし、そうなると、この

利用に対する習熟度はかなり個人差が生じる。最後の部分でも多少その辺に触れま

すが、そういうものをなるべく無くしていく、そうしないとタブレットを導入する

ことによって、逆に個人差を広げてしまう結果になる。だから、優秀な部分は急激

に優秀になって広く進んでいく。しかし、遅れた部分はなかなか追い付けていけな

いと。だからそれは、家庭環境を含めた地域環境もあるかもしれませんが、そうい

う状況が非常に危惧されます。是非その辺もしっかり御検討いただきたいと要望し

て、最後のＷｉ－Ｆｉ環境のない家庭に対する対応についてに移ります。 

一番最初に僕が問題だと思ったのは、これを導入することによってＷｉ－Ｆｉ環

境、要するに情報技術を受け取りできる環境のない世帯とあるところでは、これは

随分違うなと。下手すると、今子どもの貧困化が言われていますが、子どもの貧困

化と問題になっている世帯あたりとは、教育格差がかなり出てくるのではないかと

非常に心配をいたしました。 

そこでまず伺いたいのは、Ｗｉ－Ｆｉ環境がある家庭とない家庭の差がどのくら

いあるのか。そして、Ｗｉ－Ｆｉ環境がない家庭にはどういう対応をされているの

かを伺いたいと思います。 

○教育部長（豊住 章君） 家庭のインターネットの整備状況は、令和２年５月に一斉

調査したところ、全体の約３６％が家庭にインターネットがない状況でした。 

本年度は、低学年の持ち帰りの可否や情報モラル及び操作方法の習熟度、家庭の

個別の事情などを考慮する必要があることから、各学校で調査を行っています。 
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現状、携帯電話のＷｉ－Ｆｉにもタブレットを接続できるため、学校の安心安全

メール運用状況から大多数の保護者の方が携帯電話を保有していますので、ほとん

どの家庭でＷｉ－Ｆｉ環境がある状況と考えています。 

しかしながら、諸事情のため、児童生徒用のＷｉ－Ｆｉ環境を持てない家庭の保

護者が希望する場合には、通信に係る契約や月額利用料について家庭負担ではあり

ますが、モバイルＷｉ－Ｆｉルーターの貸出しを行っているところです。 

通信費の負担の在り方ついては、今後、活用度が高まるにつれて通信費負担が増

大する場合には、家庭学習の教材費の負担の在り方を含めて学校と協議してまいり

たいと思っております。 

○１２番（五嶋映司君） いわゆる学校メールをいろいろ出される。そうすると届いて

いない方が少ないということで、どのくらい携帯電話を持っていないというのが分

かるとおっしゃったから、そういう意味では正確にどの程度どうなのかというのを

調べてほしい。確かに携帯電話を持っていない方はほとんどいない感じがしますか

ら、そういう意味では、そういう方に対してはＷｉ－Ｆｉルーターを無償で貸与し

て、みんながタブレットを使えるようにしているという意味では、少しは安心しま

した。是非本当にどの程度、そのメールは届くけどタブレットは使わせないという

ような状況がある家庭も無きにしもあらずです。この環境の違いによって教育格差

が出てくることを非常に危惧していますので、その辺は是非しっかり調べて数字を

出していただきたいと思います。 

それと最後になりますけれども、この導入はやはり画期的なものです。いわゆる

日本の教育制度そのものが、下手するとシステムそのものが変わってくるのではな

いかという感じがするものですから、それによって教育格差が生じないようにする

ということの必要性をすごく感じました。そして今おっしゃったように、モバイル

Ｗｉ－Ｆｉにつなぐための費用はどのくらい掛かるのかを聞きたいと思いますが、

もう時間が無いので、是非どのくらい掛かるのかというのをしっかり調べておいて

いただきたい。そして通信費がどのくらいになるのか。これはたぶん持っている携

帯電話によってシステムがいろいろ違いますから、一律に言えないのかもしれませ

んがそういうのを是非調べて、その費用については検討するとおっしゃったが、教

育には無くてはならない機器になってしまいましたので、この費用については是非

就学援助などに含めて、そういうものも一緒に就学援助で使えるようなシステムも

是非御検討していただくことをお願いして、私の一般質問を終わりたいと思います

が、この問題は安易に考えていくことではなくて、本当にしっかり考えていかない

と遅れている子は本当にどうしようもなくなってしまう。しかも、そういう子たち

は、学校の授業中にいわゆる依存症を生むような状況をつくり出している、そうな
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らないようお願いして、私の一般質問を終わります。 

○議長（園田幸雄君） これで、五嶋映司君の一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３１分 

再開 午前１０時４０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

１４番、河野正明君の発言を許します。 

○１４番（河野正明君） 皆さん、こんにちは。会派公明党の河野正明でございます。

ただいま議長よりお許しをいただきましたので、通告に従いまして３点について質

問をさせていただきます。 

まず１点目、地域気象防災支援のための気象庁等との取組についてということで

質問をさせていただきます。近年、風水害や地震等の災害が各地で発生をし、政府

や地方公共団体による適時的確な防災対応が一層求められております。気象庁では、

地域防災支援の取組に力を入れて推進をしております。地域交流人材配置による担

当チームを気象台にて編成をいたしまして、担当地域を固定することにより各市町

村固有の課題への対応を含め、市町村に寄り添い、担当者同士の緊密な連携関係を

構築するとされています。具体的な取組として、平常時には気象防災ワークショッ

プ等の開催や防災気象情報の地域ごとの活用についての共有などが行われ、災害時

には早い段階からの記者会見などを実施し、住民に見通しを使えるとともに、ホッ

トラインによる首長への助言なども行うとされております。 

そこで、我が市と地元気象台との連携状況についてお伺いをいたします。 

○総務部長（天川竜治君） 熊本気象台からの取組といたしまして、県内の地域ごとに

担当チーム「あなたの町の予報官」が設置され、平時から顔の見える関係を構築し、

地域防災力の向上に直結する取組を推進されております。 

宇城市においても、気象庁、気象台との連携で、気象・気候等における日頃から

の解説や特性・災害リスクの共有、地域防災計画等の助言など、様々な情報を的確

に市民に伝える対応を行っております。先月の８月１１日から続いた大雨の中でも、

三角地区や松合地区に避難指示を出した際も、今、河野議員から御指摘のホットラ

インによって熊本気象台と結び、早い段階で避難指示を発令することができました。 

今後も気象庁、気象台とは積極的に連携してまいります。 

○１４番（河野正明君） 宇城市においても、気象庁、気象台との連携はしっかりやっ

ていらっしゃるということで理解をいたしました。様々な情報を的確に早く市民に
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伝える対応を行っていらっしゃるということ、また、先月の８月１１日から続いた

大雨の中でも、三角地区または松合地区に避難指示を発令された際も、熊本気象台

としっかりとした連携を経て、そういった情報を市民に流されたということで、早

い段階で避難指示を発令することができたということであります。高く評価をいた

します。今後とも気象庁、気象台と積極的に連携をしていただいて、どうかしっか

りと、また市民の安全安心のために頑張っていただきたいと思います。 

それでは、次の質問に移ります。防災気象情報の受け手であります市町村にも、

気象災害情報の専門家を育成していくことが大切であると思います。内閣府消防庁

等においては、地方公共団体の防災業務を担当する職員を対象とした研修や訓練を

定期的に実施しておられます。これらの研修等において最新の気象行政の動向や防

災気象情報の実戦的な利活用方法等についても、情報の提供をしているということ

であります。このような研修や訓練について、宇城市の参加状況を伺いたいと思い

ます。 

○総務部長（天川竜治君） 先ほど申し述べたとおり、熊本気象台には、日頃から地域

防災会議などに参加していただいております。しかし、現在コロナ禍で対面会議が

できない現状です。そこで、ＷＥＢによる会議や研修内容で、解説等による助言を

いただいております。実際に８月の台風や大雨に関する解説も、ＷＥＢによる顔の

見える関係で説明をいただき、コロナ禍でも実践しているところでございます。 

また、県主催による昨年の７月豪雨を想定した豪雨訓練でも、気象台も含めた各

自治体職員で訓練を行っております。 

今後も県・気象台とは研修や訓練を通して、防災対応など連携して取り組んでま

いりたいと思っております。 

○１４番（河野正明君） 日頃から宇城市においては、熊本気象台から参加をしていた

だいているということで、現状ではコロナ禍において会議とか研修ができないとい

った状況であるということを認識いたしておりますが、その中でもＷＥＢによる会

議または研修内容といった解説等による助言をいただいておられるということであ

ります。８月の台風や大雨に関する解説も、ＷＥＢによって顔の見える関係で説明

をいただいたということで、コロナ禍でも実践をしておられるということで、本当

に評価をいたします。訓練においては、県主催ではありますけれども、昨年の７月

豪雨を想定した豪雨訓練も行っていらっしゃると、またその中には気象台も含めた、

そしてまた各自治体職員で訓練を行われたということで理解をいたしました。今後

も気象台との連携をやっていただいて、しっかりと市民の安全安心のために取り組

んでいただきたいとお願い申し上げ、次の質問に移りたいと思います。 

次の質問は、災害時における聴覚障がい者への情報伝達についてということで質
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問をさせていただきます。地震発生時や近年急増しておりますゲリラ豪雨など大雨

による被害、また台風情報等とテレビやラジオからの気象、防災情報をはじめ、い

ざというときの避難情報は命に関わるとても重要なものですが、聴覚に障がいのあ

る方々にとっては、画面に表示される文字や記号による情報に頼らざるを得ません。

そこで、災害時における聴覚障がい者への情報伝達について、本市の現状と課題に

ついてお伺いをいたします。 

○総務部長（天川竜治君） 災害時における聴覚障がい者への情報伝達の現状は、防災

無線での放送内容を宇城市情報メールやＬＩＮＥなど、ＳＮＳによる情報発信を行

っております。また、熊本県情報共有システムとの連携により、携帯電話へのエリ

アメール緊急速報、Ｙａｈｏｏアプリから発信される防災情報、各テレビ局の画面

に流れて表示されるテロップ情報など、様々な形で情報発信を行い、いち早く市民

へ情報が伝わるよう取り組んでおります。 

今後も、１人でも多くの方に宇城市情報メール等の登録をしていただき、積極的

に活用していただけるよう周知啓発を図ってまいります。 

○１４番（河野正明君） 災害時における聴覚障がい者への情報伝達の現状は、防災無

線での放送内容を宇城市情報メールまたＬＩＮＥなどで、ＳＮＳによる情報発信を

行っておられるということで理解をいたしました。聴覚障がい者の方は、防災無線

がせっかくありますけれども本当に聞こえない。また、停電等によってテレビが映

らない場合は、その気象情報のテロップあたりを見て情報の収集をされるわけです

けれども、それも見えないということ。もう音しかないわけですよね。ですから今

言われたとおり、私は本当にメールやＬＩＮＥ、ＳＮＳによる情報発信というのが、

もう聴覚障がい者の方にとっては命の綱であるということでございます。大変重要

なことであると思います。 

そこで、再質問になりますけれども、聴覚障がい者の手帳取得者数は現在何人お

られるか。また、聴覚障がい者への情報伝達はどのように行っておられるのかとい

うことで、また聴覚障がい者の課題はどこにあるのか。またその課題に対して、行

政はどのような対応をしておられるのかお伺いをいたしたいと思います。 

○健康福祉部長（岩井 智君） 本市で聴覚障がいによる身体障害者手帳を取得されて

いる方は、８月１８日時点で４５４人であります。 

聴覚障がい者への情報伝達については、防災行政無線などの音声による情報が伝

わりづらいことから、市のホームページ、メール、ＬＩＮＥまたは熊本県ろう者福

祉協議会や手話サークルの会員の方によるメール、ＬＩＮＥ、ＦＡＸなどが主な情

報伝達手段となっております。 

また、災害が発生した際に、自力で避難することが困難な聴覚障がい者の方につ
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いては、各行政区長及び民生委員などによる災害情報の伝達や移動等の支援が行わ

れているところであります。 

なお、災害時の避難に配慮を要する方については、事前に行政区長及び民生委員

などからの情報を通して避難行動要支援者名簿に登録されており、８月末時点での

登録状況は６,２８５人であります。そのうち聴覚障がい者の方の登録者数は７５

人という現状です。 

現時点において、聴覚障がい者の方の宇城市情報メールやＬＩＮＥ等への登録件

数は把握できておりませんが、一部の聴覚障がい者の方から、宇城市のＬＩＮＥを

登録してすごく便利になったとか、助かっているなどという意見をいただいており

ます。 

聴覚障がい者の方にとって、メールやＬＩＮＥ等の活用は緊急時に必要不可欠な

情報収集の手段であり、災害から自身の身を守る重要な通信ツールであります。今

後は、本庁及び各支所窓口等においてメールやＬＩＮＥのＱＲコードを設置し、一

人でも多くの方に登録していただき、災害時の情報収集ツールとして活用していた

だけるよう、周知啓発を行ってまいります。 

○１４番（河野正明君） 聴覚障がい者の手帳取得数ということで、８月１８日時点で

４５４人の方が取得をされているということで理解できました。伝達方法について

は、防災行政無線等の音声による情報が伝わらないということで、市のホームペー

ジであったり、メール、ＬＩＮＥ、そしてまた熊本県ろう者福祉協議会や手話サー

クルの会員の方などによるメール、ＬＩＮＥ、ＦＡＸなどが、主な情報伝達手段と

なっているということで理解ができました。また、このもう一つの避難行動要支援

者名簿に登録されておられる登録者数が、８月末時点で６,２８５人おられると、

そのうち聴覚障がい者の方の登録者数が７５人となっている。身体障害者手帳を取

得されている方が４５４人おられて、避難行動要支援者名簿には７５人と少ないで

すね。こういったところも今後の検討も課題になろうかと思いますので、しっかり

取り組んでいただきたいということと、また現時点では、メールまたＬＩＮＥ等へ

の聴覚障がい者の方の登録件数でありますけれども、今の時点では把握できていな

いということですね。この点もしっかりと今後把握をしていただけるようにお願い

をしたいと思います。また、聴覚障がい者の方にとっては、メールやＬＩＮＥ等の

活用は本当に緊急時に最も欠かせない情報収集の手段であります。災害から命を守

る非常に重要な通信ツールでありますので、どうか今後一人でも多くの方に登録し

ていただき、災害時の有用手段としてしっかりと活用していただきますよう、周知

の啓発というのもしっかりと図っていただきますよう強く要望いたしまして、次の

質問に移りたいと思います。 
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最後になります。３番目の企業版ふるさと納税についてということで質問をさせ

ていただきます。地域活性化に貢献した企業の税負担を軽くする企業版ふるさと納

税の制度を使って、企業から寄附を集めようという自治体が増えています。寄附集

めには国の認定が必要で、認定自治体の数は現時点で約１,１９４、実際に約１年

間で２.８倍に急増をいたしました。昨年の春から税の軽減割合を引き上げ、手続

きも大幅に簡素化して効果が出ているということで、本市としても厳しい財政運営

の一助にと大いに期待をしていいのではないかと思います。 

そこで、企業版ふるさと納税を活用した事業展開に向けての地域再生計画と推進

状況についてお伺いをいたします。 

○企画部長（西岡澄浩君） 企業版ふるさと納税は、国が認定した地方公共団体の地方

創生プロジェクトに対して、企業が寄附を行った場合に法人関係税から税額控除す

る仕組みです。 

本制度は、令和２年度より、地方創生の更なる充実・強化に向けて、地方への資

金の流れを飛躍的に高める観点から大幅に見直されました。これにより企業の損金

算入による軽減効果、寄附額の約３割と合わせて、最大で寄附額の約９割が軽減さ

れ、実質的な企業の負担が約１割まで圧縮されるなど、より魅力的な仕組みとなり

ました。 

また、企業にとってはＳＤＧｓの達成など社会貢献につながり、地域資源などを

活かした新事業の展開ができるなどのメリットがあり、地方公共団体にとっては、

地方創生事業の充実・強化などのメリットがあるなど、ＷＩＮ－ＷＩＮの関係が成

立します。 

本制度が拡充されたことを踏まえ、ＵＫＩＮＩＳＵＭを基本理念として掲げてい

る第２期宇城市まち・ひと・しごと創生総合戦略を踏襲した地域再生計画の申請が

可能となったことから、本市では令和２年度に国に対して申請を行い、認定を受け

ました。実施期間は令和７年３月３１日までとなっています。 

これまでに、市の魅力を発信する事業や交流人口の拡大につながる取組に対して、

２つの企業から寄附の申出があっているところです。第２期総合戦略の基本理念で

もあるＵＫＩＮＩＳＵＭを踏まえ、誰もが魅力を感じるまちづくりの実現につなが

るよう有効に活用していきたいと考えています。 

今後もプロジェクトの立案・磨き上げを行い、市の地方創生に資する取組ができ

るよう、積極的に推進していきたいと考えています。 

○１４番（河野正明君） 本市では、令和２年度に国に対して申請を行っておられます。

そして認定を受けられました。これまでに、市の魅力を発信する事業であったり交

流人口の拡大につながる取組に対して、２つの企業から寄附の申出があっていると



－ 89 － 

いうことで、本当に評価をいたします。これは、答弁でもありましたとおり、企業

にとってはＳＤＧｓの達成また社会貢献につながるということ。また地域資源など

を活かした新事業の展開ができるといったメリットがあるということと、本市にお

いては、地方創生事業の充実・強化等のメリットがあります。といったことで、本

当にこの制度はお互いにメリットがありますので、大いに推進をしていただきたい

と強く要望をいたしたいと思います。また、私が調べましたところ、これは企業版

ふるさと納税の活用事例ということで１つ紹介をさせていただきますと、これは山

形県南陽市の活用事例でございますが、コロナ禍で生活に影響を受けている同市出

身の学生を支援しようと、企業版ふるさと納税を活用した食の支援事業を始められ

た。食は南陽産の米、南陽グルメセット、そして南陽スイーツセットのいずれかを

学生に送ると。南陽市の公式ＬＩＮＥで７月末までに申込むとなっているそうです。

南陽市では故郷南陽も食を送ることで、若い世代との新たなつながりをつくり、将

来Ｕターンなどで人口を拡大する狙いがあるとしております。山形県内の５つの企

業から各社１０万円の寄附を受けて、南陽市出身で県外に居住しながら大学、専門

学校などに在学をしている学生に食の支援を実施するということで、南陽市に住所

がある保護者がいることが条件であるということでございますので、どうか市の貴

重な財源となりますので、今後本制度の積極的な活用と企業の推進というのを期待

いたしまして、時間はまだ余っておりますけれども、これで私の質問を終わらせて

いただきたいと思います。 

○議長（園田幸雄君） これで、河野正明君の一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０７分 

再開 午前１１時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

６番、高橋佳大君の発言を許します。 

○６番（高橋佳大君） 皆さん、こんにちは。６番、高橋佳大です。議長のお許しを受

けたので、大きく４つの質問をいたします。時間が３０分ということで早速質問に

入らせていただきます。 

まず１番目の孤立・孤独についてです。このコロナ禍によって長引く自粛や交流

を制限される中、ストレスや引きこもりなどの精神的な不安の解消などへの市民へ

の対応や、学校生活における児童生徒は日頃の観察が必要であると思うが、学校で

の取組はどのようにされているのか。また、自ら訴えられない内向的な子どもへの
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対応はどのようにされているのかお伺いします。 

○健康福祉部長（岩井 智君） 市民、特に高齢者への相談対応について、まずは健康

福祉部の方からお答えします。 

令和２年２月２１日に、熊本県内で初めて新型コロナウイルスの感染者が確認さ

れ、約１年７か月が経過し、市民、特に高齢者への支援が一時的・中期的に途絶え

る状況の中において、地域交流の場であるサロンや百歳体操などの活動制限がなさ

れました。 

これに伴い、高齢者のフレイルや認知機能の低下等を回避するため、またストレ

スによる精神的な不安を解消するための相談窓口として、総合相談センター、地域

包括支援センター、民生委員等の地域での見守り、ケアマネージャーによる支援対

応を行っております。 

具体的には、１点目の総合相談センターは、宇城市社会福協議会内に令和２年４

月から、生活困窮者等への生活支援を含めた総合的なワンストップ相談窓口として

開設しております。 

２点目の宇城市地域包括支援センターでは、介護保険法に基づく中核機関として、

高齢者等の相談に対応できるよう２４時間３６５日の相談窓口を設置し、高齢者の

心身の状況や生活の実態、必要な支援等を幅広く把握し、地域における適切な保

健・医療・福祉サービスの利用につなげる等の支援を行っております。 

また、３点目は地域支援として、民生委員児童委員の皆様方の御協力の下、避難

行動要支援者名簿等による見守り支援や地域消防団等による見守りボランティアを

通して、地域の互助力を活用した相談体制を整えています。 

さらに、４点目の介護保険制度による要介護・要支援認定者については、それぞ

れケアマネージャーが相談窓口として、ケアマネジメントによる医療・介護・福祉

サービスの支援がなされています。 

一方、国においても新型コロナウイルス感染症の拡大により、高齢者等の孤立は

さらに進むものと懸念しており、本年２月に内閣府内に孤独・孤立対策担当室が設

置され、深刻化する社会的な孤独・孤立問題について総合的な対策を推進する体制

が整備されております。 

本市としても高齢者の孤独・孤立対策として、コロナ禍の状況を鑑み、関係団体

等と連携を取りながら、現状の４点方向の支援体制をさらに充実させるよう対応し

てまいります。 

○教育部長（豊住 章君） 学校における児童生徒への対応についてお答えいたします。 

昨年度から続くコロナ禍の状況の中、児童生徒は制限された中で家庭や学校での

生活が長く続いています。制限を長期間受けることで、ストレスを多く抱えている
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児童生徒の増加が心配されています。 

そのような児童生徒への相談窓口として、県と市が一体となって相談窓口を設置

し、児童生徒が常時活用できるように整備しています。相談に関しては能動的なも

の、受動的なものがありますが、自ら積極的に相談できない児童生徒のことを配慮

する必要があります。 

各学校におきましては、１つ目にアンケートの実施、２つ目にそのアンケートを

基にした担任との面談、３つ目に必要に応じて養護教諭との面談、４つ目にさらに

必要に応じて保護者の了解を得た上でのスクールカウンセラーによるカウンセリン

グなどを実施しています。 

このような体制を整えていますが、一番大切なのは日々関わる学校職員が、児童

生徒のわずかな変化に気づくことです。そして、児童生徒とのコミュニケーション

から、不安やストレスを少しずつ取り除くことだと考えています。 

学校では、朝の正門に校長等が立ち、児童生徒と挨拶を交わす中で、児童生徒の

表情やしぐさの変化に気づき、担任や養護教諭等と情報を共有して早期の対応に当

たっている例もあります。このように、全ての教職員が全ての子どもたちを見守っ

ていくことが大切です。 

日常の活動として一番大切なものが、担任やほかの教職員による観察や声掛けで

す。また、コロナ禍における工夫した教育活動の実施や、日々の児童生徒同士の感

染防止を意識した中での交流は、ストレス解消を施す最たるものであります。感染

予防は必須条件ですが、教育活動を止めないことも重要だと考えます。 

自ら訴えられない児童生徒への効果的な取組としては、担任の観察、生活ノート

のやり取り、アンケート、教育相談の実施等で対応しています。 

なお、学校で実施しているアンケートは、熊本地震及び新型コロナウイルス感染

症に係る児童生徒の心のケアに関する調査、心と体の振り返りシートを６月と１０

月の２回、また、いじめ早期発見等を目的とした心のアンケートを１１月から１２

月にかけて１回の年間で３回ほど実施しております。 

○６番（高橋佳大君） 答弁の中で、ストレスによる精神的な不安を解消するための相

談窓口として４点あり、１点目は、昨年４月から社会福協議会内に総合的なワンス

トップ窓口総合相談センター。２点目に、高齢者等の相談に対応できるよう２４時

間３６５日の相談窓口で、心身の状況や生活の実態、医療などの窓口、宇城市地域

包括支援センター。３点目の民生委員児童委員の協力の下、避難行動要支援者名簿

による地域消防団等の見守りボランティア。４点目は、要介護・要支援認定者には、

ケアマネージャーなどの要望に応じて適材適所の配置の体制で、４つの充実した相

談窓口を開設されています。これにもう一つ加えるならば、今までの行政は、困っ



－ 92 － 

たときには市民に来てくださいというような受け身の姿勢だったと思いますが、こ

れからは地域の実情に詳しい民生委員たちと協力をされて、気がかりになるような

住民の方がいれば、行政側からも先に手を伸ばす方法も考えていかれて、早期発見、

早期対応が大事ではないでしょうか。 

また、学校生活においての相談窓口は、県と市が一体となって設置され、児童生

徒が常時に活用できるよう整備されているようです。相談には能動的なものと受動

的なものがあり、積極的に相談できない子どもたちへの配慮をする必要もあるとし

て、アンケートの実施、そのアンケートを基にした教育相談・担任との面談、必要

に応じて養護教諭との面談、さらに必要に応じて保護者の了解を得た上でのスクー

ルカウンセラーによるカウンセリングの４段階に分けての実施とあります。 

私が前に聞いた話では、アンケートは年に２回ぐらいと聞いておりました。そし

て今コロナ禍の最中でございます。新しい生活様式の中で、今までにない不自由な

生活と若年層へのコロナ感染が広まっており、子どもたちも見えない恐怖の中で、

不安も一層高まっていると思います。アンケートも、孤立させない自分をさらけ出

す１つの手段であると思います。せめて２か月か３か月に１回ぐらいの実施はいか

がかと思います。心のケアをよろしくお願いいたします。そしてコロナ禍などによ

るいじめや差別は、絶対無きように指導を徹底していただきたいと思います。また、

自分から訴えられないような児童生徒には、効果的な取組として担任の観察、生活

ノートのやり取り、アンケート、教育相談の実施とあります。この点が最も重要な

ところで、内向的な性格の人はいろいろな問題、出来事を自分一人で抱え込み、発

散できずにストレスをため込む児童生徒には、日頃の観察によって気配り目配りを

してもらい、ＳＯＳに早めに気づくことが問題解決につながると思います。コロナ

禍における孤独・孤立の現状は、全国でも数多くの問題を醸し出しています。本市

も例外ではないかもしれません。２日前の熊日の新聞でも、「不安、孤独なりやま

ず」といった見出しがありました。外出・交流の制限で人と会うことが難しくなり、

家庭内のストレスの増加、困窮する子育て世帯、コロナうつ、オンライン授業によ

る新入生に友だちができないと様々な弊害が生じています。多くの人が孤独や孤立

を身近に感じているかもしれません。市民、教育の現場でもいつまで続くか分から

ない、このコロナ禍の状況を鑑みながら、更なる支援体制の強化、窓口の充実をお

願いいたします。 

次の質問に入ります。２番目のコロナ禍についてです。昨年１月から突然世界中

にウイルスの感染が広まり、現在にわたっていまだに猛威を振るっております。そ

のために、国・県・市も社会全体で疲弊している現状に、昨年から数々の支援策を

打ち出されました。そして現在至っております。本市も令和２年度は、独自の景気
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浮揚対策として１００％のプレミアム付商品券をはじめ、数々の救援策を講じられ

てきましたが、企業などの解雇、一時的な雇止めの経済的に苦しい中で生活をして

いかなければなりません。特に緊急事態宣言の中で、行政の要請でやむなく時短営

業をされている飲食業やそれに付随する事業者の方々は、断腸の思いでの日常生活

を送っておられることだと思います。ある知事が、これはまさに災害であると言っ

ておられました。災害にはそれなりの税金を投入する必要があると思います。 

そこで、経済的に厳しい状況にある業種などに対して、令和３年度の支援策はあ

るのかお尋ねします。 

○経済部長（黒﨑達也君） まず、経済的に厳しい状況にある職種について、市が実施

した事業結果を基にお答えいたします。 

昨年度に実施した事業実績としまして、経済部におけるコロナに負けない１０

０％プレミアム付商品券第１弾と第２弾及び健康福祉部における宇城市子育て応援

商品券の大まかな実績を見ますと、換金総額は２２億５,３５５万７,０００円です。 

商品券が使用できる登録事業所は全体で５９９件ございました。そのうち実際に

市民が利用した事業所は４２１件です。 

また、業種別の上位を申し上げますと、小売業が１９億４,３０９万８,０００円

で８６.２２％、飲食業が７,２４９万６,０００円で３.２２％、サービス業が４,

２８１万６,０００円で１.９％などとなっています。 

１枚１,０００円の商品券であり、小分けして使えるという特性から圧倒的に多

くの小売業で使われたことが分かります。 

また、先に述べました市民から利用された４２１事業所のうち、１事業所当たり

の最大換金額は１億８,２７２万５,０００円で、最小換金額は４,０００円です。

各事業所での利用数にも大きな差があることが分かります。なお、利用されなかっ

た事業所は１７８件あるということです。これは実に全体の３０％にあたります。 

さらに、市が期待した飲食業での使用率は３％弱であり、厳しい状況にあること

もうかがい知れます。 

この結果は、市民が選択したものであり、これからも類似した経済の流れになる

ものと推測できます。 

このことから、市としましては、経済的に厳しい状況にある職種は、商品券の恩

恵を余り受けていない事業所や、新型コロナウイルス感染症の拡大により、早くか

ら時短要請などの営業制限があった飲食店、また、飲食店に付随する各種の事業所

であると判断しております。 

具体策は現時点ではまだ申し上げられませんが、長期化する新型コロナウイルス

の蔓延により、経済的に厳しい状況にある職種を支援するためには、国や県の交付
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金など財源の確保も図りつつ、市民である消費者側の心理と経営者である事業者側

の要望をマッチさせた施策を、いかにタイミングよく実施するか、しっかりと見極

めつつ準備を進めてまいりたいと考えております。 

○６番（高橋佳大君） 昨年度の１００％プレミアム付商品券第１弾と第２弾で、換金

総額が２２億５,３５５万７,０００円とあり、約９割の使用率が小売業で、市の事

業所にはかなりの経済効果をもたらした感じがいたします。しかし、その陰で市が

期待した飲食業で使用されたのはわずか３％弱で、余り恩恵を受けていないことも

察しできます。しかし、これはこれで市民が選択したことですので致し方ありませ

ん。肝心なことは今後の取組だと思います。答弁に、具体策はまだ申し上げられな

いが、消費者側の心理と経営者である事業者との要望をマッチさせ、タイミングよ

くしっかりと見極め施策を実施する準備を進めていくという前向きな答弁で感謝申

し上げます。もし次回本市の支援策が実施されれば、反省を踏まえて恩恵の少なか

った業種やそれに付随する業者などに重点を置かれ、一時的な一過性に終わるよう

な景気対策ではなく、なるべく持続的に応援できるような取組をお願いします。 

次の質問に入ります。３番目の少子化対策です。県下２市１５町村で実施されて

いる結婚新生活支援事業は、少子化対策、子育て支援、定住・移住の促進などの要

素を併せ持った事業である認識しております。この事業の概要と、今後本市でも検

討される余地はあるのかお尋ねします。 

○健康福祉部長（岩井 智君） 結婚新生活支援事業は、結婚に伴う新生活のスタート

アップに係る家賃や引っ越し費用等を地方公共団体が支援する場合、その費用に対

し国が補助する事業です。対象は、夫婦共に３９歳以下かつ世帯所得が４００万円

未満で、１世帯当たりの支給上限額は３０万円となっております。 

この事業は、都道府県が主導して取り組む場合は、要件により補助率や補助上限

額が上乗せされ、令和３年度は、熊本県でもこの取組が実施される予定です。県内

においては、２市１５町村が地域振興や定住促進等を目的に実施を予定されており、

本市の本年度の実施予定はございませんが、高橋議員の御提案を受け、来年度以降

国へ申請いたします。 

また、少子化対策は、関連分野において多面的かつ継続して取り組む必要がある

と認識しております。少子化対策の中の１つである子育て支援施策については、現

在実施している不妊治療費助成、子ども医療費助成、保育園や認定こども園などで

の副食費助成やひとり親支援等を継続的に実施し、関係部署と連携を取りながら、

安心して子どもを産み育てられる環境づくりに今後努めてまいります。 

○６番（高橋佳大君） 新生活のスタートアップに係る家賃や引っ越し費用等を地方公

共団体が支援する場合、その費用に対し国が補助する事業とあり、対象は、夫婦共



－ 95 － 

に３９歳以下かつ世帯所得が４００万円未満で、支給額の上限は３０万円とありま

す。しかし、これに都道府県が主導して取り組む場合は、要件により補助率や補助

額が上乗せされて、かなりの有利な額になると聞いております。令和３年度からは、

熊本県でもこの取組が実施される予定となっており、本市でも本年度の実施予定は

ないけれども、来年度以降は国への申請を行うとあり、ありがとうございます。ま

たこの事業は、ほかの１５町村の現状から見て、過疎対策事業として取り組んでお

られるようにも見受けられます。本市にも２町の過疎地域があり、その地域から人

を流出させない、地域の活性化のために現状維持の人口振興策として取り組んでほ

しいと思います。 

次の質問に入ります。４番目の公費負担選挙についてです。公費負担制度は、お

金のかからない選挙を実現するとともに、立候補者の機会や候補者の間の選挙運動

の機会均等を図るため、一定の範囲で国や地方公共団体が立候補者に選挙の一部を

負担する制度とあります。先の定例会の一般質問で、公費負担について質問されま

したが、自動車やポスター代を公費負担した場合、前回の予算の約２倍の額の予算

が必要になってくるとあります。 

そこで、一度に全額負担が財政上厳しいなら、部分的な公費負担の考えはないの

かお尋ねいたします。 

○総務部長（天川竜治君） 令和３年第１回宇城市議会定例会一般質問の際に答弁しま

したとおり、公職選挙法では、お金のかからない選挙の実現、立候補者の機会均等

や候補者間の選挙運動の機会均等を図る手段として、選挙公営制度が設けられてお

ります。 

本市では、合併前の宇城西部五町合併協議会における選挙の取扱いの協議事項調

整内容を見てみますと、新市議会議員及び新市長の選挙における選挙運動の公費負

担に関する取扱いについて、新市議会議員及び新市長の選挙における選挙運動の公

費負担に関する条例については当面制定しない。その具体的内容は、財政面での負

担が大きいことや、税金を選挙運動へ支出することの住民感情から制定している市

が少ないとあります。 

今回、市長選挙及び市議会議員選挙において、公費負担対象となります自動車・

ビラ作成・ポスター作成を基準限度額で試算しますと次のとおりとなります。 

まず、市長選挙において、自動車７日間・ビラ１６,０００枚・ポスター２４１

か所を公費負担した場合、立候補者一人当たり１００万８,８３４円となり、仮に

２人の立候補者で２００万円強の負担となります。 

一方、市議会議員選挙において、自動車７日間・ビラ４,０００枚・ポスター２

４１か所を公費負担した場合、立候補者一人当たり９１万８,７１４円となり、現
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在の定数２２人に対し仮に２７人の立候補者で２,４８０万円強ということになり

ます。 

この公費負担額は、前回の市議会議員選挙で支出した総費用と同額程度となり、

公費負担制度を施行することで、これまでの２倍の額の予算が必要となることにな

ります。 

なお、公費負担の対象となる得票数は、市長選挙においては、候補者の得票数が

有効得票の総数の１０分の１以上、市議会議員選挙においては議員定数をもって有

効得票の総数を除して得た数の１０分の１以上であり、届出のあったもので上限金

額以内についての費用が負担されます。前回の市議会議員選挙を例に例えますと１

４１票以上得票すれば、公費負担の対象となります。 

様々な地域課題に対し民主的な合意形成を進めていくために、市議会の役割は大

変重要なものであると認識しております。引き続き公費負担につきましては、調査

研究してまいります。また、今回質問されております部分的な公費負担についても、

併せて調査研究してまいります。 

○６番（高橋佳大君） この問題は、平成１４年から平成１６年に行われた宇城西部五

町合併協議会の中で、財政の負担の面から公費負担は当面はしないとあり、その当

面とはいつまで続くのでしょうか。公費負担を導入されている県下５市のように、

合併当初から決めるまではいかなくても、１０年ぐらい経過したら一度議論して見

直すなどを文書に明記があれば、この公費負担制度も議論の土俵に上がっていたの

かもしれません。本市も合併して約２０年、人間に例えるなら成人して一人前の大

人です。本市も県南では面積、人口と県北の自治体と対等するぐらいの風格と誇り、

プライドの自覚できる宇城市にしていかなければならないと思います。この制度自

体が、選挙にはお金がかかるから立候補者が少なく、無投票にならないように、優

秀な人材が埋もれないように、議会の活性化と選挙運動の機会均等を図るものであ

り、お金のかからない選挙の実現に向けて身分や経済的な格差に関係なく、若い方

がどんどん政治に参加される環境づくりをするのも、我々議員の務めだと思ってお

ります。県内の町村でも、この公費負担制度を導入しているところが多くあります。

部分的な負担と思っていましたが、まずは制度を広く市民の方々に周知し、理解し

てもらい、今後は議会改革特別委員会などで存分な議論をして、条例などの制定に

前進したらいいと思います。これで私の一般質問を終わります。 

○議長（園田幸雄君） これで、高橋佳大君の一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５０分 
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再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

５番、坂下勲君の発言を許します。 

○５番（坂下 勲君） こんにちは。５番、彩里、坂下勲でございます。通告に従い、

質問させていただきます。 

先月１１日から停滞前線の影響により、全国各地で雨が降り続き、人的・物的被

害が発生しました。お亡くなりになられた方に謹んでお悔やみ申し上げますととも

に、被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。本市職員におかれても連

日の災害警戒、避難所運営など、御労苦に対し感謝と敬意を表したいと思います。

災害時、現在基本的に６か所の防災拠点センターを開設しています。台風の際は旧

松合小学校体育館を開設していますが、８月１２日の１７時００分、三角地区全域、

不知火町松合地区に土砂災害のおそれがあるため、警戒レベル４避難指示を発令し

ました。そのことを受け、三角地区全域、不知火町松合地区におられる方は避難所

や安全な親戚、知人宅などに避難してくださいと発令され、三角町では青海小学校

体育館が追加されました。しかしながら松合校区には一人暮らしの老人が多く、ま

た不知火防災拠点センターまで行けない人が多くおられます。旧松合小学校体育館

は、土石流警戒区域内ですから外されたのだと思います。松合地区の住民からはど

こに避難すればよいのか、不知火防災拠点センターまでの移動手段がないので行け

ないなど、平成１１年の高潮災害が脳裏をかすめ、不安の声が挙がりました。気持

ちは十分分かります。高潮災害から２２年、体験された人の話によると、完全な防

災は不可能、自分の命は自分で守る、早めの避難しかないと話しておられます。本

市には、高齢者の一人暮らしが多数おられます。三角町郡浦大岳地区では２８７人、

不知火町松合校区は１８１人、小川町海東地区は１５４人で、防災拠点センターま

では地理的要因、主要道路の冠水などで容易に避難できない可能性があります。今

後、防災拠点センター以外に青海小学校体育館、海東小学校体育館、松合体育館の

開設は是非必要かと思いますが、お尋ねします。 

○総務部長（天川竜治君） 先月８月上旬の台風時には、６か所の防災拠点センターと

旧松合小学校体育館を開設いたしました。旧松合小学校体育館の開設に至った経緯

は、平成１１年の高潮災害により甚大な被害が起きたことを教訓に、今回の台風最

接近で海面の潮位が高く、高潮のおそれがあることから、沿岸部より離れた避難所

として開設いたしました。 

先月の大雨時に青海小学校体育館を急遽開設しましたのは、避難指示発令に伴い、

国道２６６号三角分署周辺の道路冠水の懸念から追加で開設いたしました。しかし
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ながら、避難指示発令において避難者なしの状況でありました。 

今後も防災拠点センターを中心に、市民が安心できる避難場所として災害に対応

できる施設を開設していきます。まずは、安全である各防災拠点センターへの避難

をしていただくよう徹底周知を図ってまいります。 

○５番（坂下 勲君） 三角町郡浦大岳地区、不知火町松合地区、小川町海東地区の高

齢者などは、防災拠点センターまで容易に行ける距離ではありません。避難所が増

設になると、職員の対応も増えることは心苦しいところもありますが、市民の安

心・安全を守るため第一義として、是非とも御理解いただきたいと思います。すば

らしい松合体育館があります。なぜ開設しないのか。雨漏りが原因と聞き及んでお

ります。避難所に特化した場合、緊急事態を考えると早急な修繕が必要かと思いま

す。危機管理的に希薄に感じますがどうですか、お尋ねします。 

○総務部長（天川竜治君） 松合地区において旧松合小学校体育館を開設しなかった理

由として、土石流の危険区域内であり、また松合体育館においては、雨漏りで避難

所としての使用が厳しい状況でありましたので、開設を行いませんでした。 

○教育部長（豊住 章君） 松合体育館につきましては、体育施設としての統廃合の是

非や利用状況等を踏まえながら、改修の是非を含めた対応策を今後検討してまいり

ます。 

○５番（坂下 勲君） 現在、社会体育施設として活用されていません。早く改修して

利用できるようにしてください。住民は待ち望んでおります。また避難所として開

設できるように修理を早急にしてください。平成２８年４月の熊本地震では、宇城

市全体で避難された方は一時約１万人以上を超えておりました。震災直後の車中泊

避難、テント避難、軒先避難など被災者が多数発生しました。また、地域によって

は指定緊急避難所以外の避難所として、区の公民館が使用されました。公民館、社

会福祉施設などをはじめ、市が把握しているだけで２７か所が使用されています。

これらの施設は、区及び自主防災組織によって開設、運営されました。今後大規模

災害が発生したとき、区及び自主防災組織によって公民館などを開設、運営する必

要があります。市職員の負担を少しでも軽減できるよう、自主防災組織による公民

館等の開設、運営を私は推進したいと考えておりますが、そうした場合、市として

どのような支援策があると考えているかお尋ねします。 

○総務部長（天川竜治君） 公民館などの自主避難所におきましては、自助・公助・共

助と叫ばれる中で、最も重要な避難場所として考えております。指定された避難所

までは距離がある、また避難所まで行く手段がないなど、ハザードマップ等で安全

の確認ができれば、地域の方が歩いてでも避難ができる地区の公民館も最も安全な

避難所だと思われます。 
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また昨年、自主防災組織へコロナ感染症避難所分散対策として補助金の交付も行

っています。 

自主防災組織の育成、自主避難所の運営や災害対策におけるアドバイスなど、本

年４月に御領５区が実施した活動内容を参考に、組織の活性化へ向けた取組を進め

てまいります。 

○５番（坂下 勲君） 今後は地区公民館などを開設し、自主運営するためにも自主防

災組織連絡会と連携を取り、地域の公民館などを含め指定避難所以外も緊急の避難

所として活用し、地域住民の安心安全のために更なる防災体制の強化に努めてくだ

さい。 

本年、第２回定例会の自主防災組織についての一般質問の中で、災害協定により、

救助用ボートは被災時企業から補充する形で対応、また、今後消防団とも協議を行

い、想定される災害に向けて対応可能な体制づくりを進めていくと、総務部長の答

弁がありましたが、現状は消防団と協議されず、まだ配置できてない状況です。 

平成１１年の不知火町の高潮災害では、小舟・ボート等で消防団及び住民により

救助したことがあります。昨年の熊本豪雨災害をはじめボートの必要性が再認識さ

れております。常備消防の各署・各分署に配置されておりますが、消防・警察・自

衛隊が現場まで到着できないとき、また到着に時間がかかる場合、地元消防団員の

初動動作が必要と思われます。救助隊が災害現場に到着できない場合あるいは時間

を要する場合、浸水による歩行困難な道路で安全かつ迅速に避難・救出・救助をど

のようにするかお尋ねします。 

○総務部長（天川竜治君） 救助用ボートにつきましては、６月議会でも溝見議員の一

般質問に答弁していますとおり、宇城市では河川の氾濫だけではなく、海上での人

命救助等にもボートが必要だと認識しております。 

実際に、８月の大雨時において、三角町中村地区の国道２６６号、同じく中村地

区及び波多地区の市道東港金桁線など、数回にわたり道路冠水が発生し通行規制も

行われております。このような実情を踏まえ、消防団とも早期協議を行ってまいり

ます。 

また、浸水による安全かつ迅速な避難・救助・救出については、命を守るために

必要な人員・資機材の確保も必要となってまいります。想定される災害に向けての

体制づくりを考え、まずは、避難場所への早期避難、建物内の垂直避難など命を守

る行動に取り組んでいただくよう徹底周知してまいります。 

○５番（坂下 勲君） 参考までにですが、歩行可能な水深は一般的には大人の男性７

０センチ、女性５０センチと言われております。救助法の３Ｓ、シンプル（簡単な

方法）、スピーディ（迅速に）、セーフティ（安全に）を原則とした救助ができる
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よう有事に備えて訓練をしてください。 

河川の氾濫による市街地の浸水、道路の冠水など、管内には波多・金桁地区をは

じめ浸水・冠水箇所が多く、救助用ボートの配置が不可欠と思われますので、早急

な配置が必要ではないかと考えます。救助用ボートの配置は是非必要と思いますが、

市長、お尋ねします。 

○市長（守田憲史君） 先ほど申し上げましたとおり、河川氾濫による浸水、海上での

災害は、人命救助の１つとして救助用ボートも必要と考えます。今回の長雨による

道路浸水などの災害を踏まえて、坂下議員の要望にお応えし、救助用ボートを配置

いたします。 

○５番（坂下 勲君） 日本でも世界でも記録的な高温や台風などの巨大化、豪雨、大

洪水など気候変動が顕在化し、被害者や死者数も増大しています。今後線状降水帯

による大雨が予想されますので、早急に救助用ボートの配置を市長、よろしくお願

いしておきます。 

近年、サラリーマンの増加や過疎化、少子高齢化の進行などにより、消防団員数

は全国的に減少傾向にあります。消防団員は、１９５５年は２００万人近くいまし

たが、平成２年に１００万人を割り込みました。若年層を中心に入団数も落ち込ん

でいます。総務省によりますと、２０２０年の全国の団員数は過去最少の８１万８,

０００人、少子高齢化で減少傾向は止まらず、地域防災力の低下に危機感を強めて

います。 

地域社会と消防団とのつながりが薄れていることや、普段はサラリーマンとして

働く人が増え、消防団活動との両立が難しいのが実情です。団員の減少で運営が厳

しい班もあります。消防団活動に参加しやすく、職場の理解や消防団に入団できる

よう総合的な取組が喫緊の課題と思いますが、お尋ねします。 

○総務部長（天川竜治君） 総務省より消防団員の処遇等に関する検討会の中間報告、

最終報告と情報公開もされている中で、消防団員の減少は社会問題にもなっていま

す。宇城市におきましても、団員数が減少傾向となっている状況でもあります。 

このような団員減少の対策としまして、処遇改善などの話合いをはじめ、存在意

義や役割など十分に理解していただき、新たな団員加入につながるような広報の在

り方を含め、見直しを行っていく必要があると考えております。 

○５番（坂下 勲君） 自らの地域は自らで守るという郷土愛護の精神の下、住民の安

心・安全を守る消防団員は、地域社会に無くてはならない存在です。是非、総合的

な団員確保策に取り組んでください。 

現在、積載車は１１７台配備されておりますが、マニュアルミッション車は５２

台配備されています。若い団員の皆さんは、ほとんどオートマチック限定免許です。
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災害現場に運転していけない状況に直面しています。近い将来、限定免許の団員に

なってしまいます。積載車は簡単に更新できません。市としての対策はどう考えて

いるのか。また、車両の装備の充実が必要ではないかお尋ねします。 

○総務部長（天川竜治君） 坂下議員が御質問された積載車の台数のとおり、約半分を

マニュアルミッション車が占めていますが、合併後、新しく配備した積載車は、全

てオートマチック車となっております。今後の対策として、消防団の班編成等に合

わせて、計画的にオートマチック車へ更新してまいります。 

また、出動装備におきましては、消防団各班で所持している装備品は、合併前か

ら引き継がれ、明確化されていない状況でございます。現状を把握し、消防団協議

を行い、計画的に整備を進めてまいります。 

○５番（坂下 勲君） 災害時の出動に支障がないように対策を講じて、装備の充実を

図っていただきたいと思います。 

災害が多発化・激甚化する中、消防団の役割も多様化しており、一人一人の負担

も大きくなっております。団員の労苦に報いるためにも年額報酬及び出動報酬の見

直しを含め、消防団員の処遇改善が不可欠と考えられます。５年後、１０年後を見

据えた対策が必要になってまいります。本市としてどのように考えておられるかお

尋ねします。 

○市長（守田憲史君） 宇城市にとりまして、消防団員の減少は大変重要な課題である

と私も認識しております。先の熊本地震におきましても、消防団員が一丸となって

活動していただき、欠かすことのできない組織だと考えております。 

宇城市としては、来年度に向けて、消防庁が定めた処遇改善等に適切に取り組ん

でいき、また、消防団員の確保、団員の士気向上につながるよう努めていきたいと

考えます。 

○５番（坂下 勲君） 市長は熊本地震を経験されておられますから、今の力強い言葉

だと思います。今後とも更なる危機管理体制の構築を図っていただきたいと思いま

す。 

最後ですけれども、現在、不知火町ではＮＰＯ法人不知火クラブ、松橋町ではＮ

ＰＯ法人総合型クラブＳＣＣ宇城、小川町では宇城小川クラブの３つのクラブが現

在活動しております。多種目、多世代、多志向に対処するために、各種スポーツプ

ログラムを用意し、日常的にスポーツに楽しめる環境をつくることにより、人々の

交流を促進し、スポーツ実施率の向上とともにスポーツを通じた地域づくり・健康

づくりを図るためにも、三角町・豊野町でのクラブ設立が不可欠と思いますが、本

市としてどのように考えておられるかお尋ねします。 

○教育部長（豊住 章君） 現在、本市では不知火地区・松橋地区・小川地区において
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総合型地域スポーツクラブが設立されており、市体育協会やスポーツ推進委員協議

会との連携の下、地域スポーツの中枢を担っていただいているところでございます。 

なお、未設立の三角・豊野の両地区におきましても、他の地区と同様にその必要

性は十分あるかと思いますが、指導者や会員数の確保・種目の多様化への対応など、

設立に伴う諸問題解決へ向けて、今後も研究を重ねたいと考えております。 

また、市民の皆様が日常的に気軽にスポーツに親しみ、スポーツを通じた地域づ

くりや生涯スポーツの推進が図られるよう、今後も支援を行ってまいります。 

○５番（坂下 勲君） 是非、三角町、豊野町に設立できるように努めてください。 

現在、３つのクラブが地域に密着した活動を行っていますが、会員数が増加しな

いのが現状で厳しい運営状況でもあります。地域における継続したスポーツ活動、

誰もが実践できるスポーツ環境づくり、またライフステージに応じたスポーツ活動

の推進を、総合型地域スポーツクラブなどと協働による普及啓発はどのように市と

して取り組んでいくのかお尋ねします。 

○教育部長（豊住 章君） 市民の誰もが気軽にスポーツを楽しむため、各種スポーツ

団体との連携・協働により、生涯スポーツの推進及び普及啓発に努めており、例年

であれば、校区の運動会をはじめとして、各種スポーツレクリエーションフェアな

ど様々なイベントを開催し、誰もがスポーツに親しみ、楽しさや感動を分かち合え

る健康で活力のある生涯スポーツ社会の実現を目指しているところでございます。 

しかしながら、昨年度及び本年度においては、コロナ禍の中、多数のイベントが

中止となり非常に残念な思いでございます。 

今後におきましても、アフターコロナを見据えたスポーツの振興のため、市体育

協会・スポーツ推進委員協議会・総合型地域スポーツクラブ等との更なる連携と、

誰もが楽しく参加できるスポーツの普及啓発を促進し、ひいては各団体の加入者数

が充実したものとなりますよう、市民の皆様とともに取り組んでまいりたいと考え

ております。 

○５番（坂下 勲君） 地域づくり、健康づくりの普及啓発に努めてください。 

学童スポーツが令和元年度１７クラブで発足し、現在は１減の１６クラブで活動

しています。なぜ増加しないのでしょうか。指導者がいないからだと私は思います。

今後、学童スポーツクラブの課題などについて、体育協会、スポーツ推進委員協議

会、総合型地域スポーツクラブが協働で支援体制を強化しなければなりませんが、

教育委員会としての施策をお尋ねします。 

○教育長（平岡和徳君） 学童スポーツクラブにつきましては、今議員申されたとおり、

令和元年度から小学校部活動が社会体育へ移行した際に、運動やスポーツをする児

童の減少が危惧される中、設立されたクラブでありまして、児童が通学している学
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校で、それまでの部活動と同様に放課後に活動できる環境を整備したものでござい

ます。この件につきまして、坂下議員におかれましては日頃から御意見と御助言を

いただき、大変感謝をしているところであります。 

今後、スポーツをする児童の減少を食い止めるためには、やはりこの環境面の充

実と関わる指導者の養成が必要と考えております。そのためには、地域スポーツの

中枢を担っておられる市体育協会やスポーツ推進委員協議会、総合型地域スポーツ

クラブ、一般のクラブチームなど、各種スポーツ団体が相互に連携を図り、交流を

深めていくことができるように、教育委員会としましても国・県・各種目の協会等

が開催する研修会や講習会等の一層の充実を図りまして、環境面の充実と指導者養

成のための機会提供を積極的に推進し、子どもたちの笑顔が輝く場所づくりとその

体制の強化を支援してまいりたいと考えております。 

○５番（坂下 勲君） 子どもが運動をしたくても家庭環境で運動ができない、そうい

う子どもをつくらないためにも、また青少年期のスポーツ活動は体力を向上させる

とともに、実践的な思考力や判断力を育み、人間形成に大きな影響を及ぼし、生涯

にわたる健全な心と体を培い、豊かな人間性を育む基礎となりますので、是非学童

スポーツクラブの育成が不可欠と思います。どうか社会体育環境の充実のためにも

努めてください。 

最後に、新型コロナウイルスの感染が止まりません。さらに、強力なインド由来

のデルタ株の猛威が日本列島を覆っています。救える命が救えなくなる状況になり

始めていると指摘され、医療体制の逼迫は深刻になっています。いま一度緊急事態

宣言発出時を思い出し、市民一人一人が感染拡大防止策を実施し、大切な人、大切

な家族を守る行動を実践することで、一日も早い終息を願い、私の一般質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（園田幸雄君） これで、坂下勲君の一般質問を終わります。 

ここで、お諮りします。一般質問の途中でありますが、本日の会議はこれで延会

にしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

本日はこれで延会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

延会 午後１時２９分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（園田幸雄君） 日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。 

まず、４番、三角隆史君の発言を許します。 

○４番（三角隆史君） 皆さんおはようございます。４番、会派彩里、三角隆史でござ

います。緊急事態宣言の中ではありましたが、開催が心配されました東京オリンピ

ック・パラリンピックが無事終了いたしました。たくさんの感動を選手の皆様から

いただきました。母国を代表されて力の限りを出し尽くされた選手全員に敬意を表

したいと思います。今後、我が国も一旦落ち着きを取り戻し、新型コロナウイルス

感染拡大も減少へと転じることになるのかと思っていた矢先、菅総理の退陣表明が

あり、一気に世の中が再びざわつき始めました。新型コロナウイルスがいまだに猛

威を振るっている中での総裁選、衆議院選挙に突入するわけでありますが、国民の

命を最優先に、自宅療養者で亡くなられる方が出ないようお願いをしたいと思いま

す。熊本においても新規感染者の数がずっと３桁台が続いており、昨日やっと２桁

になり減少傾向になっているとはいえ、一体いつ終息へ向かうのか全く出口が見え

ません。宇城市において６５歳以上の約９０％の方が２回のワクチン接種を終え、

今後冬に向けて感染の度合いが鈍化してくれることを願っております。できるだけ

早く接種を希望する宇城市民が接種を終え、感染が抑えられることを望むばかりで

す。 

ただいま議長のお許しをいただきましたので、通告のとおり大きく３点、経済対

策、災害対策、教育行政について質問をさせていただきます。 

まずは大きな１点目、経済対策について質問をさせていただきます。先ほども申

しましたが、一向に終息の兆しを見せない新型コロナウイルス、ワクチン接種は進

んでいるものの、なかなかすぐ終息へと向かっていないのが現実です。また、追い

打ちをかけるように８月中旬に立て続けに降り続けた大雨、宇城市の商工業にただ

でさえコロナの影響で悪影響が各方面に及ぼされているのに、この長雨で更なる悪

影響があっていると推測されますが、報告はあっていますでしょうか。また、この

大雨の影響と新型コロナウイルス感染拡大において、打撃を受けた事業者に対する

更なる支援策についてお尋ねをいたします。 

○経済部長（黒﨑達也君） ８月中旬から下旬にかけての大雨により、打撃を受けた企

業については確認できておりません。また、どこからも相談はあっておりませんの



－ 111 － 

で、ないものと考えています。したがいましてここでは、新型コロナウイルスによ

り打撃を受けた企業に対する救済策についてお答えします。 

高橋議員の一般質問でもお答えしましたとおり、新型コロナウイルスにより打撃

を受けた企業といたしましては、昨年実施しましたプレミアム付商品券事業の恩恵

を受けにくかった事業所や、飲食店とそれに付随する事業所と御理解いただきたい

と思います。 

特に、今年度においては、５月１６日から６月１４日までの２９日間、７月３０

日から９月１２日までの４４日間における熊本県蔓延防止等重点措置によりまして、

飲食店への営業時間短縮要請がなされており、店内飲食店及び関連事業者は、非常

に厳しい状況に置かれています。 

これに対して、県では地方創生臨時交付金を活用し、営業時間短縮要請協力金事

業を実施しました。本事業に関しましては、市も１０分の１の負担をいたします。

市としましても、補償期間が過ぎた後の救済策は必要であると認識しています。 

現状としましては、新型コロナウイルスの感染症が終息しない状態での飲食店の

利用促進策は無理がありますので、タイミングを図りつつ、国県の補助事業や交付

金を活用し、飲食店等の利用促進策の実施に向けて尽力したいと考えています。 

○４番（三角隆史君） 少ない人数で営業されている飲食店は、時短要請協力金で何と

か維持ができると思うのですが、多くの従業員を抱えている事業者は、経営が非常

に大変な状況になっているのではないでしょうか。そういったところに利用促進策

ではなく、支援が必要なのではないでしょうか。また、飲食店を取り巻く納入業者

やタクシー、代行業なども打撃を受けております。終わりの見えないこの状況で全

国各地で緊急事態宣言、まん延防止が繰り返されている中で、一体事業者の皆さん

は、よし、やるぞという気持ちを維持し続けるのにモチベーションを保つのに限界

が来ております。このままだと廃業される事業者が今後加速度的に出てくることが

十分に考えられます。こういう状態を市もきっと理解をしていただいているとは思

います。市長、何か打つ手はないのでしょうか、見解をお願いいたします。 

○市長（守田憲史君） 実は、８月末に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金、半年前もこれでしたが、今回事業者支援分としてこの臨時交付金、宇城市は

５,４００万円をいただける予定でございます。その中にありまして、大きな事業

をなさっている会社の社長さん方ともお話をする機会がありまして、その方が４０

万円いただいたのは大変ありがたかったと。しかしながら守田市長、ゼロが１つ足

らなかったとおっしゃいます。４００万円もらわないとちょっとなかなか厳しいん

だという実情だろうと思います。確かにそうだろうと思います。自分も商売をして

いますが、利益が半分減ったのではなくて売上げが半分減ったということは、それ
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もう大変なことだろうと思います。しかしながら１００万円単位を宇城市が事業主

に対して支援するということは、現実的にはもうそんなお金もありませんし、全く

ありませんし、またその１事業主に１００万円、４００万円やること自体に市民感

情が許すのかという大きな問題もあろうかと思います。その中で宇城市として、市

としての限界はもうそこに歴然として存在するところだろうと思います。その中、

この１２月に飲食券を配ったらどうだという考えもありました。しかしながら、ま

だこのコロナが落ち着かない段階で、市民の方々にどんどんお店に行って飲んでく

ださいというわけにもいかず、また飲食店への直接給付も１つとして考えなければ

なりませんが、そこにもある程度の限界がある。その中で二者択一とまではいきま

せんが、市民の方々に飲食券を配る、若しくは直接事業主の飲食店に配る、何とも

難しいところの中で、今後、国県の補助事業や交付金を最大限に活用して対応を考

えたいと考えております。 

○４番（三角隆史君） 今苦境に陥っている事業者は、頑張りたいけれども、お客さん

に喜んでいただきたいけれども、それがかなわない状況です。そういった事業者に

支援の手を差し伸べ、コロナが終息した暁には宇城市繁栄のために共に努力してい

く、そういう宇城市になることが今やるべきことだと思います。やまない雨はない、

アフターコロナに事業者の皆様が明るい希望を持って仕事ができるよう、今何を成

すべきか知恵を出していただくことをお願いいたしまして、次の質問に移ります。 

熊本天草幹線道路のうち宇土三角道路が、令和３年３月にいよいよ新規事業化さ

れることになりました。熊本天草幹線高規格道路整備特別委員会の委員の１人とし

て、また三角町の住人の１人として非常に嬉しく思います。この宇土三角道路がい

つ開通するのか、１年どのくらいのペースででき上がっていくのか、インターチェ

ンジはどこにできるのか知りたいことだらけですが、先日の石川議員の答弁からも

分かりましたが、まだ始まったばかりなので先の詳しいことは分からないというこ

とですので、そこで完成後のもたらす効果についてお尋ねをしたいと思います。 

○土木部長（梅本正直君） 宇土三角道路は、熊本天草幹線道路のうち宇土市上網田町

から宇城市三角町を結ぶ約１３.５キロメートル区間で、令和３年３月に新規事業

化され、今後、国土交通省九州地方整備局により、走行性・速達性・定時性・安全

性に配慮された道路整備が進められます。 

宇城市としては、新規道路の供用開始により、３つの効果を期待しております。 

１つ目は、防災・救急医療の向上です。これまで災害発生時に、国道２６６号や

国道５７号の通行止めを経験しましたが、信頼性の高い高規格道路ができることで、

災害時にも安定した輸送や救援が可能になります。また、第三次救急医療施設であ

る済生会熊本病院等へのアクセスも、走行性の良い道路で時間短縮が実現され、救
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急搬送患者への負担が大きく軽減されるものと期待します。 

２つ目は、地場産業の活性化です。三角町の代表的な特産品である洋ランや柑橘

類は、これまで陸送の際に、運搬車の揺れにより品質の低下が問題視されておりま

したが、走行性の良い道路で時間短縮が実現され、高品質の特産品提供が可能にな

り、地元産業の活性化につながるものと期待しております。 

３つ目は、生活利便性の向上と観光振興です。熊本市への移動時間が短縮され通

勤や通学の環境改善が見込まれます。交通事故発生時には、規制や通行止めにより

渋滞に悩まされてきましたが、安定した移動が可能になり、熊本市からは三角・天

草方面への移動時間が短縮され、移動時間を計算しやすくなることから、観光産業

の活性化に期待しております。 

○４番（三角隆史君） 今の答弁の地場産業の活性化と観光振興について、もっと詳し

く聞きたいと思いますが、三角町に３つのインターチェンジが開設されると聞いて

おります。それぞれのインターチェンジが重要な役割を担っていると言えます。人

口減少が激しく若者の流出が止まらない三角町に、この宇土三角道路は衰退化への

歯止めをかける一石を投じてほしいと願っております。宇城市においても、今後宇

土三角道路がもたらす効果について分析を始めていただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○経済部長（黒﨑達也君） ただいま土木部長から答弁がありましたとおり、三角地域

の利便性はかなり向上するものと思われます。全線完成時における三角地区の経済

情勢については、現段階では予測できておりませんが、今後、完成後の人の流れの

予測や時代背景、地域ニーズを踏まえ、工事の進捗状況に合わせながら、適宜研究

してまいりたいと考えます。 

○４番（三角隆史君） 宇土三角道路は、今後の情報提供が非常に重要になってくると

思います。インターチェンジの場所など情報が分かり次第速やかに提供していただ

くようお願いいたしまして、次の大きな２番、災害対策についての質問に移ります。 

８月中旬に立て続けに降り続いた大雨で、どこそこの川が氾濫、または氾濫寸前

にまでなったことだと思います。三角町においても金桁川が氾濫し、市道東港金桁

線と国道２６６号線が冠水し、一時通行止めになりました。この道路は大雨、満潮

が重なると必ずと言っていいほど冠水します。地球温暖化が進むこの御時世におい

てこれ以上の被害も十分に考えられます。人命に関わることがあったら手遅れであ

ります。どうか早急な対策をお願いしたいところですが、いかがでしょうか。 

○土木部長（梅本正直君） 市の管理する金桁川流域にある国道２６６号と市道東港金

桁線は低い土地であることが要因で、満潮時と大雨が重なるときには３時間ほど道

路が冠水し、通行ができなくなる状態が年に２、３回発生しております。よって大
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雨時は常に注意が必要な状態でございます。 

現在の大雨時の対応としましては、市道についてはパトロールや監視カメラで河

川の状態を常時確認し、必要な通行規制や市が設置した仮設排水ポンプの稼働など

を行っております。国道についても管理者の県へ情報提供を行い、規制の措置など

がされている状況です。 

また、市の考えるハード整備についてですが、まず国道については、道路の改良

による浸水解消の要望を管理者の県へ期成会を通じて毎年度継続して要望している

ところです。 

県では、以前計画された経緯があると伺っておりますので、県と連携し、再度地

元の意向確認やどのような整備が望ましいのか引き続きお願いしてまいります。 

市道部分の浸水解消方法についても、総合的に判断し、まずは市道東港金桁線道

路のかさ上げを地元と協議をしながら実施していきます。また河川のしゅんせつも

検討を行います。 

○４番（三角隆史君） 先日アメリカにおいてもハリケーンが上陸し、多数の死者が出

ております。もう対岸の火事では済まされません。明日は我が身です。こういった

冠水しやすいところの近くに住んでおられる方たちは、大雨や台風が近づいてくる

ことが予想されるとき、夜は不安で不安で、落ち着いて眠ることができないと嘆い

ておられました。こういった方々の不安を取り除くためにも早急な対策を実施して

いただき、安心・安全な場所になるようお願いをいたしまして、次の質問に移りま

す。 

金桁地区の冠水の問題もそうなのですが、私の知る限り三角町において波多川、

前越地区、野崎地区、内潟地区の冠水もたびたび見受けられます。こういった箇所

に遊水地を設け、一時的にそこに雨をためて、天候に問題がないときや干潮時に流

すということはできないのでしょうか。また、雨水の農業利用ということも考えら

れるのではないでしょうか。 

○土木部長（梅本正直君） 三角議員の御質問のとおり、水害のハード整備である遊水

地については有効な手段でございます。雨水は速やかに海へ流せるなら問題はござ

いませんが、水害は雨量と河川の流量、河川の流下能力、潮位の関係でどこかに無

理が発生し、河川の溢水や氾濫、決壊、内水氾濫を引き起こします。遊水地の設置

により、一度に河川に流れてくる量を調整することができれば、河川に係る負担を

軽減することができます。 

また、今後国の水害対策の指針として流域治水が打ち出されました。これは従来

の河川拡幅が主体の水害対策に加えて、河川の流域全体で貯留し、一度に河川に流

れる量を減らす取組です。今年度から宇城管内の中小河川についても、流域治水プ
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ロジェクトを県や各関係機関と連携して策定することになりました。 

これから各関係機関と連携し、どのような整備が望ましいのか総合的に判断し、

治水計画の対策を行ってまいります。 

○４番（三角隆史君） ５０年に一度とか今までに経験したことがないようなとかいう

表現が、テレビ・ラジオ等で最近よく使われます。そういったことが実際起こって

いる状況からすると、早く手を打つに越したことはないと考えます。市民の皆様に

被害が及ばないような対策をお願いいたしまして、次の大きな３番、教育行政につ

いての質問に移ります。 

不知火小学校が完成し、小川中学校の建設が決まり、学校施設の更新が進んでお

ります。そこでお尋ねをいたしますが、今後の施設更新の予定についてお伺いしま

す。また、今回の大雨で、三角町において青海小学校体育館が避難所となりました

が、避難された方は誰もいなかったと聞いております。トイレの洋式化と空調設備

がなされていないのが利用されなかった理由だと推測されます。できることなら体

育館の新設をお願いしたいところですが、市としての計画もありますでしょうから、

せめてトイレの洋式化、スポットクーラー導入をお願いしたいと思いますがいかが

でしょうか。 

○教育部長（豊住 章君） 施設更新の予定についてお答えします。 

宇城市公共施設等総合管理計画では、既存の学校施設は、建築後５０年をめどに

建て替え、中間にあたる２５年目で大規模改修を基本的な整備計画としております。

また、下位計画にあたります宇城市公共建築物保全計画では、建設された年代や築

年数の経過、状況に合わせた保全計画を進めていくところです。 

そのような中、現在進めております更新事業としましては、不知火小学校の建替

事業、小川中学校の建替事業、小中学校の屋内トイレ改修事業、それと、建て替え

の検討に必要な松橋中学校の耐力度調査を実施しています。 

今後の計画としましては、宇城市学校施設等長寿命化計画に基づき、計画的な整

備を進めていくこととし、トータルコストの縮減と予算の平準化を図りながら、安

心で安全な学校施設の整備に努めてまいります。 

また、学校体育館は、災害発生時には避難所としての機能を有しておりますが、

空調設備がないのが現状であります。学校体育館は断熱性能が確保されておらず、

冷暖房効率が悪いことが課題となっているなど、空調設備の設置には多額の費用が

掛かるとともに、維持管理経費も増大することから、設置率は全国的に見ても５.

３％と低い現状にあります。 

現在は、各学校体育館にビッグファン（大型扇風機）等を２台配備しております。

今後につきましても、関係部署と協議・連携しながら、スポットファン設置の検討
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等、避難所としての環境改善に努めてまいります。 

○４番（三角隆史君） 災害は台風・大雨など、暑い時期に多いのが通例です。空調設

備のない体育館では避難所として果たして適しているのか、高齢者の多い地域では

熱中症になられるおそれが十分にあります。重篤な状況になることもあり得ますの

で、避難所として指定する場合は、そういうことも考えて発令していただきたいと

考えます。金桁が冠水したら防災拠点センターにも行けません。郡浦、大岳地域の

方が安心して避難できる場所の確立をお願いし、次の質問に移ります。 

令和元年第４回宇城市議会定例会の一般質問の中で、私は青海小学校の敷地内に

青海保育園を建設していただいたら、子どもたちにとってすばらしい保育並びに教

育ができ、住民の皆様が寄り添える場所として運動会の場所にもなり得るし、災害

時には避難所として郡浦地区、大岳地区の心のよりどころになり得るのではないか

と述べさせていただきました。その考えはいまだに一向に変わることはありません。

子どもたちにとってより良い環境をつくってあげることが大人の役割であり、保護

者、教師の成すべきことではないでしょうか。小学校の在り方、保育園の在り方に

ついていろいろと議論があって然るべきです。必ず耳を傾けなければなりません。

ただそれが、子どもたちの目線に立った議論をしていただきたいと痛切に思います。

私は、この小学校、保育園が同一敷地内にあることで、地域のコミュニティスペー

スができ県内外に誇れる場所になり、小規模校ならではの教育環境を構築できると

信じています。そこで、教育長はどういうふうにお考えか見解をお伺いいたします。 

○教育長（平岡和徳君） 小規模校における教育環境（幼・保・小学校の連携）につい

てお答えしたいと思います。 

私は、幼児期から児童期にかけての連続的に成長する子どもたちにおきまして、

円滑に小学校生活に適応しながら新しい環境になじみ、意欲的に過ごせるようにな

るための手助けが大人の役割だと考えております。 

子どもを長い目で見て教育を共有しながら、連携継続して育てていくことが大切

で、そこには子どもたちが越えにくい大きな段差が存在していることも事実です。

それは、就学前教育から小学校の入学時に起こる小１プロブレムと言われる現象で

あったり、小学校から中学校への中１ギャップと言われるものです。 

これらを解消する幼・保・小学校の具体的な連携は、近い空間に学びの場が存在

するということで、それぞれの教育活動が可視化され、互いにリスペクトされる距

離感によって、子どもたちや先生方の信頼感や安心感を創造するといった大きなメ

リットがあります。小規模校においては特にそれが顕著です。 

私は、小規模校と保育園の連携教育につきましては、メリットとデメリットが表

裏の関係にはあるものの、私たちが子どもたちファーストを念頭に置きながら、子
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どもたちの可能性と地域のコミュニティを中心としたたくさんのメリットを伸ばす

ことで、デメリットへの対応が可能になりまして、オリジナル性に富んだ特色ある

すばらしい学びの場を構築できるものと考えているところです。 

○４番（三角隆史君） 青海小学校、青海保育園の子どもたちの数は減ってきておりま

すが、保育園と小学校が同一敷地内で連携し合い、情報の共有、相互交流を図りな

がら、保育・教育を進めていくことが、今後のすばらしい郡浦・大岳地区の未来へ

とつながっていくことだと思います。郡浦インターチェンジもできます。若い方た

ちが未来に希望を持てる環境ができつつあります。小規模校ならではの教育の充実、

地域の振興が結び付くことで、そこに住む方たちの幸福度が増し、また移住・定住

者が増えていくことを願いまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（園田幸雄君） これで、三角隆史君の一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時４０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

２０番、中山弘幸君の発言を許します。 

○２０番（中山弘幸君） ２０番、うき未来２１中山でございます。時間が限られてお

りますので、早速質問に入ります。学校におけるいじめの対策について。１、いじ

め事案に対する対応について質問いたします。いじめにつきましては、先の議会で

も質問をしましたが、前回聞けなかった点について質問をいたします。教育委員会

におかれましては簡潔な答弁をお願いいたします。学校においていじめと思われる

事案が発生した場合、まず学校が調査をして、教育委員会に報告が上がるというふ

うに理解します。これはいわゆる被害者、いわゆる加害者双方に言えることですが、

仮にその報告書に疑義がある場合、当事者はどうすればよいのでしょうか。例えば、

教育委員会に申立てをすることは可能なのでしょうか、お尋ねをいたします。 

○教育部長（豊住 章君） 学校がいじめを確認した場合、毎月報告されるいじめ事案

一覧には、被害児童生徒の学年、性別、加害児童生徒の人数、いじめが行われた期

間、発見のきっかけやその日、相談状況、いじめの態様、被害児童生徒や加害児童

生徒への特別な対応が記載されています。 

これらの内容は、学校職員が児童生徒から丁寧に聞き取りを行い、管理職より報

告されています。この報告は、事案に対して学校総体として対応され、いじめられ

た側、いじめた側双方から確実に得た事実ですので、内容に対して疑義があること
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はあり得ません。 

また、その後のいじめの解消に向けての取組はもちろん、いじめられた側への寄

り添いや心のケア、いじめた側への適切な指導を行い、解消を確認した後もいじめ

が再発しないように３か月の見守りを続けているところです。 

２つ目の御質問につきましては、学校からのいじめ事案一覧に対しての申立ては

できます。これまでにそういう申立てはありませんが、その場合は話を伺い、内容

を検討して判断いたします。 

○２０番（中山弘幸君） 今のいじめ事案一覧については申立ては可能ということでし

たが、学校が調査をして結果的にいじめと認定しなかった事案も、教育委員会には

報告が上がってくると思いますけれども、その全てが対象になっていると理解して

よろしいですか。 

○教育部長（豊住 章君） 先ほどの答弁で申しましたとおり、いじめと認定しなかっ

た事案についての報告は上がってきません。 

○２０番（中山弘幸君） 今の部長の答弁では、いじめと認定しなかった事案は上がっ

てきませんということですか。それは、たぶん間違いだと私は認識しておりますの

で、その点はまた後ほど質問いたします。 

次に、教育長にお伺いしますけれども、教育委員会に当事者から、学校から教育

委員会に出された報告書について、事実と異なるなどの理由で何らかの意思表示が

あった場合、教育委員会はどのような対応をされるのかお尋ねいたします。 

○教育長（平岡和徳君） ただいま教育部長が申し上げましたとおり、当事者より話を

伺い、その場合疑義が出た場合については、対応を判断したいと考えております。 

前回の答弁でも申し上げましたが、いじめは、時と場合によって生命、未来を奪

う決して許される行為ではありません。これは私自身、教員生活を長くやりながら、

徹底してこれまでにやってきた自覚している理念です。このことからいじめが認知

された場合は、スピード感をもって対応し、早期の解決を図る必要、これが大変重

要であります。 

宇城市の学校では、いじめが起こらないように普段の全ての教科の領域を得まし

て、豊かな心を育む道徳教育の充実、そして児童生徒同士の人間関係づくり、また

教師との信頼関係づくりを日々行っているところです。 

しかしながら、前回も報告しましたとおり、昨年度は複数のいじめを認知いたし

ました。認知したいじめに対しては、双方の児童生徒からスピード感をもって丁寧

に聞き取りを行い、必要であれば保護者の協力を得ながら学校総体組織で対応し、

全てを解消した実際については報告をいたしました。いじめを起こさないのが一番

良いのですけれども、いじめを早期に発見し対応していくことも重要であると考え
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ております。いずれにしましても、児童生徒の生命や未来、心身の健康または学び

の保障を守り抜くために、子どもたち、学校そして保護者、地域、行政、この５者

が連携を強化し、協働の質を上げることによって丁寧に対応をしながら、その問題

解決に努めていくことが大変重要であるというふうに考えております。 

○２０番（中山弘幸君） 先ほど教育部長から、内容に疑義があることはあり得ないと

いう答弁がありましたけれども、もしそうであるならば、最近マスコミで頻繁に報

道されるような問題は私は起きないと思っています。私は、そのようなときのため

に、国の法律で本人または保護者からの申立てがあった場合には、速やかに調査委

員会を設置するように定められていると認識をしております。 

そこで確認しますが、当事者より話を伺い、内容を検討して対応を判断すると教

育長は答弁されましたけれども、それはやはりいじめ事案一覧に限らず、教育委員

会に報告に上げられたものについては、私は対処すべきと思います。先ほど教育部

長がいじめと認定されなかった場合は、教育委員会に報告は上がらないと言われま

したが、たぶんそれは私は間違いだと思って、それなりの学校で調査した結果は、

教育委員会に報告は上がっていると私は思っています。ですからそれを含めて、教

育委員会に上がった事案につきましては、本人からの申立てがあった場合は、当事

者から話を伺って対応を検討するというふうに理解をしてよろしいですか。 

○教育長（平岡和徳君） 先ほど部長が申しました内容につきまして補足になるかもし

れませんけれども、やはり様々な学校への要望ですね、基本的に。そういったもの

が相談も含めて入ってきます。その内容についての報告の必要性につきましては、

それを共有しながら確認します。その共有の内容は、まず子どもたちからしっかり

聞き取りを行う。そして関係する部活動であれば顧問、担任であれば担任、養護教

諭、そういう学校総体の中で学校長が、管理職がそれをまた判断して教育委員会に

上げます。教育委員会としましては、それを宇城教育事務所または県教育委員会、

こういったものの必要性を受け止めたとしたときには、協議をした上で対応を速や

かに行う。こういった形を取っております。 

○２０番（中山弘幸君） 私の質問の答弁になっておりませんけれども、時間がありま

せんので、この件は引き続き取り上げますとともに、個別でもいろんなことを議論

させていただきたいと思っております。 

では、時間がありませんので、次に移ってまいります。次に、三角駅周辺の環境

整備についてお尋ねをいたします。まずは、三角駅裏の公園ですね、東港近隣公園

について質問をいたします。現在宇城市には、旧町から受け継がれた公園があり、

管理につきましては、それぞれ管理委託契約が結ばれるなどして適切に管理がなさ

れていると思います。東港近隣公園は現在どのような管理になっているのか、また
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今後どのような管理をされるのか対応をお尋ねいたします。 

○土木部長（梅本正直君） 市内には規模の大小はありますが都市公園、条例公園が合

計で６２か所あり、その管理は行政区に３０か所とシルバー人材センターに１７か

所を管理委託しております。そのほかは直営管理等で１５か所を管理しています。 

三角駅北側に隣接する東港近隣公園は条例公園で、令和元年度まではシルバー人

材センターにトイレ清掃などを委託しておりました。また、地域のボランティアの

方々の協力もあり、環境の維持ができていたと聞いております。 

現在の管理状況ですが、シルバー人材センターへの清掃委託が人材の不足ででき

なくなったこと、建物の耐震性や利用状況からトイレを廃止したことなどに伴い、

その他の条例公園と同様に、不定期での公園作業員による巡回管理としております。 

今後は、東港近隣公園も他の公園で行っているように、地元に愛着を持ってもら

えるよう地元行政区等へ管理委託をする形で対応できないか検討しております。し

かし、関連する行政区等も複数あるようですので、地元と慎重に協議を重ねてまい

りたいと考えております。 

○２０番（中山弘幸君） 私は、地区の住民の方から要望を受けまして何度も現地を見

ております。現在近隣公園は、公園の裏側に民家と接している部分と民家と接して

いない部分がございます。現在、民家と接している部分は、住民の方々の善意によ

りまして定期的に清掃が行われて、かろうじて景観が保たれておりますけれども、

一部天草よりの民家と接していない部分に関しましては、現在、かなり草が生い茂

っておりまして管理がされておりません。今後も地区の皆様もできる限りのお手伝

いをしていただけると思いますけれども、近年では高齢化が進みまして、これまで

どおりにできるかも分かりません。今後は地区の皆様の御協力をいただきながら、

適切に管理ができるような管理体制を整えていただくように指摘をいたしたいと思

います。 

また、以前地元から、公園の路面が雨が降れば滑りやすく危険で、これまでも何

人も転倒をした人がおられると聞いております。改善の要望が上がっていたと思い

ますけども、最近土木部でも現地を確認されたと聞いておりますが、この対応につ

いてお尋ねをいたします。 

○土木部長（梅本正直君） 現地調査を行った際に、利用者、周辺住民の方から同様の

情報をいただきました。現地は日当たりが悪く、コケの発生が見られるようですの

で、高圧洗浄機等を用いて除去ができないか現在検討中です。今後は、転倒事故等

が発生しないよう対策を行ってまいりたいと思います。 

○２０番（中山弘幸君） 私も雨が降ったときに確認しておりますけれども、かなり危

険な状態にありますので、早急に改善されますように指摘をしておきます。 
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次に、三角駅周辺の街灯の管理についてお尋ねをいたします。まずは近隣公園内

の街灯についてでありますけれども、もう何年も前から雨が降るたびにブレーカー

が落ちて真っ暗になり、特に今回は８月の台風以降、約２週間程度消えたままの状

態が続きました。この街灯の管理がどうなっているのか、また今後どのように管理

をされるのか。 

２点目は、駅前商店街から東港２区、３区、４区に設置してある街灯の多くは、

消えたままになっております。この管理はどうなっているのか。また今後管理はど

うされるのかをお尋ねいたします。 

○三角支所長（梅田徳久君） まず、三角駅裏の東港公園についてお答えいたします。

焦げ茶色の金属製ポールに魚のモニュメント付きの街灯が約３０基ありました。こ

れは宇城市管理のものです。令和元年度に不具合のあった１２基の上部灯具を撤去

しました。現在は１８基が点灯できる状態になっています。ただ御指摘のように、

この公園の街灯については、老朽化等から地下埋設配線箇所の雨水によるショート

と推測される原因により、梅雨時期など年数回の点灯不良が起こっています。これ

については、今後ライフサイクルコスト面も含めた維持管理や補修方法を探ってい

きたいと考えております。 

その他三角駅周辺の街灯についてお答えします。三角駅前通りや市役所三角支所

通りに、先ほどと同じモニュメント付きの街灯が約７０基あります。この街灯は、

電気代、維持管理費など商工会の会員が負担し商工会が運営する約束で、旧三角町

が昭和６０年頃に宝くじ補助金を活用して設置しているものです。このうち、現在

は２６基が点灯し、点灯していないものは、会員の廃業やその他の事情で不要と判

断され、電気配線を切断されている現状です。また電気料金は、１基当たり月額１,

３５０円程度と聞いております。 

この街灯の管理については、これまでも商工会と幾度となく協議し現在に至って

おります。今後も点灯中のものは引き続き商工会で維持管理をしていただき、点灯

していないものは、再点灯させるのか、撤去するのか、防犯灯に切り替えるのか、

その場合の費用は誰が負担するのかなど、今後も慎重に議論を重ねながら検討して

いく必要があると考えています。 

○２０番（中山弘幸君） まず近隣公園の街灯につきましては、現在対応していただい

ているようですが、雨が降ればまたブレーカーが落ちることも予想されますので、

抜本的な対応をする必要があります。また、商店街の中の街灯につきましては、現

在はスポンサーがある街灯だけがついているということで理解します。時代の流れ

で商店の廃業が進み、致し方ないことも理解できますけれども、だからといってこ

のままでいいとも思いません。昨日、再度現地を確認してきましたが、東港４区か
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ら２区にかけての街灯は、点灯しているのはわずかでありますけれども、防犯灯が

ある程度機能しており、暗くて危険なところは少ないと感じました。一番暗いのが、

三角駅からオリンピック衣料店前の踏切までで、防犯灯はほとんど設置していなく、

かろうじて国道の照明灯で何とか明るさを保っております。それで真っ暗なところ

もありまして、特に三角駅前周辺ですね、三角の玄関としてまた防犯上も好ましく

ないと思います。 

そこで、全ての街灯を点灯させる必要はありませんが、早急に現地を確認し、危

険な箇所につきましては再度スポンサーを募集するなど、防犯灯の設置も含めて早

急に対応する必要がありますけれども、いかがですか。 

○三角支所長（梅田徳久君） 東港近隣公園の街灯の対応については、先ほど申し上げ

たとおりに進めてまいりたいと考えております。 

三角駅通りの街灯のスポンサー募集については、通りの街灯自体、商工会が管理

運営しているところでございます。スポンサー探しは、まずは商工会またはその会

員が行うものと考えます。その上でより良い方向へ進むように、市としても引き続

き商工会と協議・相談しながら進めてまいりたいと考えております。 

○２０番（中山弘幸君） 方法はいろいろありますので、とにかく現在危険箇所につき

ましては早急に対応をお願いしておきます。 

次に、３番目の三角町金桁地区の大雨による冠水及び国道の冠水対策についてお

尋ねをいたします。まずは、本年８月１３日の大雨による金桁地区の国道の冠水状

況について、通行止めの時間帯・市道、集落内の道路の冠水状況と住宅被害の状況

を簡潔にお願いいたします。 

○土木部長（梅本正直君） 先月８月１３日の市道東港金桁線及び国道２６６号の状況

については、市道・国道共に路面から３０センチ程度の冠水があり、午前１０時４

０分から午後１時４０分まで通行止めを行いました。また住宅被害については、倉

庫が２軒床下浸水したと把握しております。 

その原因としましては、海水面の潮位が河川水位より高く、河川が流れきれない

ことにより、水路や路面の排水もできなくなる内水氾濫が発生しております。 

また道路の路面も一部低い箇所が市道・国道ともにあり、その部分が冠水し一時

通行不能となりました。当時の強い雨と満潮時刻が重なり、最も排水が困難なタイ

ミングでございました。 

○２０番（中山弘幸君） 次に２番目に入りますけれども、平成３０年第２回の議会で

質問しました時に、答弁の中で金桁川流域浸水対策検討業務委託というのが出まし

たけれども、その結果の説明と当時は排水ポンプも検討しているという答弁もいた

だいております。２番目に、これまでの問題解決に向け、国県とどのような協議が
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行われてきたのか。３番目に、具体的かつ現実的な解決策についての試算や地元と

の協議は成されてきたのかを簡潔に答弁をお願いいたします。 

○土木部長（梅本正直君） まず、調査の結果につきましては資料の中で説明しますが、

被害の状況でございますが、平成８年６月２１日に時間雨量９０.５ミリの豪雨に

より、国道２６６号金桁地区の市道が冠水による通行止め、床上浸水３件、床下浸

水６件が発生しております。原因としましては、河川の流下能力が低く、１００年

に１回規模の豪雨により、一部の家屋及び国道・市道の地盤高が低い部分が冠水し

ました。 

対策としましては、河川改修、ポンプ設置、遊水池の設置が考えられますので、

県事業での要望を検討したところです。以上の事業効果としましては、国道と床上

浸水の解消、床下浸水は若干残るという結果でございました。 

この事業に係る事業費につきましては、現段階では詳細な事業費を算出までに至

っておりません。今後の対策につきまして、河川事業を補助事業で実施できるのか

を検討いたしました。市としましては、国道の浸水解消を目的として道路、河川の

検討を県へ要望するとしております。 

以上が、金桁川流域浸水対策を検討した時点での報告でございます。 

また、国県と協議をしたのかという質問でございますが、熊本県とは、国道２６

６号の冠水対策として事業として実施していただけないかとの協議を行っておりま

す。 

具体的な解決策という点でございますが、まずは市道等でかさ上げ可能な部分の

かさ上げを計画しているところでございます。 

○２０番（中山弘幸君） 今回の質問の要点は、この問題は国道の冠水による通行止め

と金桁集落内の道路の冠水による集落の孤立をいかに解決するかにあります。この

課題の解決策はいくつかに絞られると考えます。１つ目は排水機場の整備、２つ目

は国道のかさ上げ、３つ目は市道東港金桁線を国道のう回路としてかさ上げを含む

整備を行う。同時に集落内のかさ上げなどの冠水対策を実施することだと考えます。 

先日、石川議員の質問また本日の三角議員の質問、そしてただいまの答弁で市道

のかさ上げあるいはしゅんせつという答弁がありましたけれども、これまでにない

前向きな答弁だったと評価をします。しかしその方法は、国道のう回路としては機

能しますが、残念ながら集落の孤立の解消には至りませんし、また川のしゅんせつ

の効果も未知数であります。また、単なるかさ上げでは逆に道路がダムの効果にな

り、集落の冠水が助長されることも考えられます。 

そこで、それらを含めた総合的な対策が求められると思いますが、その点を含め

て解決策があれば答弁をお願いいたします。 
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○土木部長（梅本正直君） 集落内の浸水、道路のかさ上げによる新たな浸水箇所の発

生等が懸念されます。まず現地を確認して状況を見たいと思っております。 

また、先ほど三角議員の質問にもお答えしましたが、国の治水対策の指針として

流域治水が打ち出されております。先ほど言いましたとおり、従来の河川拡幅が主

体だった水害対策に加えまして、河川の流域全体で貯留し、一度に河川に流れ込む

水量を減らす取組でございます。今年度から宇城管内の中小河川についても、流域

治水プロジェクトを県や各関係機関と連携して策定することになっておりますので、

これらの各関係機関と連携、どのような整備が望ましいのか総合的に判断し、治水

計画の対策を行ってまいりたいと思います。 

○２０番（中山弘幸君） 私は今回の質問にあたりまして、地区の区長また区民の方々

から数回にわたり話を聞きました。区民の皆様にとりましては、集落内の道路が冠

水し、長時間集落が孤立することが一番の問題だと感じました。これまでも県から

も案が提示されたようですが、残念ながら実現をしておりません。長年にわたりな

かなか前に進んでおりませんので、容易なことではないとは思いますけれども、今

後は今答弁にありましたように、地元とも協議をされて市としてベストな方向性を

出して、その上で国県と協議をして何とか前に進めていただきたいと強く要望して、

今回の質問を終わります。 

○議長（園田幸雄君） これで、中山弘幸君の一般質問を終わります。 

以上で一般質問は全部終了しました。これで一般質問を終わります。 

ここで、しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０２分 

再開 午前１１時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 報告第１６号 令和２年度宇城市一般会計継続費精算報告について 

○議長（園田幸雄君） 日程第２、報告第１６号令和２年度宇城市一般会計継続費精算

報告についてを議題とします。 

これから質疑に入りますが、通告はありません。したがって質疑なしと認めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 報告第１７号 令和２年度三角町振興株式会社の経営状況の報告について 

○議長（園田幸雄君） 日程第３、報告第１７号令和２年度三角町振興株式会社の経営

状況の報告についてを議題とします。 
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通告がありますので、発言を許します。 

○１２番（五嶋映司君） 三角町振興株式会社の経営状況報告書によりますと、いわゆ

る株式会社の体を成していない、いわゆる債務過剰の状態で、今後この会社はどう

されるのかという質疑だったんですけれども、実は事前に説明いただきまして、ま

た今この資料もお配りいただいているみたいで、今後どういうことが予定になって

いるのか、何かホームページにも載っているということで私の見落としかもしれま

せんけれども、簡単に御説明いただければありがたいです。 

○経済部長（黒﨑達也君） 説明しましたとおり、経営報告書１ページでは比較貸借対

照表に記載されておりますが、当期の純資産が３１４万７９円となっており、単年

度で見れば債務超過は解消しているのですけれども、御指摘のとおり以前から債務

超過であったために、総務省の方から経営健全化のための方針の策定及び公表を求

められておりました。そこで、昨年度第３セクター等経営健全化計画を策定いたし

まして、令和３年３月１１日に行いました執行部説明会で議員の皆様へは説明をさ

せていただきまして、３月２３日に宇城市ホームページにて公表しているところで

す。議長の許可をいただき資料を配布させていただきました。第３セクター等経営

健全化方針です。その裏面にあります色を付けていると思いますが、３）の財政的

なリスクを解消させるまでのスケジュールといたしまして、令和５年３月指定管理

期間終了時に三角町振興株式会社を清算し、令和５年４月以降は、宇城市が直営す

ることを視野に進めるというふうに決定しております。これに基づきまして、清算

する方向で準備を進めております。 

○議長（園田幸雄君） これで、報告第１７号の質疑を終結します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 報告第１８号 令和２年度不知火温泉有限会社の経営状況の報告について 

日程第５ 報告第１９号 令和２年度有限会社アグリパーク豊野の経営状況の報告に

ついて 

日程第６ 報告第２０号 令和２年度宇城市健全化判断比率及び公営企業会計資金不

足比率の報告について 

○議長（園田幸雄君） 日程第４、報告第１８号令和２年度不知火温泉有限会社の経営

状況の報告についてから日程第６、報告第２０号令和２年度宇城市健全化判断比率

及び公営企業会計資金不足比率の報告についてまでを一括議題とします。 

これから質疑に入りますが、通告はありません。したがって質疑なしと認めます。 

これで、報告第１６号から報告第２０号までを終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 
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○議長（園田幸雄君） 次に、日程第７、議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正

予算（第４号）を議題とします。 

通告がありますので、発言を許します。 

○１２番（五嶋映司君） 補正予算書の２４ページ、款５農業水産費の農業総務費に、

６次産業化市場規模拡大対策整備事業補助金として１億５,６００万円ほど計上さ

れています。総務部長の補正予算の説明の中で詳しい説明がありませんでしたので、

どういう内容なのかを御説明いただきたいと思います。 

○経済部長（黒﨑達也君） 当該事業につきましては、議長のお許しを得てお手元に資

料を配布しております。株式会社熊本中央食肉センターにおける台湾・シンガポー

ル向け輸出の取組ということで記載されているＡ４横判になると思います。本事業

は輸出拡大を目指す食肉販売業者が、輸出先国が求める商品衛生管理基準に対応す

るため、と畜解体と内臓処理に係る機械施設を整備する事業です。日本では、食品

衛生法が改正され、本年６月から国際的な食品安全規格、通称ＨＡＣＣＰ（ハサッ

プ）による衛生管理が完全義務化されていますが、諸外国によっては、日本の基準

以上を必要とする場合もあり、今回の整備に至ったところです。 

事業費の２分の１を国が県を通して補助をしますので、歳入と歳出に同額を計上

いたしております。先ほど御質問がありましたとおり、歳出につきましては２４ペ

ージの上段、歳入につきましては補正予算書１０ページの款１６県支出金、項２県

補助金、目４農林水産業費県補助金、節１農業費補助金の説明欄にあります６次産

業化市場規模拡大対策整備交付金同額の１億５,６０４万８千円が歳入に記載され

ておりますので、１０分の１０の補助金になります。 

○１２番（五嶋映司君） 内容はよく分かりました。実はこれ、今農水省の農業施策が

市町村を通さずに直接業者とやり取りする状況が増えています。そういう意味では、

この補助金はいわゆるトンネル補助金と言ったらおかしいんですけども、予算上た

だ市の予算を通るだけで、市は事業そのものに関しては関知しないというような状

況になっているんだろうと思います。そういう意味では、これはしかも１社の企業

だけにこういう補助金が出るわけですけれども、個々の農家については、農家が独

自に農水省とやり取りをしなければできないような状況ですから、この意味ではこ

の補助金自体に問題がうんぬんではありませんけれども、是非、建設経済常任委員

会の方でも、こういう予算のやり方があるということを議論していただいて、今宇

城市の農業予算は、具体的にはどんどん減っていくばかりです。だから、こういう

農家が直接農水省とやり取りできるような農家をどう育てるのか。そういうことも

含めて、是非委員会で執行部とも議論していただくことをお願いして、私のこの質

疑は終わります。 
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○議長（園田幸雄君） これで、議案第５７号の質疑を終結します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８  議案第５８号 令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

日程第９  議案第５９号 令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第１０ 議案第６０号 令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１１ 議案第６１号 令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議案第６２号 令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１３ 議案第６３号 令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１４ 議案第６４号 令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号） 

日程第１５ 議案第６５号 宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１６ 議案第６６号 宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第１７ 議案第６７号 宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第１８ 議案第６８号 宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１９ 議案第６９号 宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２０ 議案第７０号 宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議案第７１号 工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事） 

日程第２２ 議案第７２号 宇城市過疎地域持続的発展計画策定について 

日程第２３ 議案第７３号 令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について 

○議長（園田幸雄君） 日程第８、議案第５８号令和３年度宇城市国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）から日程第２３、議案第７３号令和２年度宇城市下水道事業

会計未処分利益剰余金の処分についてまでを一括議題とします。 

これから質疑に入りますが、通告はありません。したがって質疑なしと認めます。 

議案第５７号から議案第７３号までにつきましては、お手元に配布をしておりま

す令和３年第３回宇城市議会定例会委員会付託議案一覧表のとおり、それぞれの常
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任委員会に審査を付託します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 認定第１号 令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定について 

○議長（園田幸雄君） 日程第２４、認定第１号令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決

算の認定についてを議題とします。 

通告がありますので、発言を許します。 

○１２番（五嶋映司君） ただいま議題となっております、令和２年度宇城市一般会計

歳入歳出決算の認定について質疑をいたします。 

まず歳入について、２ページです。款２の地方譲与税、項４森林環境譲与税が倍

増しております。昨年の決算が５４４万７千円程度に対して、令和２年度の決算は

１,１６４万円となっているんですけれども、この理由とこの森林環境譲与税は令

和６年度から本税になって、国税となって徴収をされるわけですけれども、それの

使い道を教えていただきたいと思います。 

２番目、款１７寄附金、５２ページ。予算に対して決算額が金額的に非常に少な

い状況、例えば予算額は１２億円程度に対して決算額は５億９千万円、半分にも満

たないような状況になっていますが、これの説明をいただきたいと思います。 

次に歳出について、款５農業産業費の１２７ページの分については、事前に説明

をいただきましたので取り下げます。２番目の款６商工費、項２商工費、目３商工

振興費、２００ページ。いわゆるプレミアム付商品券の件です。これのある程度の

説明は、髙橋議員の一般質問の中でどういう使い方かというのは説明いただきまし

たので、ほぼ理解をいたしましたが、実際にどういう人たちが買えなかったのか、

１割程度買えなかった人たちがおいでになりますが、そういう人たちがどういう層

なのか。もし調査があったり、今後検討したいということがあれば御答弁をいただ

きたいと思います。 

○経済部長（黒﨑達也君） まず、認定第１号の歳入の款２地方譲与税、項４森林環境

譲与税についてですけれども、令和２年度から基金の積立てがありましたので、倍

増というのはその期間の対象者の倍増ということです。面積の倍増という期間の倍

増になりますが、この使い道なのですが、非常に厳しいところがあります。法律に

よって定められているものですから、使途としまして市町村におきましては、間伐

や人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進

に関する費用というふうな規定がございます。実際にその中身を我々で調べてみま

すと、対象につきましては私有林の間伐ということでございまして、個人の財産で

あるという部分になります。したがいまして初年度におきましては、調査をしてデ

ータを集めたところでございました。その後はやはり個人個人の希望調査を図らな
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ければならない、しかもそれがきちんと私有林で管理されている人、相続登記がき

ちんとできているかどうかというところまで問題になってきますので、ただ、ここ

で個別の個人のだけを優先してというのが、まだ今のところは額的にもそんなに多

くはありませんので、今後その使い道を検討していきつつ、タイミングを見計らっ

て実施しようと考えているところです。 

○企画部長（西岡澄浩君） 歳入の２番目の款１７寄附金についてお答えいたします。 

ふるさと応援寄附の事業は返礼品や送料、事務委託費等の経費を寄附金で賄い、

その残りを基金に積み立てる仕組みとしております。関係予算については寄附金額

の見込みを立てた上で歳入予算を計上し、必要な経費を歳出予算で計上しておりま

す。令和２年度は４月から９月までの累積寄附金額は、前年度実績と比べて約１.

８倍と好調に推移していたことから、１２月の補正予算で返礼品等の必要経費を歳

出予算に、寄附見込み額を歳入予算で増額補正し、最終的な歳入予算額を１２億円

としています。しかし、１年間でふるさと応援寄附金の見込みが最も多くなる１２

月の実績は、予測に反して伸びなかったところでございます。これは令和２年度上

半期の増加要因が、新型コロナウイルス感染症の拡大による巣ごもり需要や、令和

２年７月熊本豪雨の影響によるものだったことが要因の１つではないかと考えてお

ります。委託先から月例報告により、寄附の状況を把握できたのが１月下旬であっ

たため、減額補正の時期を逸し、予算に対して約半分の決算額となった次第であり

ます。 

○経済部長（黒﨑達也君） それでは、私からプレミアム付商品券の販売実績の方に回

答させていただきますが、高橋議員の答弁でお答えさせていただいたとおりでござ

います。それ以外の今後の購入をされなかった方ということについて、実績を少し

述べさせていただきます。 

まず、令和２年７月７日から１０月３１日まで販売をいたしました第１弾のプレ

ミアム付商品券は、対象者が５８,５７３人に対して購入者が５３,７２７人で、購

入率は９１.７２６％でございました。４,８４６人の市民が購入されておりません

でした。そのうち返送されてきたのが１０６通ございまして、これは宛先不明とい

うことでございました。 

次に、令和２年１１月１１日から令和３年３月２６日まで販売いたしました第２

弾ですけれども、対象者が５８,４０８人に対し購入者は５４,６８４人で、購入率

が９３.６２４％と第１弾より上がりました。３,７２４人市民が購入されませんで

したが、そのうち宛先不明で返送されたものが１１８通ございました。 

第１弾第２弾共に、平均で全体の８％未満の方が購入されておりませんけれども、

現段階ではどのような理由で購入されなかったのか把握はできておりません。１件
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１件調査することは可能ですけど、莫大な時間と労力、人件費が必要となるため現

実的ではないと考えています。 

そこで、今後はこの実行委員会を通じまして、購入資格のあった市民の方、無作

為で１,０００人抽出いたします。そしてアンケート調査を行います。その質問項

目の中に購入されなかった方については、その理由を書いていただく項目を付けて

おります。それを集計することによりまして、分析は可能かと考えております。 

○１２番（五嶋映司君） ほぼ理解いたしましたけれども、森林環境税については、い

わゆる森林に価値がなくなって、相続ができていなくて、誰の持ち物か分からなく

て荒れてしまったやつをどうしようかというような目的で、この税金ができたとい

うような記憶もあります。それと同時にＳＤＧｓに関してですが、やはり森林をい

かに保持するかによって、二酸化炭素量の排出を抑えるための方策をどうするかと

いうことなんですが、ただ、本税は６,３００万円ぐらいあるそうです。宇城市も

平成６年から２,６００万円か２,７００万円ぐらいの金が入ってくるというような、

これはただ本税ですから、宇城市にどれだけ配分されるか分かりませんけども、こ

れはしっかり今のうちにどう使うのかっていうのをある程度考えておかないと、今

度来たときに、去年もほとんどわずかな金額を使っているだけ。今年もほとんどそ

のまま基金に積み立てているという状況ですから、是非どう使うのか。先ほど答弁

にもありましたけれども、御検討いただいて有効な使い方、税金としてはまれに見

る全人口課税みたいな新しく創設された税金なんですね。そういう非常に大きな大

事な税金ですから、是非御検討をいただきたい。もし委員会でもそういう議論がで

きれば、議論をしていただきたいと思います。 

ふるさと納税については、おっしゃったとおりなかなか難しい部分があったのか

もしれませんけども、しかしこんなに違うのは、やはり何か考えないといけないと

いうことだと思います。特にこれは業者に委託してもう３年ぐらいになるんですか

ね、そういう形になっている部分については、今後そういうずれでこういう予算上

の違いが出てこないのかは、是非御検討していただきたいと思います。 

プレミアム付商品券については、一番私が気にしているのが１万円をなかなか出

せなかった人がいるのではないかという懸念があって、そういう懸念をずっと心配

しております。ただそれは経済部長の答弁のとおり、全部調べるのは確かに大変な

労力ですから、それを１,０００人ぐらいの規模で傾向を把握するということは非

常に大事なことだと思います。是非、確かにこれはコロナの経済対策としては有効

な施策だった、９０％以上が使っているわけですから、そういう意味では非常に有

効な施策だったと思いますが、その辺を是非御検討いただくと同時に、岸田さんが

今回３０兆円ぐらいの補正を組んでコロナ対策をやるんだと言うから、ひょっとす
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るとさっきの答弁で、市長は５,４００万円の８月末の補正が組まれたとおっしゃ

って、それをどう使うかと検討されるというお話ですけれども、もし次ひょっとし

たらそういうことをやる可能性も出てくる、国がどの程度の補正を組んでくるのか

という問題がありますけども、是非今のうちにそういう検討をしていただいて、次

のときに是非活かしていただきたいと思います。 

以上で、私の質疑を終わります。 

○議長（園田幸雄君） これで、認定第１号の質疑を終結します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 認定第２号 令和２年度宇城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第２６ 認定第３号 令和２年度宇城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第２７ 認定第４号 令和２年度宇城市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第２８ 認定第５号 令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第２９ 認定第６号 令和２年度宇城市水道事業会計決算の認定について 

日程第３０ 認定第７号 令和２年度宇城市下水道事業会計決算の認定について 

日程第３１ 認定第８号 令和２年度宇城市民病院事業会計決算の認定について 

○議長（園田幸雄君） 日程第２５、認定第２号令和２年度宇城市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてから日程第３１、認定第８号令和２年度宇城市民病

院事業会計決算の認定についてまでを一括議題とします。 

これから質疑に入りますが、通告はありません。したがって質疑なしと認めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３２ 決算審査特別委員会の設置について 

○議長（園田幸雄君） 日程第３２、決算審査特別委員会の設置についてを議題としま

す。 

ここでお諮りします。認定第１号令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定

についてから、認定第８号令和２年度宇城市民病院事業会計決算の認定についてま

でについては、宇城市議会委員会条例第６条及び会議規則第３６条第１項の規定に

基づき、１９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して地

方自治法第９８条の規定による議会の検査権を決算審査特別委員会に委任すること

にしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第８号までについては、１９人の委員で構成す

る決算審査特別委員会を設置し、これに付託して地方自治法第９８条の規定による

議会の検査権を決算審査特別委員会に委任することに決定しました。 

ここで名簿を配布させますのでしばらくお待ち願います。 

（名簿配布） 

○議長（園田幸雄君） ただいま決算審査特別委員会が設置されましたので、特別委員

の選任については委員会条例第８条第１項の規定によって、お手元にお配りいたし

ましたとおり、私議長並びに議会選出監査委員の２番、永木誠君を除く１９人を指

名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３３ 陳情第１号 「沖縄戦の戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立て等に使用し

ないことを求める意見書」を国に提出することを求める請

願書 

○議長（園田幸雄君） 日程第３３、陳情第１号「沖縄戦の戦没者の遺骨を含む土砂を

埋め立て等に使用しないことを求める意見書」を国に提出することを求める請願書

を議題とします。 

本案は、所管の民生常任委員会に審査を付託します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３４ 請願第２号 新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願 

○議長（園田幸雄君） 日程第３４、請願第２号新型コロナ禍による米危機の改善を求

める請願を議題とします。 

本案は、所管の建設経済常任委員会に審査を付託します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３５ 発議第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書の提出について 

○議長（園田幸雄君） 日程第３５、発議第３号コロナ禍による厳しい財政状況に対処

し地方税財源の充実を求める意見書の提出についてを議題とします。 

ここで、提出者の趣旨説明を求めます。 

○議会運営委員長（長谷誠一君） コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源

の充実を求める意見書の提出について、議案提出の趣旨説明を申し上げます。 

近年、地方財政は巨額の財源不足が続き、加えて昨年からの新型コロナウイルス

感染症の蔓延により、令和４年度においても厳しい財政運営を余儀なくされるもの

と予想されます。その中で、地方自治体は環境問題など新たな財政需要にも対応し
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ていく必要があり、その財源需要に見合う財源確保のため地方税財源の充実を国に

求めるものであります。 

次のページをお開き願います。意見書案でございます。紙面のとおり５つの項目

を要請するものであります。 

まず令和４年度以降３年間の地方一般財源総額につきましては、令和３年の地方

財政計画と実質的に同水準を確保するとされていますが、社会保障関係経費が毎年

度増加することが見込まれるため、他の経費での削減分を充てることなく十分な総

額を確保すること。 

次に、固定資産税につきましては、市町村の極めて重要な基幹税でありますこと

から、制度の根幹を揺るがす見直しは断じて行わないこととし、現行の特例措置は

期限の到来をもって確実に終了すること。 

また、令和３年の税制改正におきまして講じられました、土地に関わる負担調整

措置と軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長につきましては、令和３年度限

りとし延長しないこと。 

最後に、炭素に係る税を創設または拡充する場合には、その一部を地方税または

地方贈与税として地方に税源配分することを令和４年度地方税制改正に向け、確実

に実現がなされるよう国に対し強く要望することとなっております。 

以上が趣旨となりますが、本議案に対しまして議員各位の御賛同をよろしくお願

いいたしまして、提案の趣旨説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 発議第３号の趣旨説明が終わりました。 

これから、発議第３号の質疑に入ります。質疑のある方の発言を許します。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 質疑なしと認めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３６ 休会の件 

○議長（園田幸雄君） 日程第３６、休会の件を議題とします。 

ここでお諮りします。明日７日から１３日までは、各常任委員会及び決算審査特

別委員会の審査並びに議事整理のため休会にしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。したがって、９月７日から１３日までは

休会することに決定しました。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時５５分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ５ 号 

 

９月１４日（火） 
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令和３年第３回宇城市議会定例会（第５号） 

 

令和３年９月１４日（火） 

午前１０時００分 開議 

１ 議事日程 

日程第１  議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 

日程第２  議案第５８号 令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

日程第３  議案第５９号 令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第４  議案第６０号 令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第５  議案第６１号 令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号） 

日程第６  議案第６２号 令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第７  議案第６３号 令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第８  議案第６４号 令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号） 

日程第９  議案第６５号 宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第６６号 宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第１１ 議案第６７号 宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第６８号 宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案第６９号 宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第７０号 宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１５ 議案第７１号 工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事） 

日程第１６ 議案第７２号 宇城市過疎地域持続的発展計画策定について 

日程第１７ 議案第７３号 令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について 

日程第１８ 請願第２号  新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願 

追加議事日程（第５号の追加１） 
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日程第１  発議第４号  新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書の提出

について 

日程第１９ 発議第３号  コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充

実を求める意見書の提出について 

日程第２０        休会の件 

 

２ 本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

３ 出席議員は次のとおりである。（２１人） 

２番 永 木   誠 君            ３番 山 森 悦 嗣 君 

４番 三 角 隆 史 君            ５番 坂 下   勲 君 

６番 高 橋 佳 大 君            ７番 髙 本 敬 義 君 

８番 大 村   悟 君            ９番 福 永 貴 充 君 

１０番 溝 見 友 一 君           １１番 園 田 幸 雄 君 

１２番 五 嶋 映 司 君           １３番 福 田 良 二 君 

１４番 河 野 正 明 君           １５番 渡 邊 裕 生 君 

１６番 河 野 一 郎 君           １７番 長 谷 誠 一 君 

１８番 入 江   学 君           １９番 豊 田 紀代美 君 

２０番 中 山 弘 幸 君           ２１番 石 川 洋 一 君 

２２番 岡 本 泰 章 君 

 

４ 欠席議員はなし 

 

５ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  小 川 康 明 君   書    記  桑 田 祥 一 君 

 

６ 説明のため出席した者の職氏名 

 市    長  守 田 憲 史 君   副 市 長  浅 井 正 文 君 

 教 育 長  平 岡 和 徳 君   総 務 部 長  天 川 竜 治 君 

 企 画 部 長  西 岡 澄 浩 君   市民環境部長  杉 浦 正 秀 君 

 健康福祉部長  岩 井   智 君   経 済 部 長  黒 﨑 達 也 君 

 土 木 部 長  梅 本 正 直 君   教 育 部 長  豊 住   章 君 

 総 務部次長  元 田 智 士 君   企 画部次長  坂 本 優 子 君 
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 市民環境部次長  森 下 功 治 君   健康福祉部次長  植 野   修 君 

 経 済部次長  浦 田 敬 介 君   土 木部次長  平 木 恵 一 君 

 教 育部次長  井 住 寿 宏 君   三 角支所長  梅 田 徳 久 君 

 不知火支所長  岩 竹 泰 治 君   豊 野支所長  赤 星   徹 君 

 市民病院事務長  坂 井 明 人 君   上下水道局長  木見田 洋 一 君 

 会 計管理者  井 澤 ふさ子 君   監査委員事務局長  松 川 弘 幸 君 

 農業委員会事務局長  白 木 太実男 君   財 政 課 長  米 田 年 宏 君 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１  議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 

日程第２  議案第５８号 令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

日程第３  議案第５９号 令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第４  議案第６０号 令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第５  議案第６１号 令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号） 

日程第６  議案第６２号 令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第７  議案第６３号 令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第８  議案第６４号 令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号） 

日程第９  議案第６５号 宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第６６号 宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第１１ 議案第６７号 宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第６８号 宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案第６９号 宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第７０号 宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１５ 議案第７１号 工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事） 

日程第１６ 議案第７２号 宇城市過疎地域持続的発展計画策定について 

日程第１７ 議案第７３号 令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について 

○議長（園田幸雄君） 日程第１、議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正予算

（第４号）から、日程第１７、議案第７３号令和２年度宇城市下水道事業会計未処

分利益剰余金の処分についてまでを一括議題とします。 
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去る９月６日の会議において、審査を付託しました各常任委員会から審査結果の

報告がありますので、ただいまから、各常任委員会における審査の経過並びに結果

について、各常任委員長に報告を求めます。 

まず、総務文教常任委員長に報告を求めます。 

○総務文教常任委員長（豊田紀代美君） おはようございます。総務文教常任委員会に

付託された案件につきまして、本委員会における審査の経過並びに結果を御報告申

し上げます。 

本委員会に付託された案件は、予算案件２件、条例案件５件、その他案件２件の

合計９件であります。委員会を９月８日に、全員協議会室において開催しました。

委員会には、説明員として関係部長、次長、支所長並びに担当課長の出席を求め、

審査を行いました。 

議案の審査の過程で論議された主なものを要約して御報告申し上げます。 

議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号）の中央図書館等外構

工事費について、委員から「工事後の駐車可能台数は増えるのか。また、図書館の

改修後には入館者の増加が見込まれるが、駐車場が不足する場合の対策はあるのか」

との質疑に対し、執行部から「図書館の台数は整備前と同じであるが、近隣の体育

館等に協力を要請し、駐車台数を確保する」との答弁がありました。 

また、成人式会場設営業務委託料について、委員から「設営設備は何か」との質

疑に対し、執行部から「フロアシート、椅子、音響設備等である」との答弁があり

ました。また、委員から「コロナの感染状況をどのように想定して実施するのか」

との質疑に対し、執行部から「文化ホールより広い体育館に変更したことで密を避

けられ、また、ワクチン接種も１１月に終了する予定であるため開催したい」との

答弁がありました。これに対し、委員から「今後の感染状況は分からないので、実

施するならば、安全を保たれるようにして実施すべき」との意見がありました。 

また、議案第６６号宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定につい

てと関連し、委員から「宇城市民病院在り方検討委員会の結論はいつ頃になるのか。

また、市民への公表はどういう形でなされるのか」との質疑に対し、「委員会とし

ての結論は１月頃になるが、その答申を受けてから病院の在り方を詳細に決定する

にはある程度の期間が必要になり、その決定後に公表できるのではないか。また、

答申が出た後も、方針の決定は住民や議会に説明しながら進めていきたい」との答

弁がありました。 

次に、議案第７２号宇城市過疎地域持続的発展計画策定について、委員から「地

域の過疎化は切実な問題である。過疎からの脱却を本気で考え、民間ができないと

ころを行政がどうやってできるかを考えてほしい。また、移住・定住について、コ
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ロナ禍での現状に則した計画がなされているが、もっと全国に情報発信をお願いし

たい」などの意見がありました。 

以上が、質疑と答弁等の主な点であります。 

これらの質疑を終結し、採決の結果、本委員会に付託された予算案件２件、条例

案件５件、その他案件２件の合計９件については、全て可決すべきものと決定しま

した。 

以上、総務文教常任委員会における審査の経過並びに結果の報告を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 総務文教常任委員長の報告が終わりました。 

次に、建設経済常任委員長に報告を求めます。 

○建設経済常任委員長（福田良二君） 建設経済常任委員会に付託された案件につきま

して、本委員会における審査の経過並びに結果を御報告申し上げます。 

本委員会に付託された案件は、予算案件３件、条例案件１件、その他案件１件の

合計５件であります。委員会を９月８日に、大委員会室において開催しました。委

員会には、説明員として関係部長、部次長、局長並びに担当課長の出席を求め、審

査を行いました。 

議案の審査の過程で論議されました主なものを要約して御報告申し上げます。 

議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号）の農業総務費につい

て、委員から「６次産業化市場規模拡大対策整備事業補助金について、事業内容は

どのようなものか」との質疑に対し、執行部から「国内ではＨＡＣＣＰ（ハサップ）

の基準に対応した衛生管理が６月から義務化された。ただ、輸出先国によってはそ

れ以上を求められる場合がある。今回は、これに対応した施設整備を行うものであ

り、国の２分の１の補助となっている」との答弁がありました。また、委員から

「補助事業の周知方法は」との質疑に対し、執行部から「主なものは文書で農家の

方に配布している。しかし、補助事業は多岐にわたり、全てを配布することは難し

い。農林水産省や県のホームページ等での確認をお願いしている」との答弁があり

ました。 

次に、委員から「経営継承・発展等支援事業補助金についての事業内容は」との

質疑に対し、執行部から「地域の中心経営体等の後継者が、経営継承後の経営発展

に関する計画を策定し、同計画に基づく取組を行う場合に必要となる経費を補助す

るもの。同様の事業で当該事業より補助額が多い農業次世代人材投資事業補助金が

あるが、年齢制限や新規作目の導入など制約が多い。今回の事業は、継承が確認で

きれば対象となる」との答弁がありました。 

最後に、議案第６３号令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号）につ

いて、委員から「予算減額のうち、人件費が２人分の減となっているようだが、減
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員となった分、課員の方への負担が大きくなっていないか」との質疑に対し、執行

部から「浄化槽関係の業務が衛生環境課へ移管したことと、係長が課長兼務となっ

たためで、極端に負担が増えたということはない」との答弁がありました。 

以上が、質疑と答弁等の主な点であります。 

これらの質疑を終結し、採決の結果、本委員会に付託されました予算案件３件、

条例案件１件、その他案件１件の合計５件につきましては、全て可決すべきものと

決定しました。 

以上、建設経済常任委員会における審査の経過並びに結果の報告を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 建設経済常任委員長の報告が終わりました。 

次に、民生常任委員長に報告を求めます。 

○民生常任委員長（山森悦嗣君） 皆さん、おはようございます。民生常任委員会に付

託された案件につきまして、本委員会における審査の経過並びに結果を御報告申し

上げます。 

本委員会に付託された案件は、予算案件５件、陳情案件１件であります。 

議案の審査の過程で論議されました主なものを要約して御報告申し上げます。 

議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号）の清掃総務費につい

て、委員から「考え方として、ごみステーションの年間当たりの設置数の上限は定

めているのか。それとも必要性が生じたらその都度補正予算を組むのか」との質疑

に対して、執行部から「当然ながら当初に数の見込みをしているが、補助金申請が

特に昨年度後半から顕著に増加しており、年度末前には予算が尽きてしまった。今

年度は２３基分の予算を組んでいたが、その積み残し分を含めて６月には早々に予

算が無くなってしまった。ごみは人々の生活に直結していることもあり、今回は補

正予算という対応を取ったが、予算は有限のため、来年度からは設置数など厳格な

基準を検討する必要があると思っている」との答弁がありました。また、委員から

「ごみステーションの現状として、地区の中での設置場所を決めるのに苦慮する場

合がある。市管理の公園の片隅に設置できるようにしなければ、区の住民個人の土

地に設置するよう相談することは難しいのではないか」との質疑に対し、執行部か

ら「区長等と相談した結果、市管理の公園しか設置場所がないという場合は、土木

部と協議をしていきたい」との答弁がありました。 

次に、障害者福祉総務費について、委員から「委託料の減額と負担金の増額が同

額程度だが、この違いは何か」との質疑に対し、執行部から「ＳＮＳを活用した心

の悩み相談事業について、これまでは事業者と直接委託契約を締結しており、委託

料で予算計上していたが、今年度から熊本連携中枢都市圏の代表市である熊本市が

一括で契約を結び、構成市町村から負担金を徴収する形となったため、委託料から
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負担金に予算の組替えを行った」との答弁がありました。 

以上が、質疑と答弁等の主な点であります。 

これらの質疑を終結し、採決の結果、本委員会に付託された予算案件５件につい

ては、全て可決すべきものと決定しました。 

なお、陳情第１号「沖縄戦の戦没者の遺骨を含む土砂を埋立て等に使用しないこ

とを求める意見書」を国に提出することを求める請願書については、継続審査とす

ることに決定いたしました。 

以上、民生常任委員会における審査の経過並びに結果の報告を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 民生常任委員長の報告が終わりました。 

以上で、各常任委員長の報告が終わりました。 

これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

○７番（髙本敬義君） ７番、髙本です。自席にて質疑を行いたいと思います。 

総務文教常任委員長にお尋ねをいたします。議案第６６号宇城市附属機関設置条

例の一部を改正する条例の制定について、市民病院の在り方検討委員会の設置が追

加されるという内容の案件でありますが、先ほどの報告と併せて、この検討委員会

の委員の構成などに関する質疑や議論がありましたら、お願いをしたいと思います。 

それと併せて、民生常任委員長の方には、この議案に関しては付託事項ではあり

ませんが、市民病院に関わることということで関連して何か質疑等がありましたら

お願いをしたいと思います。ただし、委員長報告に該当するものではないというこ

とであれば、その旨もお答えいただければと思います。 

○総務文教常任委員長（豊田紀代美君） 自席にて答弁をさせていただきます。 

ただいま上程されております、議案第６６号宇城市附属機関設置条例の一部を改

正する条例の制定について、髙本議員の質疑に対してお答えをしたいと思います。 

宇城市民病院の在り方検討委員会の構成委員は、下益城郡医師会、宇土郡医師会、

宇城保健所、松橋代表区長、豊福区長、宇城市老人クラブ、副市長、総務部長、健

康福祉部長の９人です。なお、検討委員会は５回以上開催するという御説明であり

ました。 

以上が、髙本議員の質疑に対する答弁とさせていただきます。 

○民生常任委員長（山森悦嗣君） 先ほど髙本議員から質疑がありました、在り方検討

委員会の件でありますけれども、民生常任委員会の中では、市民病院事務局長から

の報告で、事務方としては、その在り方に「まだそこには参入していない」という

意見が出ており、委員の中からも意見が出たのは、「そこに市民病院の事務局長が

入っていないということ自体が、ちょっとおかしいのではないか」という意見も出

て、今後その在り方検討委員会の中に、市民病院関係の委員も是非含んでいただき
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たいという御意見があった旨を報告させていただきます。 

○議長（園田幸雄君） ほかにありませんか。 

○１２番（五嶋映司君） 議案第６６号宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例

の制定についての件で、委員長への質疑をしたいと思います。 

今、民生常任委員会の方からもちょっと報告がありましたけれども、この在り方

検討委員会については、医師や看護師などの現場の意見の反映が必要のような気が

しますが、その辺の必要性は議論にならなかったのかどうかということが１点と、

もう１点は、今まで市民病院の経営や運営については、議会が基本的に責任を持っ

て議論をしてきました。以前、まだ合併前かもしれませんけれども、市民病院の在

り方を議論する時も、議会が中心になって行っておりました。そういう意味では、

市民の代表である議会が、この問題に関わることが非常に大事のような気がします

が、しかも選挙で選ばれた議会ですから、市民を代表するという意味でもその辺が

大事だと思いますが、その辺の市民を代表する方の意見うんぬんという話は、この

検討委員会の中では議論にならなかったのか。９人の委員で構成するというのはよ

く分かりましたが、結局充て職みたいなもので、本当に市民を代表する委員の参加

がないような気がしますが、その辺の議論はなかったかのお答えをお願いしたいと

思います。 

○総務文教常任委員長（豊田紀代美君） ただいまの五嶋議員の質疑に対して、御答弁

を申し上げたいと思います。 

その構成委員の中に、現場の医師あるいは看護師の選出はなかったのかというお

話でございました。また、市民の代表である議会議員は、構成委員のメンバーには

いないのかという質疑でございましたが、委員会の中ではその内容についての質疑

はございませんでした。 

○議長（園田幸雄君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） これで質疑を終結します。 

これから、議案第５７号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号）の討論に

入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第５７号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第５７号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、議案第５７号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第５８号令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

の討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第５８号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第５８号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第５８号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第５９号令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

の討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第５９号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第５９号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第５９号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６０号令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号）の討

論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６０号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６０号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第６０号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６１号令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号）の討論

に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６１号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６１号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第６１号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６２号令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号）の討論に

入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６２号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６２号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第６２号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６３号令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号）の討論

に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６３号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６３号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 
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賛成全員です。したがって、議案第６３号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６４号令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号）の討論

に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６４号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６４号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第６４号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６５号宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定

個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定についての討論に入りま

すが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６５号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６５号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、議案第６５号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６６号宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定につい

ての討論に入ります。通告がありますので、これを許します。 

○７番（髙本敬義君） ただいま議題になっております、議案第６６号宇城市附属機関

設置条例の一部を改正する条例の制定について、これに賛成の立場で討論を行いた

いと思います。 

医療を取り巻く環境は非常に厳しい状況がありますが、国も人口減少や高齢化社

会に向けての対策の中で、医療提供体制の見直しが行われています。その一環とし

て一昨年９月には、宇城市民病院も含めて公立病院を含む公的病院、全国で約４０

０か所余りの医療機関を公表して、地域医療計画に基づく医療の再編、削減、調整
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などを各保健所単位の議論に委ねております。さらには、新型コロナウイルス感染

拡大による医療逼迫と患者の激減などが、医療現場の厳しさにさらに拍車をかけて

おります。宇城市民病院の経営状況も厳しく、令和２年度決算では経常損益が約１

億９００万円、当年末の未処理欠損金が約２億３,３００万円となっております。 

このような状況の中で、今回提案されております市民病院の在り方検討委員会の

設置は、必要なことであると判断をいたします。しかし、先ほどの総務文教常任委

員長の報告にもありましたように、検討委員会の委員に現場の市民病院関係者が入

っておりません。また併せて民生常任委員会でも、病院関係者をこの検討委員会に

入れてほしいという意見があったという、そのような報告も先ほど行われました。

経営改善策を計画することはよしとしながらも、その検討段階に現場の声を入れな

い、そういう体制はいかがなものか疑問がわいてきます。検討の段階から市長部局

と病院現場が共に協働して議論し、方向性をつくり出していく、そういう姿勢が必

要だと考えます。 

病院の在り方については、２０１４年、平成１６年にコンサルタント委託した報

告書では、地域包括ケア病棟の方向性が示されていたようですが、その取組は棚上

げされております。御存じのように、地域包括ケア病棟といいますのは、急性期の

治療を経過して病状が安定した患者に、在宅や介護施設への復帰支援の医療や支援

を行う、そういう病棟の名称であります。その後２０１６年、平成２８年度末の市

民病院改革プランでは、地域包括ケア病棟に関する検討記述もあるものの、理学療

法やリハビリなどに新たな投資が必要ということで、現状のままの経営体制という

ことでの改革プランとされてきました。今回、市長部局が主導され、病院の在り方

検討のコンサルタント委託については、既にプロポーザル方式で契約されておりま

すが、今回の業者は、先ほど申しました２０１４年に報告書が出されているこの業

者と同じとなりました。同じことを問題視するわけではありません。今回もそのコ

ンサルが提示する検討課題の改善策が、地域包括ケア病棟方式なのかどうか、それ

は今後の議論の結果としてしか分かりません。 

一方、病院側の改善策の検討はどうされているかといえば、先だっての６月議会

の一般質問の答弁にもありましたように、総務省の令和３年度経営・財務マネジメ

ント強化事業による支援が６月から決定をして、近くの天草市立病院事業管理者の

竹中賢治医師が派遣され、これまで数回協議、助言を得て、また来る１０月には、

再度の協議予定だったというようなことも聞いております。竹中医師は、前任が福

岡市立病院機構理事長で、全国の自治体病院協議会の副会長も務めておられ、自治

体病院にも見識が非常に高く、これまでの市民病院との協議、助言の中でも、地域

包括ケア病棟についても一部言及されていると聞いております。今回の市長部局に
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よる病院問題に関する新たな取組にあたって、このような病院側の真摯な取組、こ

れをどのように受け止め、またどのように評価し、その上で十分な協議の下に、市

長部局と病院現場の協働した事業がスタートされればよいというふうに考えており

ます。 

市民病院の在り方検討委員会に現場、市民病院を入れるべきであるという意見を

申し上げまして、賛成の討論といたします。議員諸氏の御賛同、よろしくお願いし

ます。 

○議長（園田幸雄君） これで、討論を終わります。 

これから、議案第６６号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６６号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第６６号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６７号宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一部を

改正する条例の制定についての討論に入りますが、通告はありません。したがって、

討論なしと認めます。 

これから、議案第６７号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６７号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第６７号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６８号宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条

例の一部を改正する条例の制定についての討論に入りますが、通告はありません。

したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６８号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６８号は、委員長報告のと
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おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、議案第６８号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第６９号宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定についての討論に入りますが、通告はありません。し

たがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第６９号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第６９号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第６９号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第７０号宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定についての討

論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第７０号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第７０号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第７０号は原案のとおり可決しました。 

次に、議案第７１号工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事）の討論

に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第７１号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は可決です。議案第７１号は、委員長報告のとおり
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決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ押し

てください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、議案第７１号は可決しました。 

次に、議案第７２号宇城市過疎地域持続的発展計画策定についての討論に入りま

すが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第７２号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は可決です。議案第７２号は、委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ押し

てください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第７２号は可決しました。 

次に、議案第７３号令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついての討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、議案第７３号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行い

ます。本案に対する委員長報告は原案可決です。議案第７３号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ

押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第７３号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 請願第２号 新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願 

○議長（園田幸雄君） 日程第１８、請願第２号新型コロナ禍による米危機の改善を求

める請願を議題とします。 

去る９月６日の会議において審査を付託しました建設経済常任委員会から審査結
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果の報告がありますので、ただいまから建設経済常任委員会における審査の経過並

びに結果について、委員長に報告を求めます。 

○建設経済常任委員長（福田良二君） 建設経済常任委員会に付託された請願第２号の

審査につきまして、本委員会における審査の経過並びに結果を御報告申し上げます。 

委員会を９月８日に、大委員会室において開催しました。委員会には全員が出席

し、審査を行いました。 

審査の過程で論議されました主なものを要約して御報告申し上げます。 

請願第２号新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願について、委員から

「コロナ禍の中、外食産業への影響や外国人観光客の減等による影響を考えると、

何らかのアクションを起こすことは必要だと思う」との意見や「農家の方のために

も賛成します」との意見がありました。 

採決の結果、本委員会に付託されました請願第２号新型コロナ禍による米危機の

改善を求める請願につきましては、採択すべきものと決定しました。 

○議長（園田幸雄君） 建設経済常任委員長の報告が終わりました。 

これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 質疑なしと認めます。 

これから、請願第２号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 討論なしと認めます。 

これから、請願第２号新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願を採決しま

す。採決は、押しボタン式投票によって行います。本請願に対する委員長報告は採

択です。請願第２号は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は賛成ボタン

を、反対の方は反対ボタンを、それぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、請願第２号は採択することに決定しました。 

ただいま請願第２号が採択されましたので、建設経済常任委員長から委員会提出

議案、発議第４号新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書の提出について

が提出されました。 

お諮りします。発議第４号を本日の日程に追加し、追加日程第１として、日程の

順序を変更し、直ちに議題とします。 
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御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第４号を本日の日程に追加し、追加日程第１として、日程の順

序を変更し、直ちに議題とすることに決定しました。 

ここで、書記に資料の配布をいたさせますので、しばらくお待ち願います。 

（資料配布） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第１ 発議第４号 新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書の提出

について 

○議長（園田幸雄君） 追加日程第１、発議第４号新型コロナ禍による米危機の改善を

求める意見書の提出についてを議題とします。 

本案についての趣旨説明を求めます。 

○建設経済常任委員長（福田良二君） 新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見

書についての趣旨説明を申し上げます。 

コロナ禍における米の需要は、２０１９年度米の過大な在庫を生み、２０２０年

度米の市場価格は大暴落し、年末年始における感染者拡大と自粛要請さらに緊急事

態宣言の再発令により、需要減少に歯止めがかからず、２０２０年度米の販売不振

と米価下落は底なしの状態になっています。 

このようなことから、このコロナ禍で生まれた市場に滞留する在庫を政府が買い

取るなどして、市場から隔離し、需要環境を改善するとともに、米価下落に歯止め

をかけること。また、生活困窮者や学生などへの食料支援制度を欧米並みに創設し、

政府が支援すべきであり、国内消費に必要のない外国産米について、国産米の需要

状況に応じ輸入数量抑制を直ちに実行することを要請するため、国に対し意見書を

提出するものであります。 

議員各位には、本趣旨を御理解いただき賛同賜りますようお願い申し上げ、趣旨

説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 趣旨説明が終わりました。 

これから、発議第４号に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 質疑なしと認めます。 

これから、発議第４号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 討論なしと認めます。 
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これから、発議第４号新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書の提出に

ついてを採決します。採決は、押しボタン式投票によって行います。発議第４号は、

原案のとおり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、

それぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、発議第４号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 発議第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書の提出について 

○議長（園田幸雄君） 日程第１９、発議第３号コロナ禍による厳しい財政状況に対処

し地方税財源の充実を求める意見書の提出についてを議題とします。 

これから討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めま

す。 

これから、発議第３号コロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方税財源の充

実を求める意見書の提出についてを採決します。採決は、押しボタン式投票によっ

て行います。発議第３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、

反対の方は反対ボタンを、それぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、発議第３号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 休会の件 

○議長（園田幸雄君） 日程第２０、休会の件を議題とします。 

ここで、お諮りします。 

明日１５日及び明後日１６日は、議事整理のため休会にしたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。したがって、１５日及び１６日は休会す

ることに決定しました。 
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以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時０２分 
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開議 午前１０時４０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（園田幸雄君） これから、本日の会議を開きます。 

まず、報告事項を申し上げます。 

市長から、追加議案が提出されております。提出議案は、お手元に配布しており

ます議事日程記載の日程第９、議案第７４号であります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 認定第１号 令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第２ 認定第２号 令和２年度宇城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第３ 認定第３号 令和２年度宇城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第４ 認定第４号 令和２年度宇城市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第５ 認定第５号 令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第６ 認定第６号 令和２年度宇城市水道事業会計決算の認定について 

日程第７ 認定第７号 令和２年度宇城市下水道事業会計決算の認定について 

日程第８ 認定第８号 令和２年度宇城市民病院事業会計決算の認定について 

○議長（園田幸雄君） 日程第１、認定第１号令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算

の認定についてから、日程第８、認定第８号令和２年度宇城市民病院事業会計決算

の認定についてまでを一括議題とします。 

本件は、９月６日の会議におきまして、決算審査特別委員会に審査を付託してお

りましたので、委員長に報告を求めます。 

○決算審査特別委員長（岡本泰章君） 決算審査特別委員会委員長の岡本でございます。

決算審査の結果の報告をいたします。 

本特別委員会において審査した案件は、去る９月６日の本会議において、本委員

会に付託された認定第１号から認定第８号までであります。審査については、常任

委員会所管を分科会とし、各分科会の正副座長はその常任委員会の正副委員長にお

いて進めました。 

審査の方法は、分科会では質疑及び意見のみとし、執行部に対し決算書とこれに

付随する資料に基づき詳細な説明を求め進めました。決算審査は執行済みではある

ものの、議会が決定した予算が適正に執行されたかどうかを審査するとともに、そ

の行政効果や経済効果を測定し、住民に代わって行政効果を評価する極めて重要な
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委員会であることを念頭に審査にあたりました。 

中でも、昨年の決算審査特別委員会において指摘した事項にどのような改善が図

られたか、そして予算執行がその目的に沿い、関係法令の規定に準拠し、適正かつ

効率的に行われたか。また前年の意見、施策や事業目的がどの程度達成され、市民

サービスや福祉の向上にどのように貢献したかなどの視点に立ち、質疑を行いまし

た。 

その質疑、意見については、先ほどの第２回委員会において、各分科会からの報

告が終わっておりますので、内容は省略いたします。 

採決の結果、認定第１号から認定第８号までについては、全て認定すべきものと

決定しました。 

なお、予算執行に伴う政策効果・経済性、また外郭団体の適正かつ効率的な運営

管理、経営の安定性の観点から、今後の予算執行に際しては一層の検討を加え、改

善、是正すべきであると、審査時において喚起したところであります。 

執行部においては、今後、審査の結果を後年度予算編成あるいは執行に活かすよ

う努力すべきであり、市の行財政運営の一層の健全化と適正化に役立てることを切

望します。 

以上、決算審査特別委員会の審査の報告を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 委員長の報告が終わりました。 

これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 質疑なしと認めます。 

これから、認定第１号令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決算の認定についての

討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、認定第１号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第１号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、認定第１号は認定することに決定しました。 

次に、認定第２号令和２年度宇城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 
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これから、認定第２号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第２号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、認定第２号は認定することに決定しました。 

次に、認定第３号令和２年度宇城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

についての討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めま

す。 

これから、認定第３号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第３号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、認定第３号は認定することに決定しました。 

次に、認定第４号令和２年度宇城市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

ての討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、認定第４号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第４号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、認定第４号は認定することに決定しました。 

次に、認定第５号令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について

の討論に入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 
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これから、認定第５号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第５号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、認定第５号は認定することに決定しました。 

次に、認定第６号令和２年度宇城市水道事業会計決算の認定についての討論に入

りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、認定第６号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第６号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成多数です。したがって、認定第６号は認定することに決定しました。 

次に、認定第７号令和２年度宇城市下水道事業会計決算の認定についての討論に

入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、認定第７号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第７号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、認定第７号は認定することに決定しました。 

次に、認定第８号令和２年度宇城市民病院事業会計決算の認定についての討論に

入りますが、通告はありません。したがって、討論なしと認めます。 

これから、認定第８号を採決します。採決は、押しボタン式投票によって行いま



－ 165 － 

す。この決算に対する委員長報告は認定するものです。認定第８号は、委員長報告

のとおり認定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それ

ぞれ押してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、認定第８号は認定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第７４号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第５号） 

○議長（園田幸雄君） 日程第９、議案第７４号令和３年度宇城市一般会計補正予算

（第５号）を議題といたします。 

市長に提案理由の説明を求めます。 

○市長（守田憲史君） 今回追加提案しますのは、予算案件として、一般会計補正予算

の１件で、新型コロナウイルス及び８月豪雨災害関連の補正予算になります。 

詳細につきましては、総務部長が説明いたします。当案件につきまして、よろし

く御審議いただきますようお願い申し上げまして、提案理由とさせていただきます。 

○議長（園田幸雄君） 提案理由の説明が終わりました。 

これから議案第７４号の詳細説明を求めます。 

○総務部長（天川竜治君） 議案第７４号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第５号）

について説明します。 

別冊で配布しております令和３年度宇城市各会計補正予算書、宇城市一般会計補

正予算（第５号）１ページをお願いします。 

まず初めに、予算の総額について説明します。第１条、歳入歳出予算の総額にそ

れぞれ２億７,１２０万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３４７億７,４

０９万６千円としています。補正の内容につきましては、国の施策に応じて、新型

コロナウイルス感染症により経済活動に影響を受ける中小事業者等に対する支援を

図るため、また８月豪雨による災害復旧を速やかに図るため、新たに発生した財政

需要に対し早急な予算対応を行うものです。 

２ページをお願いします。主な歳入費目では、款１５国庫支出金で１億１,４０

０万円余の追加、款１６県支出金で２,０３５万１千円の追加、款２２市債で９,６

００万円を追加しています。 

３ページをお願いします。歳出費目では、款５農林水産業費で１,７３５万３千

円の追加、款６商工費で５,５０４万７千円の追加、款１０災害復旧費で１億９,８
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８０万円を追加しております。 

続いて、４ページに移ります。第２表、地方債補正です。１追加で、水産施設整

備事業費を追加し、２変更で、公共土木施設災害復旧事業費ほか１件について紙面

のとおり変更しております。 

続いて、歳出の主なものとその特定財源について説明します。 

９ページをお願いします。款５農林水産業費、項３水産業費、目３漁港管理費で、

大規模漂着流木等撤去回収処理業務委託料１,７３５万３千円を追加しています。

説明資料は２ページ、位置図①漁港海岸になります。８月１１日以降の豪雨により、

市が管理する漁港海岸などに漂着した流木等を回収し処分する業務委託料です。財

源は、国２分の１補助金と起債を見込んでおります。 

続いて、款６商工費、項１商工費、目３商工振興費で５,５０４万７千円を補正

しております。説明資料は３ページになります。国のまん延防止等重点措置の適用

等に伴い、時短要請に協力する飲食店や、飲食店の休業・時短営業または外出自粛

等の影響を受け、売上げが減少した宇城市内の中小企業者、個人事業主及び小規模

事業者に対し、事業全般に使える一時支援金１０万円を給付するものです。財源は、

国庫支出金の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の事業者支援分、

５,４２２万６千円を計上しております。 

款１０災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、目１農業用施設災害復旧費で

５,１５０万円を補正しております。８月豪雨で被災した施設の災害復旧事業にな

ります。説明資料の２ページをお願いします。位置図②が、節１４工事請負費の農

地災害復旧工事費２００万円、位置図③、④が、農業用施設災害復旧工事費９５０

万円、位置図⑤が、節１８負担金補助及び交付金の県営農地等災害復旧事業負担金

３,５００万円になります。 

また、建設機械等借上料と農地基盤災害復旧事業補助金では、８月までの豪雨災

害の対応に支出予定の予算と、今後の台風や豪雨災害に対応する必要見込額を補正

しています。 

同じく、目２林業施設災害復旧費で９５０万円を補正しております。説明資料２

ページの位置図⑤、林道の上糸石線災害復旧事業になります。項１農林水産施設災

害復旧費の財源は、分担金、県支出金、災害復旧の起債を見込んでいます。 

１０ページをお願いします。同じく、項２公共土木施設災害復旧費、目１公共土

木施設災害復旧費で１億３,７８０万円を補正しております。８月豪雨で被災した

市道、河川等の災害復旧事業になります。説明資料の４ページをお願いします。位

置図①浦・石打線、②北部田白岩線が、節１４工事請負費の道路災害復旧工事費５,

６３０万円、位置図③早迫川、④松葉川、⑤白岩川、⑥萩尾川が、河川災害復旧工
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事費３,４００万円になります。 

また、施設修繕料、測量設計業務委託料、建設機械等借上料では、８月までの豪

雨災害の対応に支出予定の予算と、今後の台風や豪雨に対応する必要見込額を補正

しています。財源として、補助災害復旧事業は国庫負担金が６６.７％、残りを市

債で賄う予定です。 

今回の補正予算において収入が不足する財源については、財政調整基金繰入金で

調整しております。 

以上で、詳細説明を終わります。 

○議長（園田幸雄君） 詳細説明が終わりました。 

これから、議案第７４号の質疑に入ります。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第７４号は、委員会付託を省

略したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７４号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから、議案第７４号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第７４号令和３年度宇城市一般会計補正予算（第５号）を採決し

ます。採決は、押しボタン式投票によって行います。議案第７４号は、原案のとお

り決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを、それぞれ押

してください。 

（ボタンを押す） 

○議長（園田幸雄君） ボタンの押し忘れはございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 押し忘れなしと認め、確定いたします。 

賛成全員です。したがって、議案第７４号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出について 

○議長（園田幸雄君） 日程第１０、議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出につい

てを議題とします。 

議会運営委員長から、議会運営委員会の調査中の事件について、会議規則第１１
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０条の規定によって、お手元にお配りしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申出があります。 

お諮りします。委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 各常任委員会の閉会中の継続調査・審査の申出について 

○議長（園田幸雄君） 日程第１１、各常任委員会の閉会中の継続調査・審査の申出に

ついてを議題とします。 

各常任委員長から、所管事務のうち会議規則第１１０条の規定によって、お手元

にお配りました所管事務の調査項目について、閉会中の継続調査・審査の申出があ

ります。 

お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査・審査とすること

に御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（園田幸雄君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長から申出のとおり、

閉会中の継続調査・審査とすることに決定しました。 

これで、本日の日程は全て終了しました。会議を閉じます。 

令和３年第３回宇城市議会定例会を閉会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時０８分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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付録 １ 

宇城市議第３１０号  

令和３年９月８日  

 宇城市議会議長 園田 幸雄 様 

総務文教常任委員長 豊田 紀代美    

委 員 会 審 査 報 告 書 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第１０

９条の規定により報告します。 

記 

議案番号 件   名 審査の結果 

議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 

議案第６１号 令和３年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第１号） 原案可決 

議案第６５号 

宇城市個人情報保護条例及び宇城市行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

原案可決 

議案第６６号 
宇城市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 
原案可決 

議案第６７号 
宇城市税特別措置条例及び宇城市企業振興促進条例の一

部を改正する条例の制定について 
原案可決 

議案第６８号 
宇城市行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 
原案可決 

議案第７０号 宇城市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 

議案第７１号 工事請負契約の締結について（小川中学校改築工事） 可  決 

議案第７２号 宇城市過疎地域持続的発展計画策定について 可  決 



付録 ２ 

宇城市議第３１０号  

令和３年９月８日  

 宇城市議会議長 園田 幸雄 様 

民生常任委員長 山森 悦嗣    

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第１０

９条の規定により報告します。 

記 

議案番号 件   名 審査の結果 

議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 

議案第５８号 
令和３年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 
原案可決 

議案第５９号 
令和３年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） 
原案可決 

議案第６０号 令和３年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 

議案第６４号 令和３年度宇城市民病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決 

陳情第１号 

「沖縄戦の戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立て等に使用

しないことを求める意見書」を国に提出することを求める

請願書 

継続審査 

 



付録 ３ 

宇城市議第３１０号  

令和３年９月８日  

 宇城市議会議長 園田 幸雄 様 

建設経済常任委員長 福田 良二    

委 員 会 審 査 報 告 書 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第１０

９条の規定により報告します。 

記 

議案番号 件   名 審査の結果 

議案第５７号 令和３年度宇城市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 

議案第６２号 令和３年度宇城市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 

議案第６３号 令和３年度宇城市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 

議案第６９号 
宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 
原案可決 

議案第７３号 
令和２年度宇城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について 
原案可決 

請願第２号 新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願 採  択 
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原案
可決

20 0
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原案
可決
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可決
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可決
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可決
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原案
可決

20 0

反
　
対

賛
　
成

議案第７２号
宇城市過疎地域持続的発展計画策定に
ついて

議案第７３号
令和２年度宇城市下水道事業会計未処
分利益剰余金の処分について

議案第６７号
宇城市税特別措置条例及び宇城市企業
振興促進条例の一部を改正する条例の
制定について

議案第６８号
宇城市行政手続等における情報通信の
技術の利用に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

議案第６９号
宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第７０号
宇城市奨学金条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第７１号
工事請負契約の締結について（小川中
学校改築工事）

議
長
の
た
め
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

議員名
審議
結果

議案第６２号
令和３年度宇城市水道事業会計補正予
算（第２号）

議案第６３号
令和３年度宇城市下水道事業会計補正
予算（第２号）

議案第６４号
令和３年度宇城市民病院事業会計補正
予算（第１号）

議案第６５号
宇城市個人情報保護条例及び宇城市行
政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第６６号
宇城市附属機関設置条例の一部を改正
する条例の制定について

議案第５７号
令和３年度宇城市一般会計補正予算（第
４号）

議案第５８号
令和３年度宇城市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

議案第５９号
令和３年度宇城市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

議案第６０号
令和３年度宇城市介護保険特別会計補
正予算（第２号）

議案第６１号
令和３年度宇城市奨学金特別会計補正
予算（第１号）
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議員名
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

20 0

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択 20 0

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

20 0

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
原案
可決

20 0

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 棄 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 18 1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 20 0

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 19 1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 20 0

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定 20 0

認定第６号
令和２年度宇城市水道事業会計決算の
認定について

認定第７号
令和２年度宇城市下水道事業会計決算
の認定について

認定第８号
令和２年度宇城市民病院事業会計決算
の認定について

議案第７４号
令和３年度宇城市一般会計補正予算（第
５号）

認定第１号
令和２年度宇城市一般会計歳入歳出決
算の認定について

認定第２号
令和２年度宇城市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

認定第３号
令和２年度宇城市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

認定第４号
令和２年度宇城市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定第５号
令和２年度宇城市奨学金特別会計歳入
歳出決算の認定について

請願第２号
新型コロナ禍による米危機の改善を求め
る請願

発議第３号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書の提
出について

発議第４号
新型コロナ禍による米危機の改善を求め
る意見書の提出について
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